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この報告書は、 日本 自転車振興会から競輪収益

の一部である機械工業振興資金の補助を受けて平
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は じめに'∴.

1968年 にNATO後 援 の国際会議で ソフ トウェア工学 とい う用語が初めて使われた と

言 われ てお り、 その ことか らす るとソフ トウェア工学 は約20年 の歴史を持 っていることに

な る。

1970年 代 には、構造化 プ ログラ ミング、構造化設計法 、 ライフサ イクルモデル等 の優

れた研究がな され・、それ らは ソフ トウェアの生産性及び品質 の向上等 に寄与 して きた。

しか し、 この1970年 代 の技術 は主}こ 「紙」 と
.r.;.ンピツ」を道具 と してお り、考 え方

と しては優れて いて も、実施 とい う面では、工数が掛 りす ぎる、一貫性が保てに くい等の理

由によ り、見送 りに されて いた、こ,ともまた事実である。

1980年 代に入 るとパ ー ソナル コンピュータ(PC)、 ワー クステー シ ョン(WS)の

高機能 ・低廉 化が非常 な勢 いで進み、その普及が急速に進ん だ ことか ら、 これ らを ソフ トウ

ェア開発の道 具 とず るいわ ゆるCASE(Coinputer-AidedSoftwareEhgineering)の 考え

方が1985年 頃か ら一気に広 まって きた。

CA§EツLル の多 くは1`970年 代の技術 をPCやWSに 取 り込ん だ ものと言 えるが、

当初 プログラムが あたか も自動的に生成 されるかの ような発 表がな された ごとや、ツールの

開発が一気 に進んだ ことか ら、その機能、効果等 について は多 くの誤解 を生 じている。

こ うした欧米 の動 きに対 して、我が国 において は労働集約的なプ ログラム作成段 階のため

の ツールの開発が まず行われ、現在 はシステム分析、設計段階での ツール化 に進 みつっあ る。

従来の 「紙 」 と 「エ ンピツ」によるソフ トウェア開発形態か らPC、WSを ベースと した

CASEツ ールによる開発形態への移行 は、生産性あるいは品質の向上 に とって極 めて重要

な要件 と考え られ るが移 行に当た って は、CASEツ ールの ポテ ンシャルを正 しく把握す る

と共に、手順、教育、環 境整備、投資効果等の問題を検討 してお く必要が ある。

そ こで、財団法人 日本情報処理開発協会では、学会、 メイ ンフ レーム ・メーカ、 ソフ トウ

ェア会社等の代表か ら成 るrCASEに 関す る調査研究委員会 」を組織 し、 こ うした問題 に

取 り組 む ことと した。平 成元年度事業で は、手始め として各委員の ご協 力の基 にCASEツ

ールの具体例 とその中心 とな っている考え方の調査を行 うと共に海外 における適用事例の委

託調査並 びに調査員の派遣等 を実施 した。本報告書 は、それ らの内容 を とりまとめた もので

あ る。

最後 に、本調査研究に当 って、 ご指導 ご協力を頂いた、原 田委員長 を始 め、各委員の方 々

に深甚 なる謝意 を表す ものであ る。

平成2年3月
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事 業 の 目 的 と背 景
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1.事 業 の目的 と背景

(1)CASEの 登場 と発展

近年 にみ られ る高性能 多機能PC、 ワー クステー ションの登場や、その低廉化に伴 う普 及の

拡大 は、CASE(Computer-AidedSoftwareEngineering)と 呼ばれ るツールの出現を もた

ら した。

CASEツ ールは、当初 システム設計段階を支援す るツール と して開発 され、バ ックエ ン ド

と してプログラムプロジ ェネ レータ と、 またフ ロン トエ ン ドとして戦略計画 ツール と結合 し、

開発工程全般 をカバ ーす るツールに成長 して きて いると言 われて いる。

なお、CASEと い う用語に は明確 な定義 がな く使 われて いる ことか ら、種 々の ツールがC

ASEツ ール と して再登場 しようと して いる。 ソフ トウェア工学(SoftwareEngineering)

が ソフ トウェア開発、保守のための活動 をまとめた もの(discipline)と す るな らばそれ らの

活動を支援す るためにコ ンピュー タを用 いたツール はすべ てCASEツ ール と呼ぶ ことがで き、

コ ンパイラ、デバ ッガー もCASEツ ールとい う議論にな る。

そ こで、当初CASEツ ール と呼ばれていた システム設計段 階のツールが リポジ トリ、 あ る

いはエ ンサ イクロペデ ィアと呼ばれ る今迄 になかった新 しい設計用 データベースを備えている

ことか ら、 この設計用 データベースを持 った ツールをCASEツ ール とし、他 と区別 しよ うと

す る意見 もあ る。 これ らは今後の検討を待たなければな らない。

CASEツ ールを伝統的 なウォ一 夕フォール型の開発手順 に照 し合せてみ ると、 その種類 は

お よそ次の よ うに分類で きる。

・上流CASE

・下流CASE

・リバ ースエ ンジニア リング(RE)

・IPSE(IntegratedProjectSupportEnvironment)

しか し、 これ らの分類 は、 ウォータフォール型モデルで工程を どのよ うに分け るかに明確な

基準がないの と同様 に、上流CASEと 下流CASE等 が明確な基準によ って分け られて いる

わ けで はない。最近 では、戦略計画用の ツールを上流 として、 システム設計用の ツールを中流、

それ以降を下流 とす る考 え方 もある。
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システム分析 システム設計 プ ログラム設計 プ ログラム作成 テ ス ト 保 守

上流CASE－
下流CASE

RE－
IPSE

図1-1ウ ォ日夕フ ォール型の ソフ トウェア開発モデル とCASE

ヨー ロッパで はIPSEが しば しばCASEの 同義語 として使用 されて い るし、我 が国で は、

一時似たよ うな概念を ソフ トウェアCADと 呼んだ時があ った。

リバ ースエ ンジニア リングあ るいは リエ ンジニア リングと呼 ばれ るツール は、比較的最近 出

現 し、米国等では非常な関心 を浴びて きてい る。当初のCASEツ ール は新規開発のみを対象

と していたの に比 べ、 この リバニ スあ るい は リエ ンジニア リングツール は、既存の システムを

対象 と して いる所 が大 き く異 る。即 ち、 これ らのツールは、既 存の システム(プ ログラム及 び

デー タベース)か ら仕様を抽 出 し、その仕様を基 に旧システムか ら高性能ハ ー ドウェアや最新

のDBMSへ の移向を半 自動 的に行 った り、新 しい機能を付 け加えた新 システムの構築 の支援

を行 う。

CASEが 本格的に広 まったの は1980年 代中頃であ り、 その歴史 は非常 に浅 いがその発

展 は次の ように分 けることがで きる。

・第一世代 単体CASE

(～87年)

・第二世代 統 合型CASE

(88～80年 代末)

・第三世代 知的CASE

(90年 代)

この分類 か らい くと現在 は統 合型CASEの 世代であ るといえ る。

CASEの 統合 は、 リポジ トリと呼 ばれ る設計データベースを中核 と して進 め られてお り現

在、 この リポジ トリの標準化 に向 けて多 くの活動がなされてい る。
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(2)事 業 の 目的

代表的なCASEツ ールであ るExcelerator(IndexTechnology社)やIEW(Knowledge

Ware社)の ツール は、既 に10,000セ ッ ト以上 販売 されてい ると言われてい る。CASEツ ー

ルは1980年 代後半 に非常 な勢いで開発 され、 またソフ トウェア開発の 自動化を もた らす も

の として多い に宣伝 されて きた面があ るため、その適用及び効果 に関 しては混乱が あ り、期待

どお りの効果があ った とい う報告があ る反面、導入 した ものの実際 に利用 されて いるの はた っ

たの20%で あるとい う調査結果 もあ る。 また、最近で はソフ トウェア開発 における自動化、

ツール化 とい う面での我 が国の立 ち遅れ も指摘 され始 めてい る。

このよ うにCASEツ ールに関 して はさまざまな議論があ るが、 ソフ トウェア生産現場にお

け るコンピュータ化(自 動化)が 一番遅れて いると言われて いる現在、 ソフ トウェア開発に コ

ンピュータを積極的 に活用 し効率 を上 げて行 くことは極 めて重要でかっ緊急な課題 である。

そ こで、現在欧米等でCASEツ ール と呼 ばれて いるツールの機能、効果、問題点等の実態

を解 明す るとと もに我が国の ソフ トウェア開発環境をいか に向上 させ、 ソフ トウェア開発の生

産性及 び品質 の向上を図 ってい くかにっ いて調査研究を行 うことと した。

(3)平 成元年度事業の概要

平成元年度事業では、CA'SEに 関する調査研究委員会(委 員長:原 田実 青山学院大学助

教授)を 設置 し、まずCASEツ ールの現状を明らかにすることとした。

また、欧米における代表的なユーザにおける事例調査を英国の調査専門会社であるOVUM

社に委託 し、導入上の問題点、効果等の調査を行 った(第3章 海外調査報告参照)。

委員会の開催状況及びその内容は次のとお りである。

第一回(平 成元年9月22日)

① 委員会の進め方について

② 海外事例調査内容の概要

③SPACEの 機能と効果

第二回(平 成元年11月30日)

① リアルタイム ・システムの構造化分析

②XPT－ 皿によるCASEの 構築
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③ 海外事例調査結果の概要

第三回(平 成2年1月18日)

①80年 代の ソフ トウェア生産技術

②NATURAL2とPREDICTCASE

③ 日本市場 におけ るCASEの 現状/動 向

④C-NAP皿 とYPS/APG

⑤CASEツ ールの試用 と問題点

第四回(平 成2年2月28日)

①SIS構 築を支え る第4世 代の統合開発環境

②PRIDE-ISEM

なお、 これ らの 内容 は第2章 にまとめ られて いる。

〔参考文献〕

参考文献 は付録 として載せてあ る。
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2.CASEツ ール/方 法論の概要 と効果

2.lSPACE

2.1.1SPACEの 概要

従来か ら利 用 していたTSS端 末 を通 して利用す るホス ト計算機上で稼働す るソフ トウェア

開発用の計 算機支援 ツール の多 くは、ホス トに負荷がかか りす ぎる、開発者個 々人 に専用化 さ

れた開発環境 でない、 イ ンタフェースの視覚性が貧弱である、な どの限界 を持 って いた。一方、

高速 のCPUと 高解像度 のビ ッ トマ ップデ ィスプ レイを持つ ワー クステー シ ョンの登場 によっ

て図や表 を中心 としたイ ンタフェースを容易 に構築で きるよ うにな った。 このよ うな背景か ら、

80年 代 中期 よ り、 この ような ワー クス テー ション上で稼働す るビジュアルな ソフ トウェア開

発支援 ツールが登場 しCASE(ComputerAidedSoftwareEngineering)ツ ール と言われるよ

うになった。 これ らは、要 求分析や設 計な ど上流工程 におけるそれ までの手書 きで済 まされて

いた各種 の ドキュメン ト作成 を支援す るUpperCASEと 、 ビジュアルなプ ログラム仕様

か らプログ ラムを 自動生成 す る'LowerCASEに 分 けることがで きる。 ここでは、下流工

程 を支援 するLowerCASEの 一例 として、筆者 らが開発 し東芝エンジニアリング によって実用

化 され たSPACEに つ いて解説 する。

(1)は じめに

一般に
、 ソフ トウェア開発 は、利用者 が もつ アプ リケー ションのモ デル を、計算機が理解で

きるコー ドモデル(す なわち機械語 プログ ラム)に 変換す ることで ある。

実際、従来事務 処理 プログラムを開発 す るには、図2.1-1の 上半分 に示 すよ うに、先 ず

設計者が業務内容 を詳細 に定 めた設計書(ア プ リケー ションモデル)を 作成 し、 これを基にプ

ログラマが プログラム(コ ー ドモデル)を 作成 し、 コンパ イラで機械語 に変換 し、 これ をコン

ピュータ上で実行していた。

この変換過程に含まれる作業には、主としてモデルの記述 レベル上の変換を行なう合成型作

業 と、モデルを評価 しその特性 を求める分析型作業がある。

従来の上流工程を支援するCASEツ ールは仕様書の作図を支援 したり分析を支援する色彩

が強いが、下流工程を支援するツールではどうしてもこの合成型作業を自動化する必要がある。
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この ような合成 ツールへ の入力 とな るアプ リケー ションモデル をプログラム仕様 と呼ぶ と、C

OBOLやFORTRANな どのいわゆ る第3世 代言語で記述 したプログ ラム仕様 は、解法 を

明示的に含 んでお り、ユーザモデルか らは ほど遠 い。今後 ソフ トウェアの生産性 を飛躍的に向

上 させるためには、利用者で も容易 に理解 で き記述 で きるプログラム仕様 か ら、機械語や コン

パ イラが存在す る言語 によるコー ドモ デル に自動的に変換 するいわゆ る自動プログラ ミング的

色彩が強 いCASEツ ールがぜ ひ とも必要で ある(1)。

しか し、従来か らある事務処理用1」owerCASE〔3〕 は、プ ログラム と同内容の ものを

木構造 チ ャー トな どの図で入力するこ とによ り処理記述 の視覚化 をね らったビジュアル言語か、

集計や照合や分配な どのデー タ構造 に依存 した定型的な プログラムコー ド群 を使 いや すい形 に

マ クロ化 した言語要素 を もち、 これ らを組 み合せて プログラム を簡潔 に記述す ることをね らっ

た第4世 代言語(8)か のどちらかで あった。

筆者 らは、高精細デ ィスプ レイをもつ ワー クステー ションが普及 するにつれ、ユーザ インタ

フェースの ビジュアル化が急速 に進むと考 え、それ以前 か ら行な って きた設計書 の書式 と記述

法の研究成果 を基 に、 これ を計算機処理可能な言語 とする ことによって望 ましいプログラム仕

様 を実用化で きると考 えた。

このように筆者 らは、 まず真に作成 しやすいプ ログラム仕様 とは何か を明 らかに し、次 にこ

の仕様 をプログラムに変換す る方式や知識 を構築 す るとい う手順で、LowerCASEと し

てSPACE(SPecificationAcquisitionandCompilingEngine)を 開発 した 〔2)'(4)'(5)。

SPACEは 、図2.1-1の 下半分 に示す よ うに、デ ィスプ レイ上での設計書作成作業 を

支援す るとともに、作成 された設計書 か らCOBOLプ ログラムを生成す る。

したがってSPACEは 、従来 の第4世 代言語(4GL)と ビジュアル言語の両 方を統合 し

た、次世代 のビジュアル4GLと いえる もので あ り、 ソフ トウェア開発 の中下流工程 を一貫 し

て支援する統合型CASEで あ る。 この結果、 プログラム仕様 の視覚化 と抽象化の両者 が統合

的に達成 され、処理 内容 の記述 と入力 方法 を大幅 に改善で きると期待 されて いる。

SPACEの よ うなLowerCASEを 開発す るに当って最 も重要 な ことは、 ソフ トウェ

アの構造や要素間の関係 を表わすのに十分視覚的で あ り、 かつ複雑 で大規模 なモジュールの機

能 を正確に表 わすのに十分形式的で簡 潔な計算 モデル を開発す るこ とであ る。筆者 らは機能表

現 の視覚化の ために決定表に改良を加 えたロジックテーブルを用 いる。 またモ ジュール機能 を

抽象化 して簡潔に表現 するために、モジュールの実行状態 を条件式 とい う関数 とその値 で宣言
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的 に指定で きるように した。 この2点 、 ロジックテーブル と条件 式が、SPACEを 他のLo

werCASEに 対 して独 創的な ものに してい る。

以下では、SPACEの これ らの特徴 に関 して、プログ ラム仕様 の視覚化 を(2)で 、抽 象

化 を(3)で 、両者が うま く統合 されたプ ログラム仕様 の事例 を(4)で 、デバ ッグ支援機能

を(5)で 、プ ログラム生成 の仕組 みを(6)で 、それぞれ解説する。

(2)プ ログラム仕様 の視覚化

コンピュータに業務 処理 を行 わせ るには、業務 の多種多様な特性 をコ ンピュータに入力す る

必要があ る。従 来は これ らすべてをプログラムやJCL(ジ ョブ制御言語)と して記述 し、 コ

ンピュータに入力 して いた。 これ らは1次 元のテキス ト形式言語 であ り、図や表の よ うな2次

元 の記述 方法 に比べて仕様要 素 を関係付 ける手段 に乏 しく、 その結果理解 しづ らいものであ っ

た。

プログラムを端末機 か ら手で入力

設 計結果 を適 当に紙に記述 ・手間が かかる(1週 間/1プ ログラム)
・あい まい ◆間違 いやすい
・記述方法がパ ラパ ラ'専 門的 でわか りに くい

1回1:㌫ ㌶ ある'保 荒 荒Y.

寮 ・ 一 一ζ5多ニラ ー■・… 麗麗o
x=Y+A・ … ・・

一/ '=1生纏 麟 デ・ング ＼

薗 一 計鎌 鱗_㌧ 一
＼

./三:λ:,。 よる プ 、＼

騨懸i遍 灘㌧.
・標 準化 され てわか`」やす い'㍉,ノ

・記述 もれの 自動検 査

・管理 が容易

図2.1-1SPACEに よるソフ トウェア開発形態 の刷新

これ に対 しSPACEで は、従来 か らある設計書 に近 い形式 をもつ、2つ の図形式画面 と5

つ の表形式画面(後 出 の図4参 照)が 用意 されてい る。利 用者は、 これ らの設計画面 に業務処

理 を構成す るジ ョブ、 ファイル、プ ロセ ス(=プ ログラム)、 お よびモジュールに関 する様 々
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な情報 を、それぞれ に最 も適 した記述 方法で指定す る。

例 えば、ジ ョブを構成 す るプログラム とフ ァイル の関係 はプロセス フロー図 に、 ファイル の

諸属性 はファイルテーブル に、フ ァイル ご とのキー定義 とデータ構造はデータ構造 テーブルに、

プロセ スのモ ジュールへの分割 は階層構造 図に、モジュールの機能 はロジックテー ブル に、そ

れぞれに適 した視覚 的な方法で表 わす。 各画面へ の設計 内容 の記述 は、あ らか じめ表記法 と意

味が定め られた図形や文 か らな る仕様要 素 一設計パ ター ンと呼ぶ 一か ら、適切な ものを選 んで

記入す るとい った"は め込み方式"で 行 な う。

これ らの設計画面 は図/表 形式であ るため、 これ に記入 される図形や文 はその記入場所 や接

続 の種類 によって明確な意味の基で関係付 け られる。 この結果仕様が視覚化 され、 その内容 を

正確 かつ簡潔 に表現 ・理解で きるようにな る。

1)ロ ジックテ ープル

ー般 に
、 コンピュータで計算 を行 う最 大 の利点 は、同一形式 の多数のデー タに対 して同様 の

計算 を繰 り返 し行 う時、図2.1-2の 上半分 に示す よ うに、 この繰 り返 し1回 分 の計算方式

と各繰 り返 しのためにデー タを準備す る処理 を指定 するだけで、仕様 を記述 で きることであ る。

SPACEで は、モジュールが次節で述べ る処理パ ター ンのいずれかをもつ ように して処理

記述の抽象化 を図 るために、各モジュ ールは この よ うな繰 り返 しを、その中に高 々1つ(同 一

範囲の多重 ループは1つ の繰 り返 しと考 える)し か含 まない ものとす る。 このよ うなモジュー

ル分割基準 の基で個 々のモジュールの機 能 を、図2.1-2の 下半分に示 す ように、決定表 に

初期処理欄 と前処理欄 を追加 したロジ ・ソクテーブル と呼ぶ設計画面 に記述 す る。 したが って、

モジュール機能の構成要素である条件C、 と処理Ajと その対応 関係Rkを 独立でかつ整理 され

た形 で記述で きる。 このよ うに視覚化 されたプ ログラム仕様 はエ ン ドユーザに も理解 しやす く、

したが って設計の確認 を得 られやす く、 また後 々の変更 も行 いやすい。

(3)プ ログラム仕様の抽象化

プログラム仕様 がどんなに視覚化 されて も、木構造 チ ャー トのよ うにその内容が プログラム

と同程度 に複雑な もので あれば、良い仕様 と言 えない。処理 内容をプログラム よりも抽象度の

高 い レベルで簡潔 に記述 で きる仕組 みが必要 であ る。
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モジュール

態 を初期イ
るための

業務上の初期処理P

コンピュータ処理固有の初期処理Q

モジュールの

状態 を評価す
るための

業務上の前処理S

コンピュータ処理固有の前処理 丁

(繰 返し・国分の計算方式)

状 態S1の 場 合 処 理A1,処 理A2,…

状 態S2の 場 合 処 理Al,処 理A3,…

…

モジュールの状 態を更新 す るための

コンピュー タ処理固有 の後処理X

[コ
条 件 式Cl=Vlk

状 態SA条fナ 式Q==V2k

条 件 式Cj=Vjk

〈〉,
初 P

前 s

1規 臥 R1 R2 .・ Rk ・.・

一

条

件
一

処

理

一

c1 Vl1 V!2 ■●σ 1へ」 ,.・

C2 v乏1 γ22 .,・7 γ2k ・..

: … : …

C▲ γ,` γ,2 ..s γik ●・ ・

Al x x ,.・ ● ■,

ん x ■■ ・ x .・

A3 x ■・ ・ x

.

do』g8in x x .・. x .・

ICi,….CA→Q,T,Xこ れ を 自 動 生 成 す る ∫1

図2.1-2ロ ジ ックテーブル と条件式 を用いたモジュールの機能記述

1)処 理パ ター ン

ー般に
、事務処理 プログ ラムは、本来手順的な事務業務 を機械 化す るもので あるか ら、プ ロ

グラムの出力応答 がフ ァイルや入力か ら得 られ る手順 や構造 を詳細 に与 えない とその仕様 を記

述で きない、 一いわゆるrた ちの悪い(wicked)』 一、問題で ある。 しか しこの手順 の内、照合

や集計 ロジックな どのデー タ構造 に依存 した レコー ド入力制御 ロジックやオ ンライ ン画面 制御

ロジ ックは、かな り定型 化で きる ことは、事務 プログラム作成上の知識 として広 く知 られてい

る(6)'(8)。 実際 このよ うな制御 ロジ ックは、以下 の6つ に分類 され、処理パ ター ンと呼ぶ*1。

① 複数 の順 フ ァイル か らレコー ドを入力 し、各 ファイル に照合 キーで指定 され るレコー ドが

あるかないかに応 じて特定の処理 を行 う照合処理。

脚注判:処 理パ ター ン① と②では ファイルはキー項 目の値の昇順で ソー トされてい るとする。
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② 順 フ ァイルか らレコー ドをキー項 目の値順 に入力 し、キー項 目が同一値 をもつ レコー ド群

ごとに特定の処理 を行 うグループ処理。

③ 索引 ファイルか らキー項 目値 に関す る与 えられ た論理条件 を満 たす レコー ドを直接検索 し、

その成否 に応 じて特定 の処理 を行 な う検 索処理。

④ オ ンライン画面 から1レ コー ド分 のデー タとファンクシ ョンキー な どを読み込み、その状

態 に応 じて特定 の処理 を行 な うオ ンライン処理。

⑤ データベースか ら与 えられた論理条件 を満 たす レコー ドを検索 し、その成否 に応 じて特 定

の処理 を行な うDB処 理。

⑥ 作業 領域 中のデー タの値 を用いた論理条件 に よる、 レコー ド入力 を伴わない計 算処理。

このよ うな処理パ ター ンをもつモ ジュールの機能 をロジ ックテーブルを用 いて記述す る時は、

図2.1-2の 上半分 に示す ように、① モ ジュールの状態 を初期化 する ために呼 び出 され た時

に1度 だけ実行 され る初期処理、②繰 り返 し内の処理 に先 立 ってモジ ュールの実行状態 を評価

するための前処理、③繰 り返 しにおいてrど んな状態Siの 時 どの処理{A,、,…}を 行 うか』

を指定す る本体処理、お よび④次 の繰 り返 しのためにモ ジュール の状態 を更新 す る後 処理 の4

つ を指定すれば良いことは容易 に分 る。

この内、設計者 が指定すべ きものは、業務 に固有 な処理で ある本体処理{Si→A,1,…}と 、集

計エ リアの初期化な どの初期処理Pと 、検査 モ ジュールの呼 び出 しな どの前処理Sの3つ であ

る。一 方、 レコー ドの初期読 みな どの初期処理Q、 照合 キー値の設定 な どの前処理T、 および

レコー ドの先読みな どの後処理Xは 、 デー タ構造 と処理パター ンの型 名 を指定すれば、一意的

に定 ま り自動生成可能で ある。

2)条 件式

条件式は、上で述べ た処理パ ター ンをもつモジュ ールの実行状態Sを 簡潔 に表す ために予め

定 義 された関数Ci:S→{Vi■j=1,…}(Vi」 は関数C,ご とに定 め られた相異 なる取 り得 る

値)で ある。 これ を用いれば、モジュール の個 々の実行 状態S」 は関数 とその値 の組み合せ{関

数C、=値vlj,…}で 表 すこ とがで きる。

SPACEは 、条件式 ごとにその値 を計 算す るロジ ック以外に、その付帯 的意味 として(マ

ニ ュアルに)定 め られた処理Q、T、Xを ロジ ックテーブルの実行 ループの適切 な ところに自
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動的 に展開する。 したが って利用者は、モジュールの処理パ ター ンを表現す るように条件式 を

選 び、 ロジックテー ブル の条件部 に併置 するだけで、モ ジュールの機能 を簡潔 に記述で きる。

現在、SPACEに は処理パ ター ン①～③ と⑥ に関す る9つ の条件式 がある。 この内各処理

パ ター ンご とに代表的 な もの各 々1つ を表2.1-1に 示 した。

表2.1-1フ ァイル処理記述用 の条件式(一 部)

名
前

書 『き か た 条 件 値 読 み か た
'

ファイルFか ら入力 した レコー ドの グルー プキーKと,現

照 在の処 理対象 を表 す照合 キーKの 値が 等 しい ときYes,等
合
式

MC(F;K) Y,N,E,*
し くない ときNo.

*はNま たはEの 意味.
7

当該 モ ジュー ルが初期化 された直後 の状態 の とき,あ るし)

はフ ァイルFか ら入力 したレ コー ドによって,グ ルー プキ

制
御
切 CB(F;K) H,B,T,E,*

－Kが 同一 値 の新 しい レコー ドグ ル ー プ に入 った と き

Head,グ ル ープ内での各 レコー ド処理状態 の ときBody,

れ
式

現 在 の グ ル ープ か ら抜 け 出 よ う とす る終 了状 態 の と き

Tai1.

*はTま たはEの 意味.

検
索
式

SC(R;K;r;C1,_,Cn)

た だ し,Ci全 項 目Di:式Si
Y,N

グル ープキーKを 参照 キー とするア クセ スパ ス上 で論理条

件{DirSi,_}を 満足 す るレコー ドが ファイルR中 に存在

す る ときはYes,存 在 しない ときはNo.

∋△

蓮 COBOLの 論 理式C Y,N 論理 式Cの 評価結 果が真 の ときYes,そ うでない ときNo.

式

Fは 順働 アクセスフ ァイル.Rは 乱働 ア クセ スフ ァイル.Kは グルー プキー.

MCとCBに 対す る条件値Eは 入力 したyコ ー ドがEof(Endoffile)レ コー ドで ある とき.'

SCに おいて,グ ループキーKに 対 応す る集団項 目(ま た は基本項 目)は 項 目D1,_,Dnか ら構成 され,ま た'rはCOBOLで 許 され る

比較演算子で ある.

例 えば、 フ ァイルFと 他 のフ ァイルの照合処理 を行 な うモジュールの状態は、MC(F;K)を 用 い

て表 せる。すなわち、 ファイルFか ら入力 した レコー ドがキーKで 表 され る現在照合中の対象*2

であ る状態はMC(F;K)=Yで 、 そ うでない状態は=Nで 表 す。 また、ファイルFの キ ーKに よるグルー

プ処理 はCB(F;K)を 用 いて表せ る。すなわち、 フ ァイルFか ら入力 した レコー ドによって、キー

Kが 一定の新 しい集団 に入 った初期状態 はCB(F;K)ニH(ead)で 、集団中の各 レコー ド(先 頭や最

後の レコー ドも同様 に含 んで)処 理状態は=B(ody)で 、現在 の集団 を終 ろ うとす る状態 は=T(ai

脚注*2:現 在照合対象 にな っている レコー ドは、照合 キー一・MKと同 じ値 をキー項 目Kに おいて もつ

ことによって識別 され る。なお、照合 キーMKの 値は、各 ファイルか らキー順 に読 み込 まれてい

る現在 レコー ドのキー項 目Kの 値 の最小の ものである。
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1)で表 す。

これ らを用 いれば、例 えば複 数の ファイルF,… に対す る照合処理 の各状態 はMC(F;K)を ファ

イルの数 だけ、複数 のキーK,… に よる多段 の グループ処理の各状態はCB(F;K)を キーの数 だけ、

それぞれ条件部 に併記す るだけで、その制御 ロジックの詳細 に立ちい らずに簡潔 に表現で きる。

なお現在 、オ ンライン処理パ ター ン④ は、前処理欄 に、 アプ リケー シ ョン画面 の固定部の表

示処理 と可変デー タの読み込 み処理 を直接COBOLで 記述 し、また条件部 に、読 み込 まれた

デー タの値、終 了コー ド、 ファンクシ ョンキー の値 な どに関す る論理式 を記述 する ことによっ

て表現 して いる。 同様 にDB処 理パ ター ン⑤ に関 して も、 レコー ドの検索処理 を前処理欄 に直

接COBOLで 記述 している。 このよ うなCOBOLコ ー ド群はホス ト計算機のオ ンライ ンモ

ニ タやDBモ ニ タごとに異な る拡張COBOL言 語 を使 って記述する必要 がある。 しか しこれ

らの コー ド群 もアルゴ リズムの大筋 はモニ タによ らず共通 なので、他 の4GLと 同様 に可変部

をパ ラメタ化 することで定型化で きるはずで、 これ らを暗黙 の付帯処理 に もつ条件式 として近

い内に登録 する予定であ る。

3)処 理文

処理文は、モジュールの処理要素 を記述す るためにロジックテーブルの処理部 に記入す る設

計パ ター ンであ る。処理文の多 くは個 々の計算や レコー ド出力を表すCOBOL命 令 そのもの

である。 これ以外 に、SPACE特 有 のもの として、子 モジュール を呼 び出す た

めのEXEC文 や、条件式 に伴 う暗黙の後処理Xを 行 った後次の繰 り返 しに戻 るためのDO-AGAIN文

な どがある。

また、一連 の処理 をマ クロ化 したもの として、指定 され た式 の集計 を行 うSUM文 や、処理記述

の一部 のみがモジュールの実行状態 によって異な る処理 を記述するのに便利なWITH文 な どがあ

る。

(4)SPACEに よ るプログラム仕様 の事例

本章では、事例 を用 いて、SPACEに おけるプログラム仕様 がいかに視覚的 に理解 しやす

く、機能記述 の抽象度が高 く、記述 しやすい もので あるかを具体的に説 明する。用 いる問題 は

フ ァイル処理 の代表例で ある図2.1-3に 示 す ような在庫管理問題 であ る。 この問題 は、

r各 製品 ごとに、入出庫 レコー ドがあれば入出庫量合計 を求め在庫 レコー ドを更新 し、さらに
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新在庫量が最低在庫量 を下 回れば発注 レコー ドを出力 し、 また削除 レコー ドがあれば在庫 レコ

ー ドを削除す る。 これ らの各処理 にお いて所与 の条件に反す る時は、エ ラーメ ッセ ージを出力

す る。』 ものであ る。

入出庫 ファイル(製 品ご とにO:Nレ コー ド)

区分は1(入 庫)

またはO(出 庫)

削除 フ ァイ ル(製 品 ご とにO～1レ コ ー ド)

回
・各製品 ごとに入出庫量合計(符 号付 き)を 求め る.

・入 出庫 があ る場合,新 在庫 量を下記の方法 で求め,

正 の とき在庫 マスタ を更新す る.

新 在庫 量=旧 在庫 量+入 出庫 量合計

エラー リス ト(エラー ご とに1ラ インの リン ト)

エラーは1製 品につ き1種 以上 の表示 な し.
一在庫がない とき'在 庫な し"

一在庫があ り新在庫が 負の とき"負 在庫二

一在庫,入 出庫があ り,削 除 があ るとき 削除 エ ラー

・新在庫 重く0の 場合 発注量=適 正在庫 量

0≦ 新在庫重 く最低 在庫量の場 合

/発 注量=適 正在庫量 一新 在庫 量

として,発 注 レコー ドを出力す る.
・在庫あ り,入 出庫 な しで削除 があ るときは,

在庫 レコー ドを削除 す る.

図2.1-3フ ァイル処理 の代表例 として の在庫 管理 問題

利用者は、次 の5つ の設計ステ ップに したが って、各設計画面 を完成 してい くことでプログ

ラム仕様 を作成 する。 これ らの記述例 を図2.1-4に 示 した。

[Step1:プ ロセ ス分割]

ジ ョブ を一連の ファイル処理 を行 な うプロセス(=ジ ョブステ ップ)に 分割 し、結果 をプロ

セ スフロー図① に書 き表す。 この例 は、rジ ョブが在庫管理 プ ロセスのみか らな り、 これは3

つ のフ ァイル を入力 し2つ のフ ァイル と1つ の リス トを出力す る。』 ことを表 している。

[Step2:フ ァイル 属 性 定 義]

こ の ジ ョブ で使 わ れ る フ ァイル の諸 属 性 を、 フ ァ イル テー ブ ル② に記 入 す る。 この例 は 、

r入 出庫 フ ァ イル の デ ー タ は、Q5006.PDM.DATA(NYUSHU)に 格 納 され て お り、 そ の レコ ー ドの定

義 は コ ピ ー ラ イブ ラ リのNYUSHUに あ る。 この フ ァイル は順 編 成 フ ァイル(PS)で 、1レ コ ー ドは

80バ イ ト固 定 長(F)で 、1ブ ロ ッ クに は20レ コ ー ド入 って い る。 』 こ とな どを指 定 して い

る。
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なきファイルも フをほぎな
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ア

ア

ア
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、

〉

ク

　ほファイルも ニをほぎぼ

魎 〔駆 〕E団

吾

嬬
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囲 〔麺 園 〔遜 〕〔檀 〔遜 〕圃 〔亟9

仕様ファイル名=照 合

キー項目

ア

ア

〉

1 1

モ ジュール名:

㎜ エ ・・ク エ ツ

一項8

ア

ア

エ ツ

魎 工一 、

1 ?

⑥

⑨

ファイル名 〔錘 〕E斑藷〕モジュール名
ア;

ア

ア
OF発注ファイル 蹴 号OFエ ラーリスト.■

ア

OFエ ラ ー リ ス ト.■

φ ・〉 一 ソ ー ン.

一 手〉 フ 一 一 ン .

■

イまほ ファイノレも ニ むニロロぽ

駆 〕〔塾巫 〕〔亘・唖 〕
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●

モ ジュール名:

エ ツ エ
一=

エ ツ

ファイル名 ∈題 〕〔編 〕モジュール名
ピ

文

⑧

唖 〕 一
ヰ
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唖 モジュール名

←〉工 一 一 ン .

ア:=

ア:=

ファ ル ・ モ ジ ュー

ア'

● ■

ア'

ア

◎

■

⑦

図2.1-4在 庫管理問題 をSPACEを 用 いて記述 したプ ログラム仕様

[Step3:デ ー タ構 造 定 義]

事務処理プ ログラムでは複数 のデー タ項 目を繋 げて1つ のキー として扱 うことが多 い。例 え

ば製品番号 と区分 をプログラムの中で一組 のもの として扱 い たい場合 には、例 えばK2と い う
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名前 を与 えて、③ のよ うにグル ープ キー定義 テーブルに記入す る(た だ し、実際 にはK2は こ

の例題の以後の記述で は引用 しな い)。

一方
、④ のデー タ構造 テー ブル は、各 ファイルが どのよ うな レコー ドグル ープ(グ ループキ

ーが同 じ値 を もつ レコー ド群)の 繰 り返 しか ら構成 されているかを表す。例 えば、入出庫 フ ァ

イル は(製 品番号・K1が一定の)製 品 レコー ド群 の繰 り返 しか らな り(こ れ をK1列 にOを 記入

す ることで指定 する)、 各製品 レコー ド群は同一製品の(K2が 一定の)入 庫 レコー ド群 と出庫 レ

コー ド群 が ら成 る(最 下位 グループが複数 レコー ドを含む時はOの 替 りに#を 指定す る)。

[Step4=モ ジュール分割]

プ ロセス フロー図中の各 プロセスを、その機能 を分担 して実現 する1群 のモ ジュール に分割

す る。 この時各モジュール は(3)の1)で 論 じた6つ の処理パ ター ンの いつれか をもつ よ う

にす る。 この結果 を階層構造図⑤ に書 き表 す。 この例は、r在 庫管理 プ ロセ スが、照合パ ター

ン(口 の右下隅のMTCで 表わす)を もつ照合モ ジュール と、それか ら呼 び出 され るグル ープパ

ター ン(同 じく、GRPで 表わす)を もつ入出庫集計モジュール と、計算パ ター ン(同 じく、CMP

で表 わす)を もつ在庫 更新 モジュール によって構成 されている。』 こ とを示 している。

[Step5:モ ジュール機能定義]'

モ ジュールの機能 をロジックテーブルに記入す る*3。

照合 モジ ュールの機能は、⑥ に示 した ような ロジックテーブルで表 わせ る。 このモジュール

は、各製 品 ごとに入出庫 フ ァイル、削除 ファイル、在庫マスタに当該製品 の レコー ドが あるか

な いかに応 じて様 々な処理 を行 う。 したが って、各 ファイル内に照合 すべ き(キ ーK1で 識別 さ

れ る)製 品の レコー ドが あるかど うかを知 るために、順編成 の入出庫 ファイル と削除 ファイル

に対 してはMC式 を、索引編成 の在庫 マス タに対 してはSC式(こ こで照合一－MC-KO1は キーK1

に対応す る照合 キーMK1の 値の格納領域 名)を 条件部 に記入する。

次 に、 このモ ジュールで行 う具体的な処理 、 一すなわち、入出庫 集計 モ ジュール の呼び出 し

(A1)、 固定 デー タの転送(A2、A3)、 エ ラーメ ッセージの出力(A4～A6)、 在庫 レコー ドの更新(A

7)と 削除(A8)、 再実行処理(A9)、 無処理(A10)一 、 を処理部に記入す る。

脚 注*3以 下 でi番 目の条 件 、 処理 、規 則 をCi、Ai、Riで 表 わ す。
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最後 に、題意に したが って条件 と処理 の対応 を取 る。例 えば、3フ ァイル全て に レコー ドが

ある時(C1～C3=YのRl)は 、削除 エラー処理 をす るためにA1、A2、A5、A6、A9に 実行指示 を示

す"X"を 記入する。削除 ファイルにのみ レコー ドがない時(C1、C3=YでC2=*のR2)は 、更新 処理

をす るためにA1、A2、A7、A9に 実行指示 を示す"X"を 記入す る*4。 この様な処理 は、最終 的に

入出庫 ファイル と削除 ファイル が共 に存在 しな くなる(C1=C2=*のR6)ま で、DO-AGAIN命 令 によ

って繰 り返 される。

一方、入出庫集計 モジュールは、⑦ に示す よ うに、当該製 品の入出庫 レコー ドを順 に読 み込

んで この製品の入出庫量合計 を求める。 このために、製品 ご との グル ープ処理 の各状態 を表 ら

わすためにC1にCB式 を、 さらに区分 の値 によって処理 を分 けるためにC2に 論理式 を記入 した。

この結果、 このモ ジュールが呼ばれ るとまず集団 ご との初期状態 にな るので、 この時(CB=HのR

1)、SUM命 令 に対 して0指 示 を行な い、入出庫量合計 を0に 設定す る。 また、 レコ ー ド処理状態

の時(CBニBのR2,R3)に は、区分が"1"か ど うかに応 じてSUM命 令 を用いて、数量(A1)ま たは一1*数

量(A2)を 入出庫量合計 に加算 する。 当該製品 レコー ドがな くな ると(R4,R5)、 このモジュール

を呼 び出 した照合 モジュールに戻 る。

最後 に、在庫更新 モジュールは、⑧ に示 すよ うに、初期処理 として在庫量 を更新 し、 これ と

ゼ ロ(0)お よび最低在庫量 との大小 関係 によって、エ ラーメッセ ージの出力(A1,A2)や 、発

注 レコー ドの出力(A3～A5)や 、在庫 レコー ドの更新(A6)な どを行 う。なお このモジュール は内

部 で繰 り返 しを行 わず、処理が終わ ると照合 モジュール に戻 る。

このよ うにSPACEで は、 レコー ドの入力や キーの比較 な どの制御 ロジックの詳細 を記述

せずに、条件式 とその関数値 とい う抽 象度 の高 い レベル でモジュール の状態 を指 定で き、 この

各状態に個 々の計算処理 を対応づ けるこ とでモジュール の機能 を記述で きる。

(5)仕 様検査、 コー ド生成、デバ ッグ

仕様作成が終 ったな らば、各画面 におい 欄 ・行 チ ェ ッ ク ボ タ ン 列 チ ェ ック ボ タ ンを押 し

て、表現方法が正 しいかを検査 す る。誤 りがあれば、その行 あ るいは列 の番号が網掛 けされ、

匡 ラー表示体 タンを押せばエ ラーの内容 が表示 され る。 さらに、モ ジュールの機能 を定義す る

ロジックテーブルに対 しては、記述 した仕様 が完全で あるか(記 述 に漏れや矛盾 がないか)な

脚 注*4-(don'tcaredash)は 各条 件 式 に対 して 、 そ の任 意 の条 件 値 を表 わ す。
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ど 完全 チェ ックボタンを押 す ことで検査 で きる。例 えば、⑨ に示す ように、規則R1とR2を 指

定 した段階で この検査 を行 な うと、矛盾(=重 複)し ている規則R3の 列番号 が斜線で網掛け さ

れ、漏 れている規則R4の 列番号 が点 々で網掛 けで表示 される*5。

この後、 コー ド生成画面 において、 コー ド生成 に使 う仕様 ファイル(各 設計画面の内容が格

納 されたフ ァイル)群 を指定 しコー ド生成 ボ タンを押す と、 この事例で約670行 のCOBOL

プロ グラムが生成 され る。 同様 に してJCLも 生成 される。生成 されたプログラムの コンパ イ

ル ・実行 はホ ス ト計算機 に転送 してか ら行 な う。

実行結果が、利用者の期待 に反 してい る場合 は、 その誤 りは入力 したプログ ラム仕様にある。

この誤 りの検出 のためにロジ ックテーブルの実行時 トレースを出力 で きる。 この トレース を見

れ ば、 いつ どの ロジックテーブルが呼ばれ、 その時の レコー ドの状態 は どうで あったか、 どの

規則が選ばれ、 どの処理 が実行 されたかを一 目で理解 で きる。

設計者は実 行中の正 しいモ ジュール 間の遷移状態 を認識 している ことが多 く、実行 時 トレー

ス を見れば、意 図 した様 にプログラムが実行 されなか った原 因を容易 に見つ けることがで きる。

(6)SPACEに おけ るプログラム生成方式

SPACEが 生成す るプ ログラムは、図2.1-5の 左側 に示す よ うに、デー タ宣言、主ル

ーチ ン、入力手続 き、 ロジックテーブル を実行 するループ群 が らな る基本構造(プ ログラムフ

レーム と言 う)を もつ。SPACEは 与 えられた仕様 ファイル群 を解析 し、記 入 された設計パ

ター ンごとにその名前や型 や他 のパ ター ンとの関係 をシンボル テーブルに登録 する。全ての仕

様 ファイル を解析 した後 、 シンボル テーブルに登録 された各設計パ ター ンごとにそれが表す定

型処理 を記述 したプログラムコー ド群(こ れをプログラムパ ター ンと言 う)を プログラムフ レ

ームの適切な ところに編集 して埋め込 む
。

具体的 には、 デー タ宣言部は、 ファイルテー ブル とプロセス フロー図 の情報 を基 に したファ

脚注*5:決 定表 が完全であ るとは、記述 した条件式 で分類 されるあ りとあ らゆ る場合 が、記述

され た規則で漏れな く重複す ることな く表現 されてい るこ とである。SPACEは 、記述 され

た規則 をそれ と同等な基本規則(全 ての条件値が"*"や"一"以 外の基本値で ある規則)に 展 開 し、

これ らが可能な全ての基本規則列中に出現 する回数が0(未 指定) 、1(正常)、2以 上(重 複)か を調

べ る ことによって(完 全性判定 アルゴ リズム と呼ぶ)、 モ ジュール仕様 の完全性 を判定す る。
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プ ログラム構造

デー タ宣言

ピ ルーチ・

『 モ ジュール構造

「

ロジックテーブル

実行ルー プ レ 1は じめ`
L… 一「'」

照合モジ ュール 初期処理

へ
照 合 キーMK1←

Min(入 出 庫 レ コー ド.K1,

削 除 レ コー ド、K1).

.↓

前処理

↓

条件評価

C1←IF入 出庫 レ コー ド.EOF

THENEELSE

IFMK1=入 出 庫 レ コー ド.Kl

THENYELSEN.

↓

DO-AGAIN 規則選択

IFRi.C1="Yパ

READ入 出 庫

フ ァ イル.

IFRLC2≡Y"

READ削 除

フ ァ イ ル.

SEARCHRiWHERE

Ri.C1=C1&Ri.C2=C2&…

↓

処理実行

IFRi.A1≡X丙THEN

PERFORM入 出庫 集 計.・
IFRi.A9≡X'THEN

PERFORMDO-AGAIN.

L

↓

t終 わ り 」

図2.1-5生 成 プログラムの構造 と条件式 に対 するコー ド展 開例

イル とその レコー ドの宣言、 ロジ ックテーブルの規 則列{Ri}の 配列宣言、 ロジ ックテー ブル中

に用 いられ た条件式 に関連す る制御変数の宣言 な どか らな る。

主ルーチ ンは、各 ファイルの オープ ンと初期読 み込みの後 、階層構造図上 の最上位 のモジュ

ールを呼び出 し、最後 に各 フ ァイルの クローズ を行 な う手続 きであ る。

ロジ ックテー ブル を実行 するループは、図2.1-5の 右側 に示 したよ うな構造 をもち、各

ブロックには条件式や処理文に対応す るCOBOL命 令 が埋 め込 まれ る。例 えば、例題の照合

モジュール に対 しては、初期処理部でMC式(SC式 の説 明は省 く)の 暗黙 の初期処理 として

入出庫 ファイル と削除 ファイルの現在 レコー ドのキーK1の 小 さい方 を照合 キー(照 合一－MC-KOI)
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にセ ッ トし、条件評価部で照合 キー と両 レコ ー ドのキーK1を 比較 してMC式 の値 を計算 し、 こ

の値 をもつ規 則Riを 規則選択部で求め、処理実行部で規則Riに 実行指示記号xが あ る時に各処

理 文に対応 す る処理 を行 うCOBOL命 令 を実行 する。特 にDO-AGAIN文 に対 しては、単 なる繰

り返 しの先 頭へのGOTO命 令 だけでな く、その前 にMC式 の暗黙 の後処理 として、直前 に実行

され た繰 り返 し処理 において各 フ ァイルFか らMC(F;K)ニYな らば1レ コー ドを読 み込 む命令 も生

成す る。

このよ うに条件式は、プ ログ ラム生成時 に(3)の2)で 述べ た暗黙 の初期 処理 や前 処理 や

DO-AGAIN文 に伴 う後処理 な どのコ ンピュータ処理固有 の制御 ロジ ックを伴 った関数に変換 され

る。 したが って、利用者 はモジュール の機能 を、その制御 ロジックの詳細 に立ち入 ることな く

簡潔 に記述で きる。

2.1.2SPACEの 効果

SPACEで は、業務 の諸特性 を適切 に表現す る図 ・表形式 の設計画面 に、処理 ロジックを

抽象的 に表現 で きる条件式な どの設計パ ター ンを記入する とい う方式で プログラム仕様 を作成

する ことで 、プログラム仕様 の視覚化 と抽象化 を両立す ることがで きた。

これに よって、①従来の手書 きの設計書作成 に比べ、詳細設計作業 の信頼性 と生産性 を大幅

に向上 で きる、② プログラ ミング作業 を自動化 し、開発期間 を大幅 に短縮 で きる、③設計書の

みを保守すればよいので保守作業を大幅に軽減で き、また資源管理 も容易になる、などの効果

を期待 で きる。

い くつかのプ ログラムに適用 した結 果、各工程 の効率化率 は、それぞれ詳細設計 が約40%

減 、 コーデ ィング/単 体 テス トが100%減 、総合 テス トが約40%減 であ った。 この効率化

率 をB.W.Boehmに よる新規 プ ログラム開発 における工程別 プログラム開発費配分表 に適用す る

と、図2.1-6に 示す ように、新規 プログラムの総開発 コス トの約60%を 削減 で きること

が期 待で きる。 また生成 されたプログラムは手作 りプログラムに比べて、CPU時 間は1～2

倍程度 か かるものの、実行 時間で は全 く同 じとい う結果 を得 ている。

このよ うに、SPACEを 用いる ことによって、大幅 に開発期間 を短縮で きる。同時 にプロ

グラムや ドキ ュメ ン トの信頼性 や品質 も向上 し、保守効率 も向上で きる。
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現 状 概要設計

(16) 言学識田言隻言十

(26)

コーデ ィング/単 体 テ ス ト

(42)

総 合テ ス ト

(16)

SPACE1(16・'・15・1言 ・ 「"

ただ し,()内 の数字は工数割合 を示 す.現 状の割合 はB.W.Boehmに よる小 さなプログラム(2KDSI)の 組織

だった開発形態 における工 数比率に よる.な お,要 求分析は,サ ンプルデー タにばらっ きが 多 く,除 かれて いる.

図2.1-6SPACEに よって総開発 コス トの60%を 削減で きる

2.1.3SPACEの 適用上の注意 と今後の計画

SPACEは 、現在サ ンマ イクロ社 のSUNウ ィン ドゥ版 とΣ ウィン ドゥ版(仕 様 コンパ イ

ラと言 う)の2種 類が存在 する。特 に仕様 コンパ イラでは、デー タ項 目名や ファイル 名な ど

の 日本語記述が可能 にな り(実 際、図2.1-4は 仕様 コ ンパ イラの設計画面であ る)一 段 と

仕様 の理解性が向上 する。

今後は、

①Xウ ィン ドゥ版 を開発 し多種類 のワー クステー ション上 で稼働 するよ うにする、

② オ ンライン/DB処 理 に関す る条件 式 を追加 する、

③意味的に等価な範 囲内で最 も高速な プログラムを生成 する最適化機能 の追加する、

④ 上流工程のCASEと 連係 を とる、

⑤SPACEで のモジ ュール設計 を自動化す るシステム を開発 す る

な どを予定 している。
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2.2SEWB

2.2.1SEWB概 要

ソ フ トウエ ア開 発 の生 産性 向上,信 頼 性 向上 を 目的 と して 各 種 の 図形 を利 用 した設 計 技 法

が 開発 され 、定 着 化 して き た。SEWBは ワー ク ステ ー シ ョン に よ る ソフ トウ ェア の分 散 開

発 環 境 で、 システ ム 開発 ラ イ フサ イ クル の一 連 の工 程 に対 して 図形 を用 い た ビ ジュ ア ル な 開

発 を実現 して いる。

SEWBで は、対 話 管 理,ラ イ ブ ラ リ管理 を統 括 したCASEプ ラ ッ トフォ ーム で あ る

「SEWB基 本部 」 を核 と し、 ツ ール 間 のデ ー タ授 受,操 作 の統 一 を実 現 した。

(1)SEWBの 開 発 方針

日立製 作 所 で は ホス トコ ンピ ュ ー タの 会話 処 理 で稼 働 す るEAGLE2

(EffectiveApproachtoAchievingHigh

LevelSoftwareProductivity2)を 既 に 開発 し ソフ トウ ェ

ア 開 発 の効 率 をあ げて き た。

近 年、 高 性 能多 機 能 ワー クステ ー シ ョ ンが普 及 し、 ワ ー クス テ ー シ ョン を利 用 した開 発 へ

の期 待 が高 ま って い る。 日立 で は ワ ー クス テ ー シ ョ ン2050(OSはUNIX)を 利 用 し

た ソフ トウ ェア分 散 開発 環 境 と してSEWB(SoftwareEngineering

Workbench)を 開発 した。

SEWB開 発 の基 本 方 針 は、 コ ン ピ ュー タ処 理 に都 合 の よ い従来 の コ ン ピュ ー タ寄 りの マ

ンマ シ ンイ ン タ フェ ース で は な く、 利 用 す る人 の 立場 に立 ち、 人 間 の思 考 を助 け る ため の オ

ブ ジ ェ ク ト指 向マ ンマ シ ンイ ン タフ ェ ース を確 立 す る こ とで あ る。

① 統 合 ソ フ トウ ェア 開発 環 境 の実 現

個 別 に開 発 したツ ー ル の寄 せ 集 め で は な く、 統 合 化 した ソフ トウ ェ アの 開発 環 境 を実現 す

る。SEWBで は支 援 ツ ー ル の統 合 化 方式 と して集 中制 御 型 統 合 方式 を採 用 して い る(図

2.2-1)。 従 来 のツ ール ボ ックス 型 統 合 方式 で は フ ァイル 間 で デ ー タの 受 け渡 しを す る だ

け の粗 結合 であ る た め、 操 作 の不 統 一 や 共通 的 な機 能 に差 が 出 た。 「SEWB基 本 部 」 を核

とす る集 中制 御 型 統合 方 式 は、 対話 管 理 や デ ー タ管 理 をツ ー ル か ら分 離 した密 結 合 で あ る。

これ に よ リ、 ユ ーザ イ ン タ フ ェー ス の統 一,仕 様 と プ ロ グラ ム の ソ フ トウェ ア情 報 の 一 元

管 理,支 援 ツ ー ル 間の 重複 機 能 の統 一 を可能 に して い る。
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従

来

方

式

新

方

式

ツ ー ル ボ ッ ク ス 型 統 合 方 式

集 中制 御 型統 合 方 式

藷

豊

〒

審
理

← → 支援ツールAト →

← → 支援ツールBト →
く 〉

← → 支援ツールcト →

○
　∈ ≧

設計仕様
プ ログラム
情報

)∠ζ Σ SEWB基 本

図2.2-1統 合 ソ フ トウ ェア開 発環 境

② ユ ー ザ イ ン タフ ェ ー ス の統 －

SEWB上 に搭載 さ れ て い る各 種 の ツ ール の ユ ーザ イ ン タフ ェ ース は統 一 的 に定 め られ

て お り、 これ に よ りツ ー ル毎 に操 作 法 が ま ち まち で操 作法 を習得 す るの が 大 変 とい っ た従

来 の 問題 を解 決 した 。

図2.2-2はSEWB画 面 レイ ア ウ トの標 準 規格 であ る。 コマ ン ドの 入 力 領 域,ガ イ ダ

ンス領 域 、 シン ボル の 表 示 領域 の位 置 、 サ イ ズ等 が各 ツ ール 間 で統 一 され て い る。SEW

Bの コ マ ン ドは、 ポ ッ プ ア ップ メ ニ ュ ー上 で選 択 す る方 式 をと って い る。 この コマ ン ドは

ツ ー ル 間 で 統 一 され て お リ、 メニ ュ ー に表示 され るコマ ン ドの 内 容 は、 操 作 状 態 に よ リ必

要 な もの が 動 的 に表 示 さ れ る。

SEWBで は仕 様 書/プ ロ グラ ム をシ ー トと呼び、 関 連 した シー トを集 め て グル ー プ と

して 管 理 して いる 。 シ ン ボ ル メニ ュ ー のEヨ は グル ー プ,口 は シ ー トを表 して い る。
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加 一ズ 領域 拡 張操 作メニュー グ ループ 名 ガ イダンス領 域

＼
又 はシート名

デル朴リ名

/

幽 方向‥ ‥ 拡大1劇1‥IF玉 一1・
＼

入

、lSoftwareEnguneeringWorkbench＼ ▼1ワ

!

く⇒ ,一 『囲 回
△

共 通
データ

△

引数
デ ータ

△

内 β ルーチン
デ タ 配 置 図

△

COBOL

ソース

力領域

1▼＼シンポ 噸 域挿入
ツール毎

シンボ ル

異 な る

コマンド メニュ・

;削除1
複 写1
中止
生成

■

開 く1
閉 じる1

目 ⇔巨)】≧rk
人 ノ

鷺イ、ドウ 1ウイ、ドウ操作品

注)グ ループ:シ ー トを分類するための入れ物。 シー ト及び他のグループの情報 を格納 している。

シー ト:ソ フ トウェア情報を構成するファイルの集合でSEWBに おける最小単位。

図2.2-2SEWBの ユ ーザ イ ン タ フ ェー ス

③ 図 形 を用 いた シ ステ ム 設 計/プ ロ グ ラム 開発 の一 貫 支 援

SEWBで は 「標準 的 な図 形記 法 」 を用 いて、 業 務 処 理 設 計,プ ログ ラム 設 計,テ

ス トまで を一貫 して 支援 して い る。

これ らの 図形 は 「構造 化 分 析 技法 」,「構 造化 プ ロ グ ラ ミ ン グ技 法 」 等 に基 づ き、 国 際

的 に も広 く普 及 して いる標 準 記 法 で あ る。 例 と して、 デ ー タ フ ロー 図 に相 当す る業 務

処理 仕 様 図SDF(StructuredDataFlowDia9「am),

プ ログ ラム フ ロー図,PAD(ProblemAnalysisDiagram)

な どの図 式 が あ る。

SDFはDeMarcoのSAに 基 づ い て い る。 またPADは プ ロ グ ラム の構 造 を

木 構造 チ ャ ー トで表 現 す る記 法 で あ る。 これ らの 技 法 を コ ンピ ュ ー タで 手軽 に扱 え る

よ うに し、 従 来、 一 般 的 に 「読 めな い」 「わ か りず らい 」 といわ れ た仕 様 書 の 標 準化 を

図 る こ とがで き た。
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(2)SEWBの 種 類

SEWBで は ソ フ トウ ェア 開発 の ラ イ フサ イ クル と対 応 させ 、 図2.2-3に 示 す4種 類

のSEWBが あ り、 現 在、 システ ム設 計 者 用SEWBと プ ロ グ ラマ 用SEWBを 製 品 化 し

て いる。

システム設計者用

SEWB

・業務設計支援

・システムフロー

設計支援

・設計仕様定義

(画面ラ助;
、)

分析者用SEWB

・ニーズ分析支援

・業務分析支援

・データ分析支援

管理者用SEWB

・プロジェクト管理

・システム管理

プログラマ用SEWB

'プ ログラム設計

・コーディング

・テス ト

図2.2-3EWBの 種 類

① 分析者用SEWB

業務モデルの作成 と分析,デ ータ分析 による正規化作業 とデータ項 目の標準化,デ ータ

デ ィクショナ リへの登録 を支援する。

② 設計者用SEWB

システム設計 における業 務処理仕様の作成,画 面や帳票 などの仕様決定,オ ンラインプ

ロ トタイプによる業務運用方式 の設定等の作業 を支援 する。

③ プログラマ用SEWB

ソースまたはPADの 様 な木構造チャー トによるプログラム作成 と単体テス トを支援す

る。
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④ 管理者用SEWB

工程管理や品質管理な どプロジェク ト管理者の作業 を支援 する。

(3)SEWBの 適 用 範 囲

日立 で は 、 ユ ーザ ニ ーズ の把 握 か ら業 務 シス テ ムの 開発 ・保 守 ま で の一 貫 した作 業 を標

準 化 し、HIPACEと して体 系 化 して い る。

(HIPACE=HltachiPhasedApprochfor

HighProductiveComputerSystem's

Engineering)

HIPACEの 工 程(フ ェ ー ズ と 呼ぶ)で は、SEWBは システ ム 計 画 フ ェー ズか らプ

ロ グ ラム作 成 フ ェー ズ まで の範 囲 をサ ポ ー トして い る。 図2.2-4にSEWBの 適 用 範 囲

を示 す。

ホ ス トコ ン ピュ ー タ用 業 務 シス テ ム の 開発 で は、

・設 計 者 用SEWB

・プ ロ グ ラマ 用SEWB(COBOL ,PL/1,FORTRAN)

ワ ー クステ ー シ ョン及 び マ イ コ ン用 ソ フ トウェ ア開発 で は

・プ ロ グラマ 用SEWB(C)

が利 用 で き る。
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HIPACE

開発フェーズ

適 用業 務

システム
分析

システム
計画

システム
設計

プログラム

設計

プログラム

作成
テ ス ト 適用評価

/＼
・現状分析

・ニーズ分析

＼/

/＼
・システム

開発計画
・費用と効果

の算定
＼ ノ

/＼

喋 務仕様の

設定
・DC/DB

などの設計
＼ ノ

/＼づ
ログラム

構造設計

＼/

/＼
・ソースプロ

グラム作成

弾 体テスト

実行
＼ ノ

/＼
・組合せ

総合テスト
の実行

＼/

/＼

業 務システ
ムの運用

遭 算室運用

＼ ノ

ホストコンピュータ用

ソ フ ト 開 発

SEWB-A 〉
修

修

難 SEWB-M

一

L

獺覧
↓

多難
ワークステ ーション用

ソ フ ト 開 発 撚
マ イ コ ン 用

ソ フ ト開発 難
1

吻:製 品 の対 象 範 囲

SEWB-A:分 析 者用SEWB

SEWB-D:シ ス テ ム設 計者 用SEWB

SEWB-P:プ ロ グラマ 用SEWB

SEWB-Ml管 理者 用SEWB

()内:プ ロ グラ ミン グ言 語

図2.2-4SEWBの 適 用範 囲
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2.2.2SEWBを 利 用 した ソ フ トウェ ア開 発

SEWBを 利 用 した開発 の流 れ と支 援 ツ ー ル の 関連 を図2.2-5に 示 す。

設 計者 用SEWBで 定義 され た 各 種 の 設 計情 報 は、 ホ ス トコ ン ピュ ー タの 開発 支 援EA

GLEで 管 理 され、 そ れ ら を基 に プ ロ グ ラム の 自動 生成 を行 って い る 。
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業務設計支援

ファイル/ン=一 ド定義

システムフロー設計支援

画面遷移シミュレーション

画面 ・帳票定義

・ビジュ アル 化設計技法

・構造化分析 技法

・プロ トタイ ピン グ技法

プログラム設計
●プログラ ム設計

プログラムA又 は
画面cを 処理 する
プログラ ムのPAD図

'
/

ノ,

、

ノ,、 、

センクションaの デシジ
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条件
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…

ノ

●プログラム編集

ソ ー ス

●単体 テス ト

テス ト状況のPAD表 示

→

rlF、

A=1THEN

PERFORN

乙 、
'〃 〔1181`

陽
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一ノ "IH[ノ

テス トカパ レージ情報

COメ ジN-=100%

C1メ ジャー=96%

PADテ ス タ PA⊃ →ソースフログラ1

自 動 生 成

デシジョンチーフ'レ→ζC3C三 白期生房

ソース
エ ディ タ

COBOL

PADテ ス タ

COBOL

ソース実行テスタ

・ビジ ュアル化 プログラム ・テス ト技 法

・構造化 プログラ ミン グ ・テス ト技法

図2.2-5SEWBを 利 用 した ソ フ トウ ェ ア開 発
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(1)設 計 者 用SEWB

① 業 務 設 計 支 援

シス テ ム 設 計 技 法 の ひ とっ に業 務 処 理仕 様 図SDFが あ る。SDFと は構 造 化分 析 に基

づ き、 デ ー タの 流 れ に着 目 して業 務 処 理仕 様 を記 述す る 技法 であ り、 次 の様 な 特長 が あ る。

・ 「もの 」(デ ー タ ,フ ァイ ル)と 「処 理 」 に区分 した モデ ル 表 現

・ トップ ダ ウ ンに よ る階 層毎 の分 析

SDFを 利 用 して シ ステ ム分 析 ・設 計 を行 う効果 と して は、

・エ ン ドユ ーザ ,シ ステ ム エ ン ジニ ア 向 の コ ミュニ ケ ー シ ョンの 向上

・シス テ ム 分析 品質 の 向上(業 務 機 能 の レビュ ー と設 計不 良 の 早期 発 見 に よる)

があ げ られ る。

SEWBで はSDFの 作成 ・編 集 を支 援 し、 アイ コン ・マ ウ ス を利 用 し簡 単 に描 画 で き る。

SDFの 編 集 例 を図2.2-6に 示 す 。

文 方向 拡大 縮小 面印刷

1受注処理

⇔ 口 口 ロ[[ヒ ゴ
r・・…1

L－ 白」

→

「・一'・1

L_..」

○

噛

業務ID業 務名 識別子 機能名 処理サイクル
AOO1商 品管理1受 注処理D

川 得意先台帳'
在庫情報

'

注文書
〉

、

売掛残情報1

'、注文受付 一

注文書

"…計
出庫情報 ↑信用

チ ェック
在庫

チ ェ ック
タ 1>

目⇔ コ)1ヒr」

図面上 のシンボ ル を選 び、ポ ヅブア ッフコマ ン ド(挿 入,記 憶,置 換 など)を 選ぶ だけで簡単 に編集で きる。

注:

図2・2-6SDFの 編馴e
継 体

口 処理

[[デ ー媚 積

三=± データの流れ
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② システム フロー設計支援

バ ッチ処理設計 を支援する図式 にプログラム処理 フローを示すシステムフローがあ る。

システムフローは対象業務のプログラム間の関連,プ ログラム とファイル との関連 と処理

手順 を表 したものである。SEWBで はSDFで 記述 される最下位 の レベルの機械化対象

の処理が、 システム フローに展開され る。

SDFで 記述 された業務処理の内容 を解析 し、 あ らか じめ登録 してあるシステム フロー

部品 を用 いて システム フローを自動生成 している。

③ 画面帳票定義

オ ンラインシステムの端末用画面,帳 票 レイアウ トを対話形式で定義する。定義 され た

画面や帳票 はテス ト表示 ができ、エ ン ドユーザ と仕様確認 を行 うことがで きる。

レイア ウ トはまずラフスケ ッチ を行 い、その結果 から各フィール ドの詳細情報 を入力 し、

エン ドユーザ の要求に応 じて編集 する。

④ 画面 シミュ レータ

画面 ・帳票定義 で作成 した画面 ・帳票 をユーザの設定 した遷移 図に従 って遷移 させ、オ

ンラインシステムの実際の動 きをワー クステ ーションでシミュ レー トす ることができる。

画面遷移図 をエディタで作成 した後、各画面間 の遷移条件 を記述 する。遷移条件 は、簡

単 な記法 を用 い、PFキ ー操作やデ ータ入力条件等 を定義 する。

⑤ フ ァイル/レ コー ド定 義

フ ァイ ル属 性 や レコー ド仕 様 を定 義 す る。

作 成 した レコ ー ド定 義 は、 ホ ス トコン ピ ュー タに転 送 しCOBOLプ ロ グラ ム で再 利 用

で き る。
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(2)プ ロ グ ラマ 用SEWB

①PADエ デ ィ タ

PADは 構 造 化 プ ロ グ ラム技 法 に最 適 な 図式 で あ リ、SEWBで は連接,選 択,反

復 の三 つ の基 本 ボ ッ ク ス を含 め、 プ ロ グラ ミン グに必 要 な10種 の ボ ッ クス を提 供 し

て い る 。

また 、 日本 語PADエ デ ィ タ(図2.2-7)で は、 構 文 を使 った入 力 方式 を支援 し

て い る。 構 文 は ユ ーザ が定 義 す る こ とがで き、PAD編 集 時 に画 面 に一 覧表 を表示 す

る。 ユ ー ザ は、 使 用 した い構 文 を選 択 し、 構 文 申の仮 記 号 に対 して数 値,文 字 を代入

し、PADを 完成 す る 。

日本 語PADか らプ ロ グラ ム変 更 を行 う と 自動 的 に 、構 文 に従 ってCOBOLソ ー

ス プ ロ グ ラム が 生成 され る 。

図+文 拡大 縮小 面印

転写 する文字,を'ん で 下さい。

GOUKEI← 合計(*)

回 田 口[豆 田 國 回 頸 回E>口 回
MT-FILEフ ァイル を読

み レコー ドの終 わ りな ら
MT-EOFへ 行 く

↓

写

入1

→ ← 《 》

567823014

〈 〉,*/十

@→21

1←@+

3@1←@2-@3

@1←@2*@34

@1←@2/@35

@1←@合 。(@2*@3
←

9

◆

→

図2.2-7日 本語PADの 編集 例
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②PADテ ス タ

PADに よるテ ス トを支援 す る も ので 実行 したボ ッ クス の色 を変 え た り、 変数 の 内容 を

実 行 に合 わ せ て表 示 して 、テ ス ト状 況 を確 認 で き る。

ボ ック ス毎 の実 行 ・数 の表 示 や テ ス トカ バ レー ジ情 報 の表 示 な ど豊 富 な機 能 を持 つ 。

PADテ ス タはCOBOLとC言 語 用 を製 品化 して い る。

その 他 の プ ロ グラマ 用SEWBの ツ ール ー 覧 を表2.2-1に 示 す。

表2.2-1プ ロ グ ラマ 用SEWB

日 本 語 名 略 名 機 能 概 要

PAD<一>COBOL

自動生成
SEWB/CBL

PADか らホス ト用COBOLソ ース を

自動生成。 ソースか らPADを 自動生成。

デ シジョンテ ーブル
COBOL自 動 生成

SEWB/DTCBL デ シジョンテーブルの作成,COBOL

ソースの 自動生成。

COBOLソ ース→

実行テス タ
SEWB/CUPS

ホス ト用COBOLソ ース を解釈 し実行。

ソース上 に実行状況表示 。

PAD<≒ →

FORTRAN自 動生成
SEWB/FOR

PADか らホス ト用のFORTRAN

ソースを自動生成。 ソースか らPADを

自動 生成。
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2.2.3SEWBの 効 果

シス テ ム開 発 ラ イ フサ イ クル での システ ム 開発 効 率(シ ス テ ム 設 計 か らテ ス トまで)は 、

支 援 ツ ール の 適 用 率,部 品 の登 録 数 と再 利 用率,プ ロジ ェ ク ト体 制(管 理 方 式や 要 員 の 質)

に影響 を受 け る。 従来 に比 べ2倍 か ら3倍 以上 も生産 性 が 上 が った プ ロ ジ ェ ク トが あ る反

面 、期 待 通 りの効 果 が 出 な か っ た例 もある 。社 内複 数 プ ロ ジ ェ ク トの実 績 で は、 設 計 者 用

SEWBの 実 績 で は30～50%の 効 果 が上 が って い る。

生産 性 向上 の 理 由 と して次 の 事 が あ げ られ る。

・ホ ス トの 開発 支援 ツ ール に比 べ、 環 境作 りが容 易。

・操 作 生 が 良 い 。新 人 で も短 期 間 で習 得 で きる 。

・応 答 が 早 い 。 モデ ルケ ース では ホ ス トコ ン ピュ ー タの 会 話 処理 に比 べ て、1/3～

1/60の 応 答 時 間 が短 縮 した 。

2.2.4今 後 の ソ フ トウ ェア 生産 技 術

業 務 シス テ ム に お け る ソ フ トウ ェアの 規模 は今 後 も増 大 す る と予 測 され る。 ソ フ トウ ェ

ア の生 産 性 と品質 を 向上 す るた め、 今 後 もCASEの 機 能拡 充 を図 る必要 が あ る。特 に ソ

フ トウ ェア 開発 サ イ クル の 全 工 程 を支 援 す る1-CASE(Integrated-CA

SE)が 重要 に な る。

1-CASEを 実現す るには、次 のような技術 開発が必要 になるであろう。

・オープンアーキテ クチャ を実現 したCASEプ ラ ッ トフォーム

・リポジ トリによる情報 資源の統合管理

・戦略情報 システム計画 ・立案の支援 を含む上流工程支援 の充実

・地域分散開発に対 応 した開発 ネッ トワーク

・チームに よる共 同開発 を支援するグループウェア技術

・AIを 応 用 した設 計支援

・開発済 ソフ トウェア を再活用するための リエ ンジニア リング技術

・プログラム開発作業 を大幅 に削減するプログラム 自動化技術
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2.3NATURAL上 での統合型CASE

ソフ トウェア ・エージーは、COBOL等 をベ ースとした第3世 代のアプ リケーシ ョン開発

に対 して、第4世 代開発ツールNATURALを 中心 とした第4世 代テ クノロジを提唱 して き

た。NATURALは 、次 のよ うな概 念 に基づ いて お り、その基本 はCASEの 考え方 と一致

している。

・高度会話型開発環境の提供

会話型画面/レ ポー ト定義

会話型プ ログラ ミング

会話型テス ト

・プロ トタイピング ・アプ ローチの採 用

・デ ィクシ ョナ リとの統合

ディクショナ リ主導型 システ ム開発

自動 ドキュメンテー ション

・ハ ー ドウェア、OS、TPな ど環境か らの独立

環境 に依存 しない共通 のアプ リケー ション開発

CASEが 目指す ところの 「開発環境 の支援 ・自動化 」 「高い生産性 」 「ユ ーザ満足度の高

い システム構築」の ためには、バ ッチ処理 しか なか った時代の産物であ るCOBOLを ベ ース

に したCASEツ ールでは不十分であ り、上記 のような基本概念に基づいた言語 および開発 ツ

ールがまずベ ースとして必要であ る。

このNATURALを 中心 と して、要求分析 ・設計段階を中心 と して開発過程全般を支援す

るCASEと して、PREDICTCASE、 下流CASEと して アプ リケー シ ョン ・ジェ

ネ レータNATURALCONSTRUCTを 提供す る。CASEツ ールを支えるCAS

Eリ ポ ジ トリとしてオブジェク ト指向E-Rデ ータベースを使用す る。 当社で はCASEリ ポ

ジ トリを開発データベース(DDB)と 称 し、 リレー ショナル型DBMSを 拡張 したE/Rモ

デルDBMSADABASENTIREが その維持管理を行 う。

これ らプ ロダ ク トに加え、プ ログラム作成 および本番環境を支援 す る統合 デ ィクショナ リP

REDICTと 共 に、統合型CASE(1-CASE)環 境を提供す る(図2.3-1)。

以降に各 プロダ ク トの概要を記述す る。
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要求定義 設 計 開 発 テ ス ト 本 番

要求 分 析 ・設 計 ツー ル

PREDICTCASE

総合デ ィクショナ リ

PREDICT

アプリケーション●ジェネータ

NATURALCONSTRUCT

第4世 代開発 ツール

NATURAL

オ ブジェク ト指向E-Rモ デルDBMS

ADABASENTIRE

リレー シ ョナル型DBMS

ADABAS

開 発 デ ー タ ベ ー ス

(セントラル・リポジトリ)

PREDICTデ ィクショナリ

図2.3-1CASEと その関連 プロダ ク ト

2.3.1NATURAL

当社CASEツ ールのベ ースであるNATURALに つ いて簡単 に説明す る。

NATURALは これ まで 「第四世代言語」 と して紹介 されてきた。 このため、単な るプ ロ

グラ ミング言 語の一つであ ると解釈 されがちであるが、実際はアプ リケー ション開発 に必要 な
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ツールが一つの統合化 された システ ム として まとめ られた 「第四世代 アプ リケー ション開発 シ

ステ ム」 と位置付け られ る。

デ ー タ ・デ ィ ク シ ョナ リとの 統 合 画面作成機能 エ ン ドユ ーザ機能

ADABAS,DB2イ ンタフェース

VSAM,SAMイ ンタフェース

パ ソコンとの結合

グラフ出力

会話 コンパ ライラ

DCイ ン タフ ェース

オ ン ライ ン ・ス プ ール

エ デ ィタ レポー ト作成

プログラ ミング言語 ライブラ リ管理

図2.3-2統 合化 システ ムーNATURAL

NATURALは 、 ア ドホ ックな問 い合せか ら高度 なアプ リケー ション ・システ ム開発まで

広範な分野 をカバ ーす る。図2.3-2に 示 すよ うに、エデ ィタ、プログラ ミング言語、画面作

成、 コンパイラ、デ ータベース ・イ ンタフェース、DCイ ンタフェース等 アプ リケーシ ョン開

発 に必要な機能をすべて含んでいる。対 象ユーザ もエ ン ドユーザか らシステ ム部門のSE、 プ

ログラマまで様 々な知識 レベルにまたが る。各部 門の人が各業務 に、NATURALと い う共

通の手段を使 うことによ り、プ ロ トタイプの作成 か ら本番への移行 まで一つの ツールで統一 的

に行え る。

このため、従来の ようにバ ラバ ラに提供 され る様 々なツールを使用す るため に生 じる負荷 は
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大 幅に削減 され る。っ ま り、統一性 や互換性のないツールをいか に使 うか に煩わされ ることな

く、アプ リケー ション開発その ものに専念で きる。

従来の方式で は、プ ログラムの リンクエディッ トや画面定義 などバ ッチ方式で行わ なけれ ば

な らず、アプ リケーシ ョン開発の途中 に必ず 「待 ち」があ り、思考が 中断 されて しま う。 この

よ うな状況で は、開発の各段 階でエ ン ドユーザが介入す ることも困難で あ った。

NATURALを 使用すればすべて作業を会話型で継続 して行 え、直 ちに結果を 目で見て確

認で きる。ユーザが各段階で参画で き生産性 も上が る。

さらに、NATURALプ ログラムで は動作環境 を全 く意識す る必要 はない。 したが って、

例えばTSS下 で プロ トタイプの作成、試行、変更を繰 り返 し、本番 は各種 オ ンライ ン環境(C

OM-PLETE、IMS/DC、CICS、AIM/DC、ADM/DC、TMS、DCCM等)下 で何の変更手続 き もな しに運用

す ることが可能である。 この 「可能性 」とい う点 も大 きな特長であ る。

また、デ ィクシ ョナ リと深 く結びつ いてお り、 データ項 目定義や チェ ック ・ルールな どはデ

ィクシ ョナ リか ら自動的 にプログラムに取 り込 まれ る。プ ログラムと使用 ファイル/デ ー タ項

目、画面 マ ップ、サブルーチ ン等の クロス リファレンス情報 もデ ィク ショナ リに自動 ドキ ュメ

ン トされる。

2.3.2要 求分析 ・設計 ツール

(1)PREDICTCASEと は

PREDICTCASEは 業種を問わず広範 囲のアプ リケーシ ョン開発プ ロジェク トに適

用で きるCASEツ ールであ り、大勢の人が同時に開発す る大規模 なアプ リケーシ ョンに対応

す るため、内部 的に各登録情報のステ ータスを保持 し、一貫性を保 っている。

情報 システム部門だ けでな く担 当部門をアプ リケーシ ョン ・システムの開発 に参画 させるこ

とがで き、アプ リケー シ ョン開発過程 における担当者 と開発者 との考 え方 の相違か らくる リス

クを最小限にす る ことがで きる。

PREDICTCASEは 、ADABAS、ADABASENTIRE、NATURAL

およびPREDICTを ベースに作 られてい る。

PREDICTCASE自 身 もNATURALア プ リケー ションであ り、データはすべて

ADABASに 格納 され る。PREDICTCASEの データ構造 はエ ンテ ィテ ィ ・リレー

ションシップ ・モデル(E・Rモ デル)が ベースで あ り、ADABASENTIREを 使用 し
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て い る。

デ ー タに関 して は、PREDICTCASEの スキ ー マ ・ジ ェネ レー タ機 能 によ り、PR

EDICTCASEとPREDICTが 関 連 付 け られ る。 スキ ー マ ・ジ ェネ レー タ は、PR

EDICTCASEの ア プ リケー シ ョン ・デ ー タ ・モ デ ルか ら論 理 デ ー タベ ー ス ・シス テ ム

(ADABAS定 義)を 生 成 す る。

ア プ リケ ー シ ョン ・シ ステ ム に関 して は 、 開発 デ ー タがPREDICTCASEに 格 納 さ

れ 、本 番 デ ー タがPREDICTに 格 納 され る。

同様 な 関係 が 機能(フ ァン ク シ ョ ン)に つ い て も存 在 し、PREDICTCASEに 定 義

さ れ た機能 構 造 を用 いて アプ リケ ー シ ョ ン ・シス テ ムのNATURALオ ブ ジ ェ ク トが コ ンパ

イ ル され る。 したが って 、 マ ップ、 プ ロ グ ラ ム、 コ ピー コー ド、 ル ー ル はす べ て機 能(フ ァ ン

ク シ ョン)と して定 義 され る。

(2)PREDICTCASEの 考 え 方

① 開発 過 程

PREDICTCASEに お いて 開 発 過 程 と はア プ リケ ー シ ョン ・シス テ ムの ライ フサ イ

クル全 体 と把 え る。 す なわ ち、要 求 が 起 こって か ら、設 計 、 開 発 、 テ ス ト、運 用 、 お よ び保 守

に至 る、 システ ムが消 滅 す るま で を扱 う。

PREDICTCASEを 利 用 す る こ とに よ り、現 場 担 当 と シス テ ム 開発 者 が 開 発過 程 に

お いて共 通 の道 具 とな る た め、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンや理 解 の向 上 を計 る こ とが で き る。

担当者 PREDICTCASE 開発者

業務の知識

/＼

醐回
r、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

情報処理の知識

図2.3-3PREDICTCASEに よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 向 上
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② アプ リケーシ ョン ・システ ムの品質

アプ リケー ション ・システ ムの品質は、要求定義、設計(モ デル)、 プログラム自身および

ドキ ュメ ンテーシ ョンの品質に依存す る。設計(モ デル)や プログラムについては柔軟性 や使

い易 さ、効率、機能 の満足度 、保守 の し易 さ、可搬性など重要て ある。 ドキ ュメンテー ション

については、変更 し易 いこと、現実 を反映 していること(ア ップ ・ツー ・デー ト)、 あいまい

さが ない こと、などが重要 となる。

PREDICTCASEは 開発過程全般 の ドキ ュメ ン トの標準化を計 り、またPREDI

CTCASEに 登録 された情報間の過不足や矛盾を 自動 チェ ックす る。

(3)PREDICTCASEの 手法

PREDICTCASEは 、ISOTEC(IntegratedSoftwareTechnology)手 法 とN

ATURAL環 境 とを組み合わせて開発されてお り、プロジェク ト定義か らプログラム作成 ま

での統合化 された解決策 を提供す る。

手 法

ISOTEC

ツール

PREDICTCASE

ターゲ ッ トの環境

NATURAL

図2.3-4統 合され た解決策

ISOTECは 、西 独 の コ ンサ ル テ ー シ ョ ン会 社 、EDVStudioPloenzceの システ ム ・

デ ザ イ ン手 法 で あ り、 特 に開 発 の早 期 段 階 に有 効 が あ り、 情 報 シ ステ ム部 門 に もエ ン ドユ ーザ

部 門 に もわ か りやす い手 法 で あ る。
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当手法は ソフ トウェア開発過程全体を支援す る。

PREDICTCASEに よる手法 とツールの統合化によ り、高度 なユ ーザ ・フレン ドリ

性 と有効性を可能 とする。以下 のよ うな利点をあげることがで きる。

・品質保証の 自動化

・開発データと本番 データ間の一貫性

・用語の統一

①PREDICTCASEの 構成要素

PREDICTCASEは 、次の要素か ら成 っている。

・手 法:ラ イフサイ クルの考え方が適用 され る。

・ツール:中 央の開発データベ ース内の開発 デー タを保持 し、使用す る。

ライフサイ クル概念

手 法

ツー ル

UIIIlllllU‖II`111■lllll■lI■11■■IMIIL■llll1Slll`tSIMIMIIIIIIIIIIIIIIIItSlltllllll

l開 発データベースi
nlllllllllllllttllUltlll`11111111111tllll■ll`1■lltl田 川`■1111111111Mll`11111lllM

図2.3-5PREDICTCASEの 構 成 要 素

② 手 法(ISOTEC)

ア プ リケ ー シ ョン ・システ ム は、 デ ー タ、機 能 、 システ ム機 能 の モ デ リ ングを組 合 せて 、 以

下 の手 法 を用 いなが ら設 計 す る。

・情 報 構 造 分析(ISA:InformatinStructureAnalysis)

デ ー タ ・モ デル は 「情 報 構 造 」 と呼ぶ 。 情 報 構造 で は、 ビ ジネ スの 世 界 で の 関連 す る

対 象 、 そ の属 性 お よび 関係(リ レー シ ョン シ ップ)を 表現 す る。 情 報 構 造 は手 法 「情

報 構 造 分析 」の 結 果 で あ り、 当手 法 はP.チ ェ ンの エ ンテ ィテ ィ ・リレー シ ョ ンシ ッ

プ ・ア プ ロー チ に もとつ い て お り、 エ ンテ ィテ ィの 汎 化 や イ ンテ グ リテ ィ ・ル ール等
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の 拡 張機 能 も含 ん で い る。

・機 能 構造 分 析(FSA:FunctionStructureAnalysis)

機 能構 造 分 析 の 目的 は、 ビ ジネ ス機 能 モ デ ル を作成 す る こ とで あ る。FSAは 、 ビジ

ネ ス機 能 をサ ブ機 能 に分 け 、機 能 間 およ び外 部 との や り と りを明 確 化 す る。

・システ ム機 能 の 構 築 と仕様(SSF:StructuringandSpecificationofSystemFun-

ctions)

機 能構 造 分 析 で 決 定 した ビ ジネ ス機 能 をDPシ ステ ムが 支 援 す る方 法 を記 述 す る。

③ 開 発 デ ー タベ ー ス(CASEリ ポ ジ トリ)

PREDICTCASEは 中央 に あ る開発 デ ー タベ ー ス(DDB)に もとつ いて い る。 す

べ て の 開発 過程 の結 果 はPREDICTCASEに よ り 自動 的 に ドキ ュメ ン トされ 、 開 発 デ

ー タベ ー ス内 に オ ブ ジ ェ ク トと して格 納 され る
。

図2.3-6にPREDICTCASEメ タ構 造 、す な わ ちPREDICTCASEの 全

オ ブ ジ ェ ク ト ・タ イプ と関 連 を示 す 。

オ ブ ジ ェク ト ・タイ プ 間 の 関連 名 は次 の よ うに読 み 取 る。

・左 か ら右 へ

・2つ の オ ブ ジ ェ ク ト ・タイ プが 上 下 に あ る と きは、上 か ら下 へ

・輪 にな った再帰 関連 は右 ま わ りに

関 連 の タイ プ は矢 印 で示 して い る。

[〉 オ プ シ ョンの関連 ・ゼ ロま た は1。

[〉じ オ プ シ ョンの関連 ・ゼ ロま た は1以 上 。

レ 必 須 の関 連1オ ブ ジ ェ ク トが 必 ず 存 在 。

〉レ 必 須 の関 連 少 な くと も1オ ブ ジ ェ ク トは存 在 。
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図2.3-6 PREDICT CASEメ タ構 造 、 (DDB:CASEリ ポ ジ トリの構 造)
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④ ツール

PREDICTCASEは 開発結果 を保持 し、評価す るために、 さまざまなタイプの情 報

を格納 ・管理す るツールを各種提供 している。

オブジ ェク ト指 向の作業を可能 とす るためのPREDICTCASEワ ー クステー ション

機能 を提供 してお り、開発 データを図形で描 くことがで きる。

PREDICTCASEホ ス ト機能は、開発結果の維持管理 、検索、品質保証 を行 うユー

ザ フレン ドリなイ ンタフ ェースを提供す る。評価 レポー トの他、プ ログラム構築 、スキーマ生

成等 の機能 も提供す る。 これ らは、開発データベ ース内に格納 された開発 データか ら本番デ ー

タを作成す るもので ある。

(4)ソ フ トウェアの本番環境

PREDICTCASEは 、NATURALお よびPREDICTと 共 に統 合 された ソフ

トウェア本番環境 を実現 する。アプ リケーシ ョン ・システムの開発はすべて完全に当 ツールの

制御下で行われ る。

・PREDICTCASEは 開発 データと本番 データ間の一貫性 を保証す る。

・開発環境 におけ る機i能はすべてPREDICTCASEと 共に使用 され、ユ ーザはその

環境内で開発作業 を行 う。

lllltMtllll`II■1lllllllllillltlllMll`11川"LUIIIIIIIlSlllllllttlltl"1111UtllllTISIIIIIMIItllll‖1lllUIIIIlttlSlllll`1111111`11ttlit1■t`lMlllllllMlltlMlMlllSHItlM⑪`lSMtltlll幽111)lllltllllll`IIIItllMlllltl1lllUI{llt"ll1MMtlllllmmiIm

PREDICTCASE

ビジネス機能モデル

システ ム機能 モデル

ビ ジネ ス ・デ ー タ ・モ デ ル

プ ログラム

NATURAL

スキーマ

PREDICT

図2.3-7ソ フ トウ ェア の本 番 環 境
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① 開発デー タおよび本 番データ

機能モデルおよびデー タベース ・モデルは開発デー タベース内に格納 され る。 ビジネ ス ・モ

デルを支援す るシステム機能か らNATURALプ ログラムを作成す る。 システ ム機i能は ビジ

ネス ・データ ・モデルの一部、っま りアプ リケー ション ・データ ・モデルの データのみを扱 う。

NATURALプ ログラムはアプ リケー シ ョン ・データ ・モデルか ら生成 されPREDICT

に格納 されているデータベ ース ・スキ ーマをア クセスす る。

データベース ・スキーマおよび実行可能プ ログラムを本番データと呼ぶ。PREDICT

CASEか ら生成 された本番データと同様 に、開発デー タも互いの関連付 けが されPREDI

CTCASEが 制御す る。 アプ リケー ション ・システム内の変更 は開発 データの変 更 と本番

データの再生成 によ り行 う。本番データを直接変更す ることはで きず、直接変更 しよ うとす る

と品質保証機能 が 自動的にチ ェックを行 う。

②NATURAL環 境 における機能性

NATURALの 機能 はPREDICTCASEと 完全 に統合化 されてい る。

・システム機能を構成す るビジネ ス論理単位 の仕様 はすべて言語NATURALを 用 いて

表す。

・NATURALエ デ ィタを用いて画面 マップ、 レポー トおよびデータ ・エ リアの指定 を

行 う。

・PREDICTCASEオ ブ ジェク トの機能 は、プログラム ・コンポーザ により集め

られ る。

・プ ログラム組立て時に構文エラーがみっか ると、そのPREDICTCASEオ ブ ジ

ェク ト内にエ ラーの 旨が示 され る。で きあが ったプ ログラムはPREDICTCAS

Eか ら直接 テス トす ることがで きる。

(5)PREDICTCASEの 機能

PREDICTCASEの 機能 は以下のサ ブシステムに分かれて いる。

・デー タ入力および更新機能

オ ブジェク トを入力、変更、削 除および(一 部)コ ピーす る。

・選択機能

品質保証や レポー ト機能に受 け渡 す集合を作成す る。

・品質保証
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開 発 デ ー タベ ー ス 内の 矛 盾 や手 法 内 のル ー ル に対 す る違 反 を み つ け る。

PREDICTCASEの 主 要 な機 能 要 素 は次 の とお りで あ る。

・PREDICTCASEス キ ー マ ・ジ ェネ レー タ

PREDICTCASE内 に ドキ ュ メ ン トされ た ア プ リケー シ ョン ・デ ー タ ・モ デ

ル をPREDICTの フ ァイ ル/フ ィール ド記述 に変 更 す る。

・PREDICTCASEナ ビゲ ー タ

デ ー タ更 新 の た めの ナ ビゲ ー シ ョンを 行 うエ デ ィ タ。

・PREDICTCASEプ ロ グラ ム ・コ ンポー ザ

PREDICTCASEに 指 定 され た システ ム機 能 か ら実 行 可 能 な コ ー ドを生 成 す

る。

・PREDICTCASEド キ ュメ ンテ ー シ ョ ン ・ジ ェネ レー タ

レポ ー ト機 能 で あ り、 典型 的 な ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン ・モ デ ル を提 供 し、 簡単 に一 貫

性 の あ る ドキ ュメ ン トを作 成 で き る。

・PREDICTCASEワ ー クステ ー シ ョン

PREDICTCASE開 発 デ ー タベ ー ス内 に ドキ ュメ ン トされ た オ ブ ジ ェ ク ト間

の関 連 を視 覚 化 し、維 持 す る ため のPCツ ール。

デ ー タを ホ ス ト・コ ンピ ュー タか らダ ウ ンロー ドし、 図 内 に情 報 を 転 送 す る こ とが で

き る。PC上 で 図 を作 成 した り、 編 集 し、 ホス ト・コ ン ピ ュー タ に ア ップ ロー ドで き

る。

図2.3-8に ワ ー ク ステ ー シ ョ ンの 画 面例 を 示す 。
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2.3.3ア プ リケー ション ・ジェネ レータ

NATURALCONSTRUCTは 、NATURALを さらに拡張 したアプ リケー ショ

ン構築の ための ツールであ り、NATURALプ ロ グラムを 自動生成す る。

標準 の機能モデルを提供 してお り、パ ラメータを指定す ることによ り、 これ らを組合せてア

プ リケー ション ・プ ログラムを即座 に生成す ることがで きる。各種 のユーザ出口を提供 してい

る他、モデル 自身 もカマタマイズす る ことがで き、ユ ーザ特有の要求 にあわせたアプ リケーシ

ョンを構築で きる。

PREDICTデ ィクショナ リとも完全 に、統合化 されて お り、 ビュー定義、項 目毎のチ ェ

ック ・ルール等が 自動適用 され る。

NATURALCONSTRUCTの 利用 によ り、プログラムの共 通化 ・部品化を有効 に

すすめ ることがで き、生産性の向上 に加えて、標準化の推進 を実現で きる。

プラン 結果

要求定義 設 計 開 発 テ ス ト

]

ビュ ー ル ー ル

「 曹

司

「

モ デ ルNATURAL

「

コ ー ド

=
ll

【1

PREDICT , NATURAL

CONSTRUCT

一 一 プロ トタイプ

ー 最終アプリ

ケーション

■ .

PREDICTCASE

一
‥`i`H

畠 ●

雑 誌 アプリケーシ

モデル ヨンモデル

▲A

NATURAL ←

NATURAL

コ ー ド

|

図2.3-9NATURALCONSTRUCT
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2.3.4ま とめ

NATURALを 中心 とした ソフ トウ ェア ・エー ジのCASEプ ロダク ト群 は、 これまで述

べたよ うに、ハー ドウェア/ソ フ トウ ェア環境 に依存 しない統一 したアプ リケーシ ョン開発環

境 を提供 し、アプ リケー シ ョン開発過程全般 を支援す る統合型CASE(1-CASE)環 境

を実現する。

エ ン ドユ ーザ主導型のアプ リケーシ ョン開発が、今後ます ます重要視 され ると思われ るが、

情報 システム開発のスタ ッフとしてエ ン ドユーザが参画す るための道具 として、 これ らプ ロダ

ク トの果す役割は大 きい。
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2.4StP

2.4.lStpの 概 要

StP(SoftwarethroughPicturesTM)は 、 ソ フ トウ ェア の生産 性/信 頼 性 の 向上 を 目的

に開 発 され た統 合 型CASEツ ールで あ る。 そ の特 長 は 、構造 化 分 析(SA)/構 造 化 設 計(SD)の

各 種 方法 論 の サ ポ ー トは勿論 の こ と、 リアル タイ ムSAも 拡 張機 能 を 含 め サ ポ ー トされ て い る

こと にあ る。 ま た特 に、 開発 元 で あ るINTERACTIVEDEVELOPMENTENVIRONMENTINC.(IDE社)の

社 長 で あ るDrA.WASSERMANら の開 発 した プ ロ トタイ ピ ング用 ツール(USERSOFTWAREENGINEERI

NGMETHODOLOGY)も 付 け加 え られ て い る。 現 在 、稼 働 環 境 と して、 分散 開発 環 境 下(ネ ッ トワ

ー ク化 され た ワー クス テ ー シ ョン上で の マル チユ ー ザ 開発 環境)で の 効果 的 な利 用 を可 能 に し

て お り、大 規 模 なProjectTeamに よ る ソフ トウ ェア 開発 や複 雑 な リアル タイ ム シ ステ ム の開 発

に適 して い る。

Stpで は 、 オ ー プ ンア ーキテ クチ ャーの 思 想 を と り、従 来 の ツ ール(オ ブ ジ ェ ク トコー ド

提 供)に は な い幅 広 い カ ス タマ イズ性 を備 え て い る。例 え ば、他 社 の ツー ル との結 合 、Stp

自身 の環 境設 定 変 更 等 が 行 え る。

す で に 、 日本 で も、 数 種 のCASEツ ー ルが 販 売 され て い るが、 ほ とん どがStpも 含 めて

米 国 製 の もの で あ り、 上 流 工程 を サ ポー トす る(UpperCASE)ツ ー ルが 主 流 を 占め て い る。Upper

CASEの 場 合 、 当然SA/SDの 方 法論 をバ ック グ ラ ン ドに持 って い るた め 、 ツ ール サ イ ド

の理 解 度 の 早 さに比 べ 、 方 法論 の 修 得 度 の不 足 が あ げ られ てお り、 日本 に於 け るSA/SDの

方 法 論 の 普 及/促 進 の努 力 が 日本 に於 け るCASEツ ール の普 及速 度 を 左 右 す る と考 え られ る。

しか しな が ら、現 状 の ソフ トウ ェア開 発支 援 、 特 に上流 工 程 支援 に関 して は、 これ とい った

自動 化 され た ツー ルが な い現状 で は、CASEが そ の 期 待 を受 ける の も妥 当 な 選 択 で あ ろ う。

以 下 に、Stpの 具 体 的 な機能/特 長 を述 べ る。

(1)サ ポ ー トして い る方 法 論

① 構 造 化 分析 支援

a.DFE(DATAFLOWDIAGRAMEDITOR)/(DeMARCO/Yourdon,Gane/Sarson)

b.DSE(DATASTRUCTUREEDITOR)/(Jackson)

C.ERE(ENTITYRELATIONSHIPEDITOR)/(Chen)

② リアル タイ ム構 造 化 分 析 支援
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a.CSE(CONTROLSPECIFICATIONEDITOR)/(Hatley/Pirbhai)

b.STE(STATETRANSITIONEDITIR)/(Hatley/Pirbhai)

③ 構 造 化 設計 支援

a.SCE(STRUCTURECHARTEDITOR)/(Constantine/Yourdon)

④ プ ロ トタイ ピ ング支 援

a.TDE(TRANSITIONDIAGRAMEDITOR)/(Wasserman)

UserSoftwareEngineering

⑤ 汎 用 図形 エ デ ィタ ー(方 法 論 に依 存 しな い 、様 々な図 形生 成 用)

a.PCT(PicTure)/(Wassermanetc.)

② デ ー タデ ィ ク シ ョナ リ機 能

SA/SD方 法論 よ り作 られ た チ ャー トの 情 報 よ り 自動 的 にデ ー タ辞 書 を作 成 し、様 々 な分

析/チ ェ ッ クを 行 う。

(3)プ ロ ジ ェ ク ト デ ー タベ ー ス

デ ー タ辞 書 の構 築 を 含 め、 情報 の 一 元 管理 を行 う為 のIDE社 オ リジナ ルの"Trol1/USE"

とい うRDBMSが 組 み込 まれ てお り、Stpの 情 報 管 理 の中 核 的 な役 割 を持 って す る。

(4)そ の 他 マ ル チユ ーザ 、 ネ ッ トワー ク環 境 に対 応 した、 各種 ロ ック機 能 、バ ー ジ ョ ン管理 機

能 等 の 強 力 な ユ ーザ 支援 環 境 を サ ポ ー トして い る。

(5)オ ー プ ンアー キ テ クチ ャー(VisibleConnectionsTM)

ツール の イ ンター フ ェー ス、 フ ァイ ル形 式 、 デ ー タベ ー スの スキ ー マ等 を 公 開 して い る。 ま

た、PDL、P-spec、 ス キ ーマ等 の情 報 の ジ ェネ レー シ ョンを可 能 に して い る。 これ ら

に よ り、 ユ ーザ環 境 に合 せ た数 々の カス タマ イ ズが 可 能 に な って い る。

Stpの"動 き"を 一 部 紹 介 す る。 図2,4-1は 、StPの メイ ン メニ ューで あ る。 ア イ コ

ン化 され て い るの が 各技 法 を支援 して い るエ デ ィ タ群 で 、 メイ ンメニ ューか らマ ウ ス&ク リッ

クのオ ペ レー シ ョンで全 ての 操 作 を行 う事 が可 能 とな って い る。

図2.4-2は 、 支 援 して い る技法 の 一 つ のDataflowDiagramを 書 く為 の エ デ ィ ターDFEで

あ る。Stpで は、 統 一 され たユ ーザ フ レ ン ドリな ユ ー ザ イ ンター フ ェース を提 供 して い る。

例 え ば、 この 図 の ポ ップ ア ップ メニ ュー は他 の 各 エ デ ィタ ーで も共 通 の もの で あ り、 同 じオ ペ

レー シ ョ ンで 描画 を行 う事 が可 能 とな って い る。 また 、 プ ロセ スの詳 細 化 を 行 う時 に は 、 〔下

へ 〕 を ク リッ ク後 に プ ロ セ スを表 す 丸 を ク リッ クす るが 、 デ ー タ構 造 の定 義 で も同 じ様 に 〔下
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へ〕を ク リック し、データス トアやデー タフローのオ ブジェク トを ク リックする事 によ りデ ー

タ構i造を定義する為 のエ デ ィター(EREorDSE)が 起動 され るよ うになっている。

各エデ ィターで ダイヤグラムを描画 した後には、デ ータ辞書生成を行 う。Stpで は、ダイ

ヤ グラムを基 にデータ辞書を 自動生成す る。図2.4-3は 、 データ辞書生成を実行 した結果で

ある。BNF記 法 などを直接テキ ス ト編集する必要 は無 く、Stpが この様 な形式に 自動的 に

置 き換えて くれ る。 また、生成 した辞書か ら各エデ ィター毎 に特有なチ ェックを行 う機能を持

って いる。 これ によ り、信 頼性 の高い分析/設 計 作業が行え る。

Stpの 大 きな特徴 の1つ にオープ ンアーキテ クチ ャー思 想があ る。Stpで 定義 された情

報 は、データ辞書 と してD/B化 されて保持 され るが、そのD/Bの スキーマ情報の公開、並

びにD/Bへ のア クセス ・ライブラ リーの提供 を行 ってい る。

また、図2.4-1の メイ ンメニ ューは、ASCIITEXT形 式で定義されてお り、ユー

ザによ り自由に定義/変 更す ることが可能 にな って いる。例 えば、ユ ーザが独 自の言語 ジェネ

レー タを持 っていた場合、ユ ーザ ・カスタマイズ によ り、StpのD/Bに 蓄え られた分析/

設計情報か らジェネ レー タに必 要な情報を引き出 し、 ジェネ レータに起動 をか けると言 ったよ

うな定義を行 い、 メイ ンメニ ューか ら実行す ることも可能であ る。その他 に も図2.4-2の 様

なエディタの ポ ップア ップ メニ ューにユ ーザ定義 コマ ン ドを追加す ること も可能 にな ってい る。

その他、代表的なエデ ィタは図2.4-4～ 図2.4-9に 示す通 りである。

(6)Stp稼 働環境

・稼働 ワークステー シ ョン:日 本語版StP:SONYNEWS(NEWS・OS)

:SUN/3シ リーズ(SUN・OS4.0,JLE1.0以 上)

英語版StP:SUN/3シ リーズ、SUN/4シ リーズ(SPARC)

DEC/VAXStation

その他

・メイ ンメモ リー:8MB以 上

・デ ィス クエ リア:25MB以 上(ユ ーザエ リア)

ノ

・周 辺 機 器:ビ ッ トマ ップ デ ィスプ レイ

レー ザ ー ビー ムプ リンタ

等
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2.4.2Stpの 効果

CASEツ ールに関 しての効果につ いて は、Stpも 含め特 に 日本 に於 いてはまだ、CAS

Eツ ールが上陸 して きて間 もないこともあ り、具体的な効果に関するデータが あま りと られて

いないのが現状であ る。 この問題に関 しては昨年秋 に米国で開催 されたCASExpoFalr89に 参加

して資料や意見等を見聞 きしたが、米国に於 て もCASEの 現状調査 している団体等で も、C

ASEツ ールは急激に普及 して はいるが、その効果の具体的なデータが取 られてお らず取 る必

要性が協調 されていた。一般的 には効果が数倍か ら数十倍 とい う声が上が って いるが、それは、

従来の手法 との比較 なのか、 どの工程での ものなのか、実 際使 っている設計者の レベルは高い

のか低いのか等様 々な観点でのデータの取 りよ うによ って大 きく差が出て しま うのでなかなか

困難を要す る。

現在、当社では社 内でのStP利 用のデー タ等を取 り始 めよ うと努力 して いる。また、St

Pユ ーザの数 も増 えて きてお り、近 い将 来にユ ーザ グループの発足を計画 中であ る。で きれ ば

その機会 に使用効果 の事例等を収集 し、今後のCASEの 普及 に寄与で きるよう考 えてい る。

具体的な適用に関 して は、当社がある顧 客か ら受託 した作業で実際 に使用 した例での結果 につ

いて報告す る。

作業内容:制 御 システ ム

開発規模:約1万Step(C:言 語)

Stp適 用工程:シ ステ ム要求定義/設 計工 程

特 に、エ ン ドユーザ仕様の確定/レ ビュー作業

開発環境:開 発場所/当 社 、ハー ドウ ェア環境/SONY-NEWS

適用内容:シ ステム要求定義段階(エ ン ドユーザ との仕様の取 り決め作業)で 、具体的

なStPで 作成 した システム外観 図及 びデータフロー図を使用

具体的な効果 として は次の ものがあ った。

①Stpで 作成 した外観図等を利用 した各種 チェ ック作業で効果(数 値的なデ ータは とれて

いない)が あった。

② エ ン ドユーザ側 と当社設計側の使用 の詰め(確 認/レ ビュー)が 、文書、会話等 、従来の

表現方式での作業 とStpを 使用 した場合 とでは、Stp利 用の方が両者の確認 の際の洩れ

や具体的な仕様の追加 の是非が短期 間で解消 され た。
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③ 新 しいアイデ アが さ らに色 々と発生 し逆 に作業内容 としては密度の濃い作業 内容 となった。

④ 仕様の確定作業に於て、 ワークステー シ ョンで対話形式で実 際にその場でエ ン ドユーザに

要求 システムの イメー ジを見せ ることによ って、 よ り具体的な内容の確認が可能 にな った。

なお、留意点 として は次の ものがあ る。

① ユ ーザへのStp仕 様の是非の了承を とる必要が ある。

② 設計者がSA/SD方 法論及 び、Stpを 熟知 していること。

③ ② の逆で熟知 していない場合は、従来の方 法よ り時間が多 くかか る事が想定 され る。

④ 開発環境 として、 ワー クステー ションが導入 されていること。

⑤Stpを 開発工程の どの段階で使用す るかが明確になって いること。

StPの 効果 にっいて まとめると次 のよ うになる。

① 紙 とエ ンピツそ して"消 しゴム"が い らない!

マ ウス、アイコン等簡単 な操作で ドキ ュメ ン ト作成が可能 にな り、且つ修正(メ ンテナン

ス)作 業が機械化され る。

② 従来の言葉、文章、各種チ ャー トによ る"曖 昧"か らの脱皮(設 計者の レベルや個人 によ

って、設計書等の ドキ ュメン トが異な りエ ン ドユーザや、共同設計者 、SE、 プ ログラマに

誤解を招 きやす い、 もしくは、説明 に多大な時間/コ ス トが費や される場合が多い。)

これ は、結果的 には標準化の不備であ り、小規模 な システムであれば許 され る場合 もある

が 、大規模 システムや複雑な システムで は、許 され ない問題であ る。Stpを 使 う効果の一

つは、標準化の手助 けになることが いえ る。

③StpのCASEツ ールと しての最大 の効果 は、要求定義/分 析/設 計の各工程での作業

に於 けるStpの 論理的チ ェック機能が挙 げ られ る。 これによ り、各工程の作業の不具合、

ミス、エ ラー等を 自動的にチ ェック し、後工程でのエ ラーの発生頻度を極端 に減少で き、前

工程 への戻 りを防 ぐ効果がある。

④Stpを 使 って作 られた各種設計図やデー タは、 自動 的にデー タデ ィクショナ リに保持 さ

れ る。 この ことは、類似 システム開発等での再利用 に活かされ重複 開発 を防 ぐ事が可能 にな

る。

⑤ 複数の人がチームとして開発す るときに、UNIX、 ワークステ ーシ ョンのネ ッ トワー ク

をフル に活用で き、情報の伝達 、デー タの共有化、打 ち合わせ等 コミュニ ケー シ ョンの手段

と して も、非常 に効果的であ る。
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2.4.3Stp適 用上の注意

StPに 限 らず、CASEツ ール全般(Upper-CASE)に 対す る適用上 の注意 と し

て は以下の ものが想定 され る。

(1)適 用範囲の決定

①Stpを 利用 しよ うと してい るターゲ ッ トシステムは?

ターゲ ッ トシステムの開発規模 は?大(?)中(?)小(?)

どんな システム?

事務処理(?)リ アルタイム処理(?)etc.

社 内 システム(?)、 エ ン ドユーザ システム(?)etc.

② 開発工程の どの範 囲で利用す るのか?

要求分析(?)、 要求定義(?)、 基本設計(?)、 詳細設計(?)等 。

現状 の問題点を調 査 し、その問題点の解決を 目的に利用範囲を決定する ことが大事であ る。

ターゲ ッ トシステ ムの性格/内 容/開 発期間等 も適用範囲の決定 に考慮す る必要があ る。

(2)方 法論 の決定

上記① 、② の内容に応 じ構造化分析(SA)/構 造化設計(SD)/リ アルタイム構造化分

析の各種方法論の どれを メイ ンに使用す るか等を検討 する。

ターゲ ッ トシステムの内容によ って は、全 ての方法論 を使 う場合 と特定の方 法論 を使 うだ け

で済む場合がある。

(3)環 境の カスタマイズ方針決定

開発組織(部 、課、 プロ ジェク ト等)の 開発環境(ハ ー ドウ ェア環境 、 ソフ トウェア環境 、

開発手法、標準化等)に 於て、従 来の環境 とCASEを 導入す るに当た っての新 しい環境 の移

行/改 善等を整理 する。 これ は、開発組織の単位(レ ベル)で カスタマイズの大小 は異な ると

思 われ る。 カスタマイズ方針 に も、管理面 と技術面が必要 となる。

(4)ツ ールのカスタマイズ方針決定

Stpの オープ ンアーキテ クチ ャーの利点を活かす所であ り、上記の検討結果 によ りStp

自身の環境設定を ターゲ ッ トシステ ム及び部門/プ ロジェク トの開発環境にあわせ たカスタマ

イズ(変 更)を 必要に応 じて行 う。

例 と して、Stpの 初期 画面(メ イ ンメニ ュー)に プロジ ェク ト特有の メニ ューを追加 し他

の ツールをStPの メイ ンメニ ューか ら起動か け られ るよ うにす る等。
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(5)方 法論の講習

CASE(Stp)ツ ールを使 う上で最 も重要 な点であ る。基本的な、構造化分析(SA)

/構 造化設計(SD)方 法論 の修得そ して、 リアルタイム構造化手法の修得が必須であ る。修

得方法 と しては、各種文献(方 法論 に関す る)に よる勉強、当社 セ ミナー及び関連 セ ミナー等

の受講があ る。

(6)環 境の カス タマイズ

(3)の方針の具体化を行 う。

(7)ツ ールのカスタマイズ

(4)の方針の具体化を行 う。

(8)ツ ールの講習

Stpの オペ レー ションの修得を行 う。 ツール 自身の操作 に関 して は通常半 日～数 日(利 用

者 レベルによる)で 修得可能で ある。

まとめ として、上記導入に当たっての手段 に関 して は、導 入時期及 びStP利 用/適 用度合

いに応 じて導入手段 の順番/内 容を よ り現実の状況 に促 したかたちで優先順位を付 けて実行す

るための検討が必要であ る。

2.4.4StPの 今後 の 計 画

IDE社 の考 えて い るcAsE環 境 を図2.4-10に 示 す 。 現 状 にお け るStPの ア ー キ テ ク

チ ャ(リ リース4.2)を 図2.4-11に 、 ま た将 来 計 画(リ リー ス5)を 図2.4-12に 示 す 。 な

お 、統 合 化 され たCASE環 境 の構 築 及 び 、Stpユ ー ザ の利 用 環 境 の 向上 を 目指 して 次 の こ

と も計画 して い る。

(1)オ ー プ ンアー キテ クチ ャーの 発展

各 種戦 略 パ ー トナ ー とのJoint(米 国 に お いて)

① ドキ ュメ ン ト支 援

・FrameMaker

●Interleaf

・AT&Tditroff

② デ ー タベ ー ス

・Sybase
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・etc .

③ 各 種 ジ ェ ネ レ ー タ の 接 続

1-CASEへ の 具 体 化

(2)ヘ テ ロ ジ ニ ア ス ネ ッ ト ワ ー ク上 で の 利 用 環 境 の 実 現

TM:"SoftwarethroughPictures","VisibleConnectionss'は 、 米 国INTERACTIVE

DEVELOPMENTENVIRONMENTSInc.(IDE社)の 商 標 で あ る 。

2.4.5そ の他

(1)CASEToolの 定 義?

CASE(ComputerAidedSoftwareEngineering)の 名 の 通 り ソフ トウ ェア の開 発 支 援 ツ ー

ル は全 て 、CASEと 呼 ん で もおか し くな い が 、狭 義 に は、(専 門家 達 は)ソ フ トウ ェア開 発

の ライ フサ イ クル の 中 で も、 上 流工 程(要 求 分析/定 義 、設 計)を 支 援 す るた め の方 法 論 を持

った支 援 環境(ツ ール)と 考 え て い る こ とが 大勢 を 占め て い る。上 流 工 程 は、 従来 の ソフ トウ

ェア 開発 ライ フサ イ クル の 中で 最 も コ ン ピュ ー タに よ る支 援 が遅 れて いた 工 程 で あ る。

近 年 にな って、 ハ ー ドウ ェアの急 激 な進 歩(高 性 能 ワー クステ ー シ ョン等 の 登場)及 びUN

IXに 代 表 され るオ ープ ンア ー キテ クチ ャー思 想 の オ ペ レー テ ィ ン グ システ ムや 各種 ネ ッ トワ

ー ク機 能 の 充実 に よ り
、 い ま まで"重 た い"と 言 わ れ て い て、 高 価 な ミニ コ ン ピュ ー タな どで

しか稼 働 で きな か った ソ フ トウ ェア ツー ルが 安 価 な高 性能 ワー ク ステ ー シ ョン上 で 稼 働 出 来 る

よ うに な った こ と も大 き く影 響 して い る。 現 在 のCASE(特 にUpperCASE)ツ ー ル

も、 その 機 能 の豊 富 さか らツー ル 自身 の ボ リュー ム も大 き く"重 た い"ソ フ トウ ェア に属 す る。

しか し、 上 記 で述 べ た通 り高性 能 ワー クス テ ー シ ョ ンで あ れ ば、 問 題 な く稼 働 出来 る環 境 が整

って きた。

(2)方 法 論 と は?

上流 工 程 支 援(Upper)で は

構 造 化 分 析技 法(StructuredAnalysis)

構 造 化 設 計(StructuredDesign)

が 中心 の 方 法論 で あ る。

これ らの 方 法論 の提 唱 者 は、最 も有 名 な 人 と して

TomI)eMarco(StructuredAnalysis/Design)

一68一



EdYourdon(StructuredAnalysis/Design)

LarryConstantine(StructuredDesignetc.)

MichealJackson(JacksonMethods(ModuleStruct.))

ChrisGane(StructuredSystemAnalysis)

TrishSarson(")

等 が 挙 げ られ る。 他 に も、 多 くの研 究 者 等が 関 わ って い る と思 わ れ るが 、 こ こで は省 く。

ま た、近 年 特 に リアル タイ ム処 理 系 の 為 に、構 造 化 分 析 を 基 に リア ル タイ ム シス テ ム処 理

用 の構 造 化分 析(仕 様 書 作 成手 法)を

DerekHatley

ImtizaPirbhai

の2人 が 中心 とな って 具体 化/実 践 した ものが 有 名 で あ る。

現 時点 で 、CASEツ ール の主 流 を 占 めて い る方 法 論 は上 記 に挙 げ た3種 類 の もので あ る。

当然 、 ツ ール化 され る場 合 は、 これ ら方 法 論 の関 連 付 け や デ 一 夕 デ ィク シ ョナ リーの持 ち方 等

が異 な って くる。 ま た、 各 種 ユ ーザ ー イ ンター フ ェー スの具 体 化 もそ れ ぞれ の ツ ール に よ って

異 な って くる。

最 近 で は"lnformationEngineering""ReEngineering""Prottyping"等 の手 法?が 提

唱 され て い る。 これ もCASEの 原 点 で あ る ソ フ トウ ェア 開発 支 援 環 境 を 目的 と した一 連 の流

れ で あ る と思 われ る。 そ して 、 ソ フ トウ ェア開発 の トー タル ライ フ サ イ クル を カバ ーす る為 の

1-CASE(IntegratedCASE:統 合 化 され たCASE環 境)の 構 築 が 望 まれ始 めて い る。 し

か し、上 流 工 程 と下 流 工 程 を統 合 化 す るに は、 ま だ まだ技 術 的 な課 題 が 多 分 に残 され て い る。

(3)CASEの 現 状

日本 で の現 状 を考 えて み る と、CASEと い う言 葉 が 世 の 中で 騒 がれ 始 め た の は、1988

年 前 後 と思 わ れ る(一 般 的 に)。

しか し、CASEと い う名 前 が 何 を意 味 して い るか 、 どん な 目的 に適 用 で き るのか 等 に関 し

て はそ の本 質 を掴 んで い る人 は残 念 なが ら少 な いのが 現 状 で あ る と推 測 され る。

米 国 で の急 速 なCASEの 普 及 が 、 日本 へ多 大 な影 響 を与 え て い る こ とは事 実 で あ るが 、 米

国 の現 状 もそ の伝 わ って きて い る評 判 を 調 べて み る と様 々な 問題(積 極 的 な)を 抱 えて い るよ

うで あ る。 そ れ らに対 して は、 既 に調 査 団体 が 具体 的 にデ ー タを と り始 め、 問 題解 決 の 為 に様

々な活 動 を行 って い る。
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米国での これ らの状況 は、今後 日本での普及の手本 とな るこ とが多 々あ ると思われる。また、

日本 に於て も普及のための様 々な活動 を地道 にす る必要があ る。(特 に、 日本 は米国 との習慣

の違 いや ソフ トに対す る価値観の差、 カスタマイズ性等 日本独 自の考え方 も必要であると思 わ

れ る。)

(4)具 体的な問題点及び課題

① 日本に於けるSA/SD方 法論の普及の不足

② 日本語の遅れ(こ の1年 で実用化されてはいるが)

③ ワークステーション(UNIX)の 本格的利用の遅れ

(飛躍的に普及してはいるが?)

④ 日本特有の伝統的な開発手法(保 守的な)か らの脱皮の問題

⑤ 方法論を中心とした各種情報の不足

⑥CASEの 使用実績結果の不足

⑦ 各種事例の不足

⑧ 教育関連の場の不足

⑨CASEに 対する過度な期待(夢 物語)を 持ち過ぎる。

等

一70一



2.5SDAS

2.5.1SDASの 概要

SD、A
,S(SystemsDevelopmentArchitectureandSupportfacilities)は 富 士 通 の 総 合

開発 システムであ り,多 数 の技法,ツ ール,パ ッケー ジの総称であ る。 ここで は,こ の内いわ

ゆ るCASE,特 に計画 ・設計工程を支援す るツールを中心 に説明す る。

SDASは 図2.5-1に 示 す よ うな 体系 を持 って い る。
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図2.5-1SDASの 体 系(90年1月)
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このSDASは 三つの狙 いを持 ってい る。

(1)計画設計 品質の向上 による生産性の向上

企業の経 営 目標を実現す る整合性の とれ た情報 システムを構築す るためには要求定義を的確

に行 うことが重要であ る。 このため全社 システム計 画技法EPG皿,情 報 システム企画技法

A.IPM,シ ステム要求分析技法C-NAPI,C-NAP[支 援 ツールC-NAP]1/C

ASEを 提供 し問題の解決 を図 る。

(2)中間工程省略による生産性 の向上

新規開発 や保守 の効率化を実現す るため にソフ トウェア開発の中間工程 を省略す る三つの方

法 を提唱 して いる。

・業種,業 務パ ッケー ジの活用

新規開発を最小 限にお さえ,早 期稼働を図 る。

・エ ン ドユーザ コンピューテ ィング

エ ン ドユーザ 自身が容易 に利用で きるツールを提供す ることによ り,情 報 を利用す る

現場で タイム リーに検索 ・加工す ることを図 る。

・上流工程か らの機械化,自 動化

アプ リケー ション開発支援 ツール群 による機械化,自 動化や部 品再利用 によ,開 発 と

保守の効率化 を図 る。

(3)生産性 向上のための基盤の整備

・プロジェク ト管理の重視

プ ロジェク ト管理 に必要 な システム開発の標準的な作業項 目と作業手順 や,見 積手法 や

その支援 ツールを提供 し,品 質 や管理の容易性 を向上 させ る。

・分散開発の推進

高機能,高 性能 ワー クステー シ ョンを最大限に活用 し,安 定 した レスポ ンスと高 い操作

性で開発効率の向上 を実現す る。

・デ ィクシ ョナ リシステムの活用

上流工程か ら下流工程 までの開発資源情報の連携を図 り,シ ステム ライフサイクルを

通 した開発保守の効率化 を実現す る。
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この よ うな 狙 いを 図 に あ らわ した もの が 図2.5-2で あ る。
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計
画

・
設
計
品
質
向
上
に
よ
る
生
産
性
向
上

計 画 保 守

エンFサ

コンピ ティングシス九設計

酬
ンス私 計 技 術

NAPIl

CASE

システムテスト

STRACT

EPOCフ7ク シミ

一

トランサクシ・ン/

ジ訂設 計

業 種 ・ 業 務
'{7ケージ トラ"クシ・ン/ジ,プ

テスト

一

BANKACε

APFS/Xζ ど

＼ /

回㊥ プロクラ殿 計

白鍵 成/部品化川
カクラムテス}1

YPS/AP6

B舶 しESIl

CASET

㊥

_,† 仕・・一 「訂
YPS

1

コーディング

図2.5-2SDASの 狙 い

2.5.2C-NAP丑/CASE

C-NAPE支 援 ツールC-NAPll/CASE(Customer-Needsandsystems

AnalysisProceduresI[/ComputerAidedSoftwareEngineering)は,デ ータ主導型 システム

分析技法C-NAP皿 の分析作 業を支援す るツールであ る。

分析過程 を支援す るツール は,ど んな分析技法に基づいているかが本質的である。以下 に技

法の基本的な考え方 と,支 援 ツールの基本機能を説明す る。

(1)C-NAP皿 の基本的な考え方

1)問 題 意識

基幹業務 の システ ム化が一巡 し,こ れ らを統合 した新 しい システムの開発 が多 くの組織で

行われてい る。 この よ うな大規模 システムで は,業 務の全体像,シ ステムの全体像を利用者

・開発者が共有す ることが困難であ り,体 系的な業務分析 ・システム分析の方法論が求 め ら

れて いる。

構造化分析 やデータベ ース指向の方法論をベース としたいわゆ る上流CASEツ ールが話題 に
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なっている。 しか し実際にこれ らを システム開発過程で使 う場合,利 用者にとって難解であ

れば協力が得 られない,専 門の分析者が必ず しもいない,と いった難 しさがある。即ち;

①利用者の参画の問題

分析に参加する利用者 と開発者では本来分析に対する関心事が異なる。また専門の分析

者が用いるような分析法を利用者に強要することは難 しい。

②分析の量と深さの問題

限られた期間内で,一 定品質の分析を行 うためにはいたず らに詳細な分析はオーバヘッ

ドを増すだけである。また純粋に トップダウン又はボ トムアップで行 うことは現実的で

な く,両 者をうまく組み合わせて用いる方法が必要である。

2)特徴

以上の問題意識から,C-NAP皿 では次のような点を基本姿勢としている。

①利用者の視点 と開発者の視点の分離

例えば,デ ータフロー図やER図 などは利用者にとっては抽象的すぎて理解 し難い。両

者で用いる表現方法やその目的は区別 したほうが受け入れ られやすい。

②分析情報の一貫性

しか し,両 者で用いる分析概念が連続的にっながってい くことが必要である。

③分析の多面性

複雑で多様な業務をモデル化するのに,一 つの視点からだけとらえたモデルだけでは不

十分である。機能階層,順 序や動き,デ ータの構造 といった多面的な分析を,互 いに関

連づけて進め られることが望ましい。

3)構 成

以上の考 えか ら,C-NAPE

は図2,5-3に 示す ような体系 に

な ってい る。

ニ ーズ分析(NA)

↑

現 状
業務分析

(SA)

→

新規業務分析
一〈S溺

情 報 システム

一業務 ジス泓 …

→

図2.5-3C-NAPllの 構 成

C-NAPI/NA(NeedsAnalysis)とSA(SystemsAnalysis)は,そ れ ぞ れ 利用 者 の視

点 か らの ニ ー ズ や問 題 点 の 分析,及 び業 務 分 析 を支援 す る。NAで 抽 出 した業 務 の ク リテ ィ
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カルな問題点 に対 して,そ の解 と しての新 しい業務像をSAで 表現す る。SAの 分析対象 は

情報 システムの外側 にあ る実世界その ものであ る。

一方,DA(DataAnalysis)は,SAの 結果を開発者の視点か ら読み直す という立場で実

施す る。 ここで はSAの 業務記述 を情報 システム側の概 念 にマ ッピングす ることによ って,

実世界 に忠実な情報 システムの論理的なモデルを導 く。

このよ うな流れ は図2.5-4に 示す ようにSAとDAの 分析 ドキ ュメン ト上で連続 的につ な

が ってい く仕掛けにな ってい る。

●人や物の動き ●1青報の構造 ●機能の構成
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図2.5-4C-NAP]1の 分 析 ドキ ュ メ ン トと手 順
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(2)C-NAP皿/CASEの 基本機能

以上のよ うな技法使 った分析作業を支援す るツールがC-NAPH/CASEで ある。

C-NAP皿/CASEは 以下の四つの基本機能 を持 っている。

1)ド キ ュメン ト作成支援機能

C-NAPllで は17種 類 の表記法が準備 されてい る。 このそれぞれ に対 して専用の エ

デ ィタが容易 されている。図2.5-5に 画面 イメー ジを示す。
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図2.5-5C-NAP皿/CASEの 画面 イメージ

このエデ ィタは図形 を扱え るワー プロ以上の機能 として,編 集操作(移 動,複 写,削 除)

の際に,図 形の接続関係を適切 に維持 しっづ けた り,複 数の図形 を同時扱 う機能 を もって

い る。記述 された内容は適切 に解釈 されて ドキ ュメン トフ ァイルに格納 され以下の機能で

利用 され る。

2)複 数 ドキュメ ン ト間のナ ビゲ ーシ ョン機能

C-NAP皿 の分析で作成 され る ドキ ュメン トは数百～数千枚 とな り,相 互の ドキ ュメ

ン ト間に階層関係や参照関係が ある。 ナ ビゲー シ ョンはこのよ うな ドキ ュメン ト間の関係

を維持 し,簡 単な操作で関連 ドキ ュメン トを探 し出 して画面上 に表示す る機能で ある。例

えば,あ るウイ ン ド上で編集 して い る業務 フロー図のデー タフローの詳細仕様 を見 たい場

合,そ のデータフローを選択 して操作ボタ ンを押す とツール は関連す る入 出力情報定義 ド
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キ ュ メ ン トウイ ン ドを 開設 す る(図2.5-6参 照)。
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鷲藪 ±
＼ID倉 庫業務

こ
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㊦

コ
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、

ll

タ
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・[入鹸 績]
1ま 粛 、、 、 一

ll生馴
手配リスト出力

1麺 |
倉入

㍉ダ

図2.5-6ナ ビゲ ーシ ョン機能

3)記 述 内容 チ ェック機能

C-NAP]1は ドキ ュメ ン トを書 く際 に幾つかの約束事 を守 らなければな らない。 この

約 束事 をチ ェックす るのが この機能であ る。約束事 には以下 に示す よ うに,一 枚の ドキ ュ

メン トの中での形式 に関す るもの と,複 数の ドキ ュメ ン ト間での一貫性 に関す るものがあ

る(図2.5-7参 照)。

・一枚の ドキ ュメ ン トの中での記述形式上の約束事

一名前 を付 けて いない図形が あ って はいけない

一同 じ名前 を使 って はいけない

一矢 印で っながれていない図形があ ってはいけない

一その他

・複数の ドキ ュメン ト間での一貫性 に関す る約束事

一下位 の ドキ ュメ ン トが記述 されていない

一上位 の ドキ ュメ ン ト内に下位の ドキ ュメ ン トが引用 されて いな い

一その他
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個別 デ ー タ フ ロ ー図
プ ロ ジ ェク ト名:販 売 管理 シス テ ム

IDDFSOUKO

匿出し実司

曾

↑

1

◆=一 一

全体 チ ェ ック 終 了CPUTIME・2412696

図2.5-7チ ェ ック機能

4)候 補抽 出機能

C-NAP皿 の一連の ドキュメ ン トに は相互 に強 い関連を持つ ものがある。例えば,業

務 フロー上 のデータは管理対象図を書 く際の管理対象 の候補 とな る可能性が高 い。 この よ

うに作 業を進 める際 に既に書 いた ドキ ュメン トを分析 して候補を抽出す る機能が この候補

抽出機能 であ る(図2.5-8参 照)。

↓

設⇒

|

　 概念データモデル
プ ロジェク ト名:販 売管理 システム

遭§1

,

IDImT醐DEL

・ll

ジ1剖 ≡田1昂醐"㎞ ■ll

リレー シ ョ ン候 補 の抽 出

【販売 管 理 】 で の関連 候 補

【倉 庫 】 〈一〉 【棚】

【手 配 】 〈一〉 【倉庫 】

【倉庫 】 〈一〉 【棚 】

【手配 】 〈一〉 【配 送】

【受 注】 〈ぶ 、 【手 配】

【受 注】 〈一〉 【請求 】

【受 注】 〈一〉 【配送 】

プ ログ ラ ム終 了 薗

曾

↑

1

8

製品種

製品 コー ド
、

一 一

堺管す那

]
一

棚

倉庫 コー ド+棚 番号
一
1指定す る1

一

「 曇・鯛5緑

‡刷 随
一 一

1使用 する1-一

諸刃
'鈴 一 受注 束 ね る ^1

受注番号 1

盆

〔

一 一

1指定 する1
--

7

臼]遵
号

載]⇔1←-1-→1⇒ する]

[持 つ]
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憲客 レL 配送

配送番号顧 客 コー ド

英小文字

図2.5-8候 補抽 出機能
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2.5.3YPS/APG

ア プ リケ ー シ ョ ン開 発 ・保 守一 貫 支 援 シス テ ムYPS/APG(YPSbasedApplicat

ionProgramGenerationsystem)は,部 品 化 とその再 利 用 を 中心 コ ンセ プ トと して設 計 工

程 か らの機 械 化 自動 化 を 目指 した システ ムで あ る。以 下 に基 本 的 な考 え方,基 本機 能,利

用 の 流 れ,を 説 明す る。

(1)基 本的な考 え方

1)アプリケーションの構成要素

YPS/APGで は開発対象の アプ リケーシ ョンシステムの構成を図2.5-9の ように捉

えてい る。

アプリケーションシステム 端場 璽薮

㎜ 紬曝 ㌘

図2.5-9YPS/APGに お け るアプリケーションシステム構成 要 素

すなわち,ア プ リケー シ ョンシステムは,定 義体 と

プログラムによ り構成 され;

・定義体 は画面 や帳票の形 式定義,デ ータの定義

ジ ョブを制御す るジ ョブ制御定義か ら構成 され る。

・プ ログラムはプ ログラムの断片で構成 され る。

この断片 の ことを総称 して部 品 と呼ぶ。図2.5-10

のよ うに,部 品 を"プ ログラム内での役割 り"と

い う観点 か ら整理 して,ス ケル トン部品,共 通部

品,固 有部品の3種 に分 類 して いる。

【スケル トン】
・骨格となる}9郷里

・フ〆ル蹟

【固有処理】
・輌囎蜘里など

【部 品 】
・フrイルアクセス

処理など

図2.5-10部 品 のプログラム 内 で の 役 割
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2)構 成要素の設計表記法

上記の構成要素を設計す るための仕様表記をそれぞれ次のよ うに準備 して いる。

一定義体の仕様表記

+画 面 や帳票の形式定義:ス ペー シングチ ャー トと同様 のイメー ジ図

+デ ータの定義:表

+ジ ョブを制御す るジ ョブ定義:ジ ョブフ ロー図

一部品の仕様表記 ・

+ス ケル トン部品:画 面遷移図

+共 通部品:決 定表,編 集表,YAC皿

+固 有部品:〃,〃,〃

以下 の図2.5-11～16は それ ぞれの表記法で ある。

1工土 民テーア=≧ 塁憂 　 ・一 ・.
-.　 一 ・ 一 .

1ジ ・プ7・ 一陥 ・ジ・プ7。 一口憾 三

1

三

1り・プ1D 工1
1実行',ス Al出カク,ス1●1'● プPARMl

1

一

0
0
口
口
(
一

1
畑 … 匡匝う・

㎜

一'さ ＼

・ 巨 ヨ・・
画 一・
_「7同⇔1-1

図2.5-11画 面 設計 書 図2.5-12ジ ョ ブ フ ロ ー 図

.
高本 世テーブル佼全体畳≡脳

曾
一

1

、

-

1

-

●

'「

■百ID`㎜

プロダラム1D:

㎜P ノ

"1D・_1
プ●〆,ム`D,:

一 」

「

'、
.　 　 .

甫

→

) ■ 、

.

1(・'一`/・ ・り

,

.、
■田ID`ε ㎜

プロダ,ム1D`
一

」 〉
'、

●〆ループlo:

一

㊤幡c

l舗 ・

口

`・

田面1D,頑3

プログチムID3

1脚 ・王条件.2 条件81
'、

,主

●1 一`-■ ウ

図2.5-13画 面遷 移 図 図2,5-14決 定 表
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図2.5-15編 集 表 図2.5-16YAC皿

3)設 計書から構成要素の自動生成

上記の表記法を用いて作成する設計書は計算機の画面上で直接作成 し,そ こか ら定義体

、D

や ソースプログラムの断片である部 品(こ れ 自体YPS表 現)を 生成す る。

4)部 品か らプログラムの合 成

部 品設計書(画 面遷移,決 定表,編 集表,

っの実行可能な プログラムを合成す る。

YAC皿)か ら生成された部品を合成 して一

(2)基 本機能 とその狙い

1)自 動生成 による生産生 ・品質の向上

YPS/APGで はシステム設計 で決 ま ったプ ログラムの入 出力情報 や画面遷移 などの

設計情報か らスケル トンを 自動生成 す るため,ス ケル トン部分 は,プ ログラム設計が省略

で きる。 スケル トンはプログラムと しては半完成のため,プ ログラム設計工程で は,ス ケ

ル トンに組み込む詳細 な処理 を作成 し,ス ケル トンと合成 してプログラムを完成 させ る。

また,ツ ールか ら出力す る設計 ドキ ュメ ン トと合成 したプ ログラム とは常 に一致 してお

り,プ ログラムソース と設計 ドキ ュメン トの二重管理や矛盾発生 とい った保守上の問題 は

な くなる。

2)部 品の再利用 による効 率化

プ ログラム間で共通 な処理 を部品 としてあ らか じめ準備 してお き,シ ステム設計の段階
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か ら再利用を考慮 した開発をす る ことにより,プ ログラム設計工程で新規 に設計が必要 と

なるのはその プログラムに固有 な処理のみ とな る。

YPS/APGで は再利用 を支援す るため に,次 の3っ の ことを行 う。

・プ ログラムの合成 部品の検索,部 品 とプ ログラムの相互 参照情報 出力 などを行 う

ための部品管理機能の提供

・適用範囲の広 い部品をっ くるため,部 品の中で使用す る名称(デ ータ項 目名,部 品

の中か ら更に呼ばれ る部 品名 など)を 自由に変更す る機能の提供

・特定の業務や業種 によ らず共通的 に使用で きる処理 を部品 と して提供

3)ワ ークステー ションか らの設計書 イメー ジでの入力

基本 的考え方で述 べたように,が リケーションシステムの構成要素に対 してそれぞれ適切 な表記法

が準備 されてお り,こ の表記法 を効率良 く扱え る専用のエデ ィタが提供 され る。

4)デ ィクシ ョナ リによ る情報の管理 と再利用

デ ィクショナ リによ り一元管理 され たデー タ項 目情報を設計情報の入 力時 に引用で きる

ため,重 複入力や矛 盾定義を防止 で きる。

5)オ ンライ ン画面遷移 の シ ミュ レー ト機能 によるユーザ要件の早期確認

設計段 階で画面の動作を シ ミュレー トさせ,利 用者の 目で画面 レイア ウ トと画面遷移の

仕様を確認で きるため,後 工程 で設計 に立 ち戻 る変更を防止で きる。

6)運 用条件 に応 じた適用パ ター ンの選択が可能

1)～5)の 機能を運用条件に応 じて選択 して部分的に利用す ることが可能 であ る。

(3)開 発の流 れ とツールの利用

アプリケーションの開発作業 とツール利用 の関係 を図2.5-17に 示す。

1)デ ータ項 目の標準化 と定義(図2.5-17[1])

同 じ意味の デー タには同 じ名前 をつ けるな どの標準化を行 うことで,保 守性 の向上 と仕

様の統一 ・再利用を容易 にす る。

標準化 したデー タ項 目の名称 は前章のC-NAPI[/CASEの 分析結果 と してADAM/IRDに 登録

され管理 されて いる。 ここではデータ項 目の桁数 ・タイプ ・意味 などデー タ項 目で一意 に

決 まる情報 の他 に,デ ータ項 目のチ ェック仕様や表示属性な どの設計情報を定義す る時の

デフォル ト値 やプロ トタイ ピングで使用す るサ ンプル値があ る。
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2)入 出カ レイアウ トの定義(図2.5-17[2]～[4])

レコー ドレイアウ ト定義 ・画面 レイアウ ト定義 ・帳票 レイアウ ト定義 を行 う。

→FILE,FORM,FORM/OVD

3)プ ログラム間で共通な処理の洗 い出 し(図2.5-17[7])

プ ログラム間で共通な処理を洗い出 し,部 品 として登録 してお く。

共通処理の洗い出 しは,い ろい ろな業務で繰 り返 し行 う処理 に着 目 し,処 理 の内容や処

理の実行順序を標準化 して,部 品 と して登録 す る。

部品の中のデータ項 目名やフ ァイル名な どの文字列 は部 品定義の文字列変数 と して可変

にで きる。

4)ス ケル トンの生成

一連の業務処理をプ ログラムに分割 し,分 割 した各プログラム単位 にスケル トンを生成

す る。

① オ ンラインプログラム(図2.5-17[5][8])

・画面 の流れの定義

画面 の流れ'(画 面遷移)を 定義 し,画 面 とプ ログラムを対応づけ る。画面遷移が決定 さ

れ るとプ ログラム分割 も決まる。画面遷移 の定義が終了 した ら,各 画面 で入力 されたデー

タを どのよ うにチ ェックす るかを定義す る(入 力チ ェック仕様定義)。

・画面操作の プ ロ トタイ ピング

画面遷移定義 と画面 フ ォーマ ッ ト定義 を元 に,運 用端末を使用 して実際の画面 を表示 し

て レイアウ トを確認 し,さ らに ファンクシ ョンキーやデータ入力を行 って画面の切 り換え

やチ ェック仕様 を確認す る。

・スケル トンの 自動生成

画面 に対応 した各 プログラムに対 して入 出力にかんす る仕様(フ ァイル,サ ブスキーマ

な どの情報)を 決めるとプ ログラム環境部,デ ータ定義部の情報が決 ま る。画面遷移な ど

の情報 と併せて スケル トンを生成す る。

②バ ッチプ ログラム(図2.5-17[6][8])

・ジ ョブフローの定義

ジョブを ジ ョブステ ップに分割す る。 この とき各 ジ ョブステ ップに対 して骨格 とな る制

御 の種類を選択 しなが ら,ジ ョブフローを定義す る。
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・スケル トンの 自動生成

図2.5-18の よ うな基本形か ら必要 な ものを選択 し,こ れ に必要 な入 出力仕様(フ ァイル

,サ ブスキーマな どの情報)を 組み込んで 目的 とするプログラムのスケル トンを生成す る

o

基本形 は図2.5-18の 標準形の他 にユーザ独 自に作成 して登録す ることもで きる。

プロセスフロー(概 酪)

入
カ
チ
ェ
ッ
ク

入力チェック 人力チェ ソク

乱

照
合 照合 照合
系

乱 乱

更
新 更新 更新
系

報
告
書 端`1.`}作 成 服 吉1辱{、成 報 告,1}作 成

作

報告.辱
プ ル ー フ

リ ス ト
台帳

注)順:順 処理,乱:乱 処理

この他にセ ションタイプのオ ンラインプログラムの・1'1'rtとな

る制御 も3種 類提供す る.

図2.5-18YPS/APGで 提供す る骨格 とな る制御の種類

5)プ ログラム設計

スケル トンに組 み込 む詳細処理の仕様 を設計す る。

① プログラムの構造設計(図2.5-17[9])

・部品を検索 して再利用可能 な部品を見 つけ出す。

・スケル トン,部 品,固 有部品の呼び出 し関係 を決定す る。

② プ ログラムの固有処理 の設計(図2.5-17[10])

そのプ ログラムの独 自の処理 を設計す る。YACII,決 定表,編 集表の いずれかを用い

て定義す る(図2.5-14～16)。

6)プ ログ ラムの合成(図2.5-17[11])

プ ログラムを合成す るために,部 品の中で可変にな って いる呼び出 し先や文字列に実際

の値 を指定す る。指定 された呼び出 し関係や値 に従 ってプ ログラムが合成 され る。

値の与え方 には次 の2と お りの方法 がある。

①記 述型
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固有処理の中か ら部 品を呼 び出す時や,既 存の部品を利用 して新 しい部品を作 るときに

利用す る。呼 び出す部 品識別子 とと もに文字列変数の値を一緒 に記述す る。

②対話型

呼び出 しを可変 に した部 品を適用す る場合 に使用す る。部 品の中で未解決の文字列 変数

をツールが画面上 に表示 し,こ れ に答え るかたちでツールと対話 しなが ら値 を指定 して い

く。

7)デ バ ッグ ・保守(図2.5-17[12][13])

デバ ッグ ・保 守はツールで出力す る ドキ ュメ ン トを使用 して行 う。以下 に ツールが 出力

す る28種 の ドキ ュメ ン トを示す。

①保守 ドキ ュメン ト(25種)

・プログラム設計書

一スケル トン仕様書(画 面遷移
,プ ログラムの入出力情報な ど5種)

カ

ースケル トン,部 品, ,固有処理 の構造 図

一固有処理仕様書(YACH仕 様書 ,決 定表,編 集表)

・その他設計書(デ ータ項 目情報な ど5種)

・相互参照情報(部 品→プ ログラムな ど5種)

・一覧情報(部 品一 覧な ど3種)

②デバ ッグ用 ドキ ュメン ト(3種)

・部品名 トレース リス ト

・領域表示 リス ト

・合成YACH仕 様書

エラーを修正す る場合 は合成 され た情報でな く,こ うせ い うの もととな った部品や固有処

理 に対 して行 い,再 度 プログラムの合成 と最新 ドキ ュメ ン トの出力を行 う。
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2.61MAP

増 大 す る ソ フ トウ ェア需 要 に対応 す るに は 、ソ フ トウェア生 産 の工 業 化 が社 会 的 な緊急 課 題

で あ る 。

この よ うな工 業 化 に対 して は 、生産 工 程 の明確 化 に よ る分業 化 の実 現 、管理 手 法 の確 立 によ る

管 理 の 可視 化 が 工業 化 の必 要 条 件 で あ る。

IMAP(lntegratedsoftwareMAnagementandProductionsupportsystem)は 、1)ソ フ ト

ウ ェ アの一 貫 生 産 ツー ル の開 発 、2)成 果物 管理 の デー タ ベー スの構 築 、3)管 理 デ ー タ の 自動 収

集 、4)管 理 目的 に応 じた支 援 ツー ルの構 築 、5)EWS(EngineeringWorkStation)を 中心 と し

た 分 散環 境 に よ る生 産 環 境 を実 現 し、生 産 と管 理 を融 合 した ソ フ トウ ェア の工業 的生 産 の汎用

化 の コ ンセ プ トを確立 した 。 ま たIMAPの 基本 思 想 は現 在 の一 貫CASE環 境 の基 礎 で あ る

と い え る 。

2.6.lIMAPの 基 本 思 想

ソフ トウェア生産の工業 化 とは 、生産過程 を工程 に分割 し、各工程 間の作業基準 を規定 し、

かっ 、品質基準 を満た した製品を指定期間内に一定工数で生産出来 るよ うにす る事で ある。そ

して このようなソフ トウェア生産 の工業化の実現を 目的 とした一貫CASE環 境IMAPの 基

本 コンセプ トは以下 の項 目を実現す る事である。

1)情 報 資産 化(ReusableEngineering)

計 算機 内 の全 デー タ 、分析 ・設 計情 報 、ノ ウハ ウ 、分 野 知 識 等 の 全 て を再 利 用 単 位 と

して管 理 ・運 用 し シス テ ムの資 産 とす る 。

2)ツ ー ル 自体 が手 法 、方 法 論 の エキ スパ ー ト

個 々のCASEツ ー ル を単 な るグ ラ フ ィ ックエ デ ィタ 、テ キ ス トエ デ ィタ と してで は

な く、基 礎 とな る方 法 論 を実 現 し利 用 者 を ナ ビゲー トす る。

3)個 人 の 自由度 と協 調 共 同 作 業 の支援
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分散開発環境 、勤務形 態の多様化 に対応 してい くため 、技術者個 々の個性を尊重す る

と同時に 、組織 としての 目標 を達成す るためにプロジェク ト全体の管理 を行 う。

4)管 理情報 の視覚化 と見 せない管理

品質 ・進捗管理等 を視覚化 し管理者 を支援す ると同時に 、管理 デー タの 自動収集 に よ

り個 々の技術者 には管理 されてい る事 を意識 させない。

そ してこれ らのコンセプ トを実現す るためのIMAPの 基本方針 と して以下 の項 目が挙 げ ら

れ る。

1)管 理手法 の確立

2)作 業手順の明確化 と分業化

3)部 品化 ・再利用 の促進

4)生 産環境の確立

5)技 術者育成のための教育体系の確立

6)グ ループ コンピューテ ィングによ る分散開発環境 の確立

7)一 貫 データベー スの確立

(1)管 理手法 の確立

ソフ トウェアの生産 は知 的生産活動 であ り、生産過程 において も、成果物 において も、その

詳細 な意味内容 を客観的にみ ることは出来ない。このため管理者 は、技術者 の報告 を自己の体

験 と照 ら して憶測す るしかな く、進捗状況 、問題点の把握 に苦慮 してい る。従 って ソフ トウェ

アの詳細内容 を理解で きな くて も、ソフ トウェアの生産 に直接関与 していない第三者 が 、客観

的 に現状を把握で き、適切な管理行動 が とれ る管理手法が必要 である。

管理手法の確立 には、客観的な実績 データの収集 が原点 であ る。基礎 とな る実績 デー タの収

集 は、正確性 、客観性 、即時性 などの理 由によ り出来 る限 り技 術者 の手 を煩わせ ることな く自

動的 に収集 出来 るよ うにす るべ きで あ り、そのための制度 ・機構を提供 しなければな らない。

そ して収集 されたデータは工程管理 、品質管理 、成果物管理等の管理 目的に応 じてモデル化 、
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統計処理 により所要の管理 資料 に変換す る。こうする ことにより、抽象的知 的成果物であるソ

フ トウェアの管理 は 、数値化 され客観化 し、図表な どを用いて可視化 が行 われ 、視覚的な管理

が実現 される。また 、データの自動収集等 の機構 により技術者 が管理 されてい るとい う事を意

識す ることな くソフ トウェアの開発 に専念す る事 が可能 となる。

さらに、管理者 と技術者 は数値化 された指標の性質 や傾向 を理解す る事 によ り、両者 の間で

効果的 な管理手法 を確立す る事 が出来 る。

(2)作 業 手 順 の 明確 化 と分 業 化

ソ フ トウ ェア生 産 の各 工 程 の作 業手 順 を ソ フ トウ ェア工 場 と して規 格 化 し 、各 工程 で使 用 す

る用 紙 、用語 、記 述 方 法 を 標準 化 す る 。 これ は各工 程 へ の入 力 デ ー タ 、出力 と して の成 果 物 を

明確 に し、そ の成 果 物 の品 質基 準 を規 定 す る こ とで あ る。

工 程 間 の 受 け渡 しで は 、前 工程 で品 質 が保 証 され た成 果物 を入 力 と して該 当 工程 で加 工 し、

成 果物 の品 質 を保証 して次 工 程 へ 引 き渡 す 。分 業 化 と は工 程 ご との 分 業 と機能 毎 の分 業 の二通

りの意 味 が あ る。前 者 は生 産 の各 工程 を担 当 す る専 門 家 に よ り、要 求 仕 様 か ら次 々 に加 工 され 、

製 品 と して完 成 す る事 を意 味す る 。後者 は 、直 接生 産 に携 わ らな い が 、品 質 の評 価 や 、管 理 デ

ー タ の収 集 や 分析 、成 果 物 の管 理 、後 述 の標 準 部 品作 成 な ど間 接 的 に生 産 を支 援 す る専 門家 に

よ る組 織 化 を 意 味す る 。

IMAPで は ソ フ トウ ェアの品 質保 証管 理 体 系(QualityControlProgram)を 工程 、管理 階 層 、

管 理対 象 、管 理 サ イ クル(Plan-Do-Check-Action)の 構 成要 素 に よ りQCP(QualityControlP

rocessChart)と して体 系 化 して い る 。この特 徴 は 、1)分 業化 の基 底 とな る開 発 工程 とそ の作 業

手 順 、2)DR(デ ザ イ ン レ ビュー)、WT(ウ ォー ク スルー)を 行 う単 位 、3)作 業 の イ ンプ ッ

トとア ウ トプ ッ ト、4)品 質 の チ ェ ック ポ イ ン ト、5)責 任担 当部 門 、を 明 確 に示 した こ とであ る 。

これ に よ り 、管 理者 は管 理 の マ イル ス トン毎 の ポ イ ン トを 、開発 担 当 者 は 、作 業 手 順 の進 め方

の ノ ウハ ウを再 利 用 して品 質 向上 が 図 れ る。

(3)部 品化 ・再 利 用 の促 進

ハ ー ドウェ ア と同様 、ソ フ トウ ェア に おい て も、品質 の保証 され た 標 準 部 品 の存 在 が工業 化

の前 提 とな る 。

従 来 で も同 じ分野 の類 似 ソフ トウ ェア の生産 に お いて 、既存 ソフ トウ ェア の流 用 、あ るい は
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繰 り返 し使用 され る部分 を"切 り出 し"再 利用す ることは行 われていた 。特 に同一組織 による

類似 ソフ トウェア作成の場 合 、60%以 上再利用 が可能であ り、生産性 向上 に大 いに貢献 して

いる。しか し切 り出された部品 を他の分野 あるいは 、他 の組織 のソフ トウェア生産 に再利用 し

よ うとす る と、切 り出 された部品 の理 解や修正 に手間取 り、新規 に作成す る工数 より多 くかか

った り、 トラブル時 には対応 しきれないな どの課題 もあ る。

ソフ トウェア生産工業化 におけ る標準部品 とは 、既存 ソフ トウェアか らの"切 り出 し"で は

な く、再利用す る事を前提 とした部品 を標準部品規定 に基づ き事前 に作成 し、品質 を保証 し、

正式 な手続 きを踏んで認知 された部品 の事で ある。この標準部品規定 には、部品使用 の記述法 、

.、イ ンタフェー ス仕様 、品質基準 と検査方法等 は当然 として 、標準部品 を認知 す る正式機関 の位

置づ け、権限 、構成 メ ンバの規定 も含 まれ る。

このよ うに して作成 された標準部品 の再利用 を促進す るためには 、部品 の蓄積 ・検索 ・払 い

出 しが容易 にで きる支援 ツールの用意が必要である。設計 してか ら、仕様 にあ った部品を検索

す るのではな く、標準部品 に合わせた設計手法を確立す る必要があ る。品質 の保証 された標 準

部品を使用 す る事 は、生産性向上だけでな く、ソフ トウェアの品質向上 にとって も不可欠の こ

とである。

(4)生 産環境の確立

ソフ トウェア製品 が 、工芸品か ら工業製品化す るためには 、工場全体 の設備計画や組織体制

に裏打ち された生産環境 の確立 が必要であ る。設計者の個性 により、ソフ トウェア製品設計 、

生産設備 、支援 ツールが異 なっていたので は、ソフ トウェア工場 と しての体 をなさない。っ ま

り生産環境 の確立 とは 、組織 としての分業体制 を確立 し、工場全体 と しての ソフ トウェア生産

管理 システムを確立 し、各部門共通 の汎用設備 と、部門毎 、分野別あ るいは製品別専用設備 を

明確に し、ソフ トウェア工場全体 と して設備の有機 的結合を図 ることで ある。

このよ うに して 、ソフ トウェア製 品の流 れと管理 が一体化 し、工場 として品質保 証 した製品

を制作で きる環境整備が必要である。

(5)技 術 者 教 育 の た め の教 育体 系 の 確 立

ソフ トウ ェアの生 産 は技 術 者 の能 力 に依 存す る要 素 が大 き く 、ソ フ トウ ェア生 産 の工 業 化 、

あ るい は一 貫CASE環 境 の実現 に と って も技 術 者 の"し っ け"が 重 要 な テー マ で あ る 。従 っ
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てIMAPに おいては"教 育"を 環境の構成要素 として とらえて いる。

教育 の主 なね らいは 、職 人か ら企業人への変革であ るが 、

1)作 業基準 、標準化規定の徹底

2)全 体 システムの理解

3)最 新技術の取得

な どが主 な項 目であ る。技術者 の レベルア ップ 、モラルア ップこそ ソフ トウェア生産工業化の

基礎であ る。 このためには 、教育体系を くみ、計画的に組織的 に継続 す る事が必要 である。
/

(6)グ ル ー プ コ ン ピュ・一テ ィ ング に よ る分散 開 発 環境 の確 立

ソ フ トウ ェア生 産現 場 に お け る作 業 形態 は 、汎 用 大型 計 算 機 を中心 に したTSSに よ る集 中

型 作 業形 態 か ら 、EWS(EngineeringWorkStation)の 出現 に よ りソ フ トウェア開 発 グルー プ

単 位 あ るい は技 術 者個 人単 位 の分 散 型 作業 形態 に急速 に移 りっ っ あ る 。 また これ は ソ フ トウェ

ア開 発量 の増 大 ・規 模 の拡 大 ・技 術 者確 保 の困難 化等 の問 題 解 決 とい う社 会 的要 請 に応 え る の

が 分 散開 発 環 境 とい う こ と もで きる 。

しか しソフ トウェア開 発 は 、本 質 的 には技術 者 の創 造 的 作 業 で あ り、技 術 者個 々 の個 性 に あ

った 方法 で作 業 が進 め られ る事 が 望 ま しい 。 また ソ フ トウ ェア は工業 製 品 で あ り 、要 求 され た

仕 様 を満 た し 、決 め られ た スケ ジュー ル 内で定 め られ た手 続 きを踏 ん で 開発 を行 わ な け れ ば な

らない 。っ ま り分 業 ・分 散 開発 に は 、技術 者 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 如何 に して ス ムー ズに

行 い 、工 程 管 理 、成 果物 管 理 、セ キ ュ リテ ィ管 理 等 を どの よ うに行 い 、技術 者 の 個性 を尊 重 し

組 織 と して の 目標 を達 成 す るか とい う課題 が あ る。 この よ うな課 題 を解 決す る手 段 と して グル

ー プ コ ン ピュー テ ィン グが あ る。 グ ルー プ コ ンピュー テ ィ ン グ とは 、

1)技 術者個人の計算機環境 と組織 の計算機環境 の融合

2)技 術者の個性 の尊重 と組織 目標 の協調

を 実現 す る ことで あ る 。
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(7)一 貫 デー タベ ー スの確 立

ソ フ トウ ェア開発 の各 段 階 に お いて生 成 され る情報 を有 効 に利 用 し部 品 化 ・再 利 用 の促 進 あ

るい は 、情 報 資産 化 を実 現 して い くた め に は ソ フ トウ ェ ア開 発 の 全工 程 を一 貫 して管 理 す る一

貫 デ ー タ ベー ス 、一 貫SEDB(SoftwareEngineeringDataBase>の 役割 が重 要 で あ る 。 この

よ うな一 貫SEDBで は各 工 程 で生 成 され る成 果物 だ け で な く、分 野 依 存知 識 、技 術 者 の ノ ウ

ハ ウ 、情報 間 の関 係等 の情報 が管 理 され る 。但 し 、実 際 に一 貫SEDBで 管理 す る情 報 は 、各

応 用 分 野 、組織 等 で定 め られ て い る方 法 論 に基 づ き必要 な物 だ けを管 理 対 象 とす れ ば良 い 。 っ

ま り独 自の方法 論 、作 業 手 順 にお い て必 要 な情報 を モデ ル化 し 、そ の モ デ ル に従 って デ ー タベ

ー スを カ スタ マ イ ズ して い く。

2.6.21MAPの 支 援 体 系

IMAPは 前 節 で述 べ た基 本 思 想 を 実 現 す る総 合 的 な ソ フ トウ ェア生 産 支援 シ ステ ムで あ る 。

まずIMAPで は 、工 業 化 とい う観 点 か ら システ ムの構 成 を見 直 し,1)ソ フ トウ ェア ライ フサ

イ クル を支 援 す る システ ム に加 え て 、2)共 通 支援 ツー ル群 、3)生 産支 援 環 境 、4)管 理 シ ステ ム

の4ブ ロ ックか らな る図2.6-1に 示 す よ うな支 援 体 系 を と った 。標 準部 品 の再 利 用 を支 援

す る ツー ル や 、機種 毎 、OS毎 の違 い を 吸収 す る ツー ル群 を2)共 通 支 援 ツー ル群 と して分 類 し、

機 種 毎 の違 い に と らわれ な い汎 用 的 な1)ラ イ フサ イ クル支 援 システ ム と区 別 し、技 術 移 転 の容

易 化 を図 って い る 。ま た ソ フ トウ ェア生 産 とい う観 点 か ら 、ネ ッ トワー ク 、デー タベ ー スな ど

の3)生 産 環 境 をIMAPの 基 盤 と して 開 発 す る 。また 工業 化 とい う観 点 か ら 、生 産 支 援 と対 等

な立 場 で4)管 理支 援 を位 置 づ け 、各 ツー ル の開発 を行 う。

ラ イ フサ イ クル上 で 特徴 的 な工 程 と して 、"50SM製 造"と"ト ラブル 解析"が あ る 。"

50SM製 造"はIMAPの 特 徴 の一 つ で あ り 、思 想 を具 体 化 した もので あ る 。50SMと は

全 て の モ ジュ・一ル は 、50ス テ ップ以 内 にす る とい うこ とで あ る 。上位 、中位 、下 位 の どの レ

ベ ル で あ って も、一 つ の モ ジュー ル は50ス テ ップ以 内 と規 定 して い る 。 これ は 、モ ジュー ル

作 成 の容 易 化 、モ ジュー ル の品 質 保証 、モ ジュー ル の理 解 性 向上 の た め の積 極 的制 約 で あ る 。

次 に"ト ラブ ル解析"工 程 で あ るが 、 これ は通 常"保 守"と いわ れ る工 程 で あ る 。"保 守"と

い う言 葉 に は 、"不 具 合 の修正"と と もに"機 能 の拡 大"の 意 味 に も使 わ れ る 。IMAPで は 、
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前 者 の 意 味 を 強 調 す る た め に"ト ラ ブ ル 解 析"と し た 。 後 者 は 既 存 の ソ フ ト ウ ェ ア 製 品 を 利 用

し た 再 生 産 で あ る と 考 え 、 ラ イ フ サ イ ク ル の 各 工 程 を 最 初 か ら す ば や く流 れ れ ば 良 い と 考 え て

お り 、Reverse-Engineering/Re-Engineering等 の 手 法 を 確 立 し て い く 。

ソ フ ト ウ ェ ア ラ イ フ サ イ ク ル を 支 援 す る 特 徴 的 な ツ ー ル と し て 、 シ ス テ ム 提 案 を 支 援 す る 発

想 支 援 シ ス テ ム"知 恵 の 泉"、 ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 か ら プ ロ グ ラ ム の 変 換 ま で を 支 援 す るTFF

(TechnicaldescriptionFormulaforFiftysteps/rnoduledesign)エ デ ィ タ 、 レ ビ ュ ー ・検

査 を 設 計 段 階 で 行 う た め のDOT(DOcurnentTracer)、 設 計 支 援 シ ス テ ム と連 動 し た 部 品 蓄 積 ・

管 理 ・検 索 シ ス テ ム と し てSRED(SoftwaremoduleReuseEnvironmenttoassistsoftwar

eDevelopment)、 ソ フ ト ウ ェ ア の 作 り 方 を 形 式 的 に 評 価 す るESQUT(EvaluationofSoftw

areQualityfromUser'sviewpoinT)、 技 術 者 の 工 数 管 理 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 の た め に 携 帯 用

の 管 理 デ ー タ 収 集 ツ ー ルMYSTEP等 が あ り 、 一 貫CASE環 境 を 目 指 し た 各 種 ツ ー ル を 提

供 し て い る 。 ま たIMAPに お け る 一 貫CASE環 境 の 構 成 は 図2.6-2の よ う に な っ て い

る 。

ラ イ フ サ イ ク ル

:繋 展開 吟::こ;元 當
・ファイル/DB構 造設計 ・モジュール組立

テスト設計

書

・コーデ ィング

吟 ・単体テスト

ステ

達

語

調

確

品

立

立

部

組

紐
吟

・機能検査

吟 ・性能検査

・樹 乍性検査

・システム要求の分析

・機能モデル作成

・資源見積

・性能見積

書
・調

・ニーズ分析

・提案書作成

・社内折衝

・部品検索,組 合せ

プラックボ・クス

ホワイトポソクス

支 援 ツ ル

タ

理

ガ

ト

処

ツ

ユ

語

パ

ミ

言

デ

シ

・言語処理

・実機検証

・オンライン修正

ソフ トウェア生産 システム

運用支援

・システム構築

・利用実積・評価

・ニー ズ収 集

・設備運用

・ネ'ト 「ノー ク

・日本語、図 形.芹 声 処理

・DB技 術

開 発 環 境

・5蝶 物 品 緕 プ。γラム

・管理情報

・ソフ ト生産技術

デー タバンク

8

8

'1産 着 理 原価哲理 品質1;理

管 理 シ ス テ ム

'■'ii管 理 技術管理

図2.6-11MAPソ フ トウェ ア生 産 支 援 体 系 図
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1管 理 ツ ー ル1 教育

ソフト三 論'1'難 竃

)製 品

製 品

要求 ● ライ フサ イ クル サ ポ ー ト手 法

一

要求分析
ツール 一

設計

ツ ー ル
コ ー ド生 成

ツ ー ル 一
テ ス ト

ツ ー ル

トラ ブ ル分 析

ツール 一

1

争 千 ▲ 令
17

ノー一一 、
＼_ノ

ー貫SEDB

＼__ノ

十

ソ フ ト 生 産EA環 境EWS、PC

LAN

ク'ル ーフ'コ ンビ'ユ ーティンク'

1マ ル チ メ デ ィ アHIツ ー ル1

図2.6-21MAPに お け る一貫CASE環 境 の構 成

2.6.31MAPの 基 本思 想 に基 づ く実 現 例

IMAPの ソ フ トウ ェア生 産 工 業化 、一 貫CASE環 境実 現 の基 本 思 想 に基 づ き開 発 され た 、

各 応用 分 野 の実現 例 を示 す 。制 御 系 のCASE環 境 と してNew-SWB(New-SoftwareWork

Bench>,事 務 処 理 系 のCASE環 境 と してMYSTARを 取 り上 げ る 。

(1)New-SWB

New-SWBは 制 御 系 を対 象 と したCASE環 境 であ り 、事 例 と して は火 力/原 子 力 発 電

シス テ ム 、電 力 系統 シス テム 、鉄 鋼 シス テ ム 、上 下水 道 シス テ ム 、 ビル管 理 シス テ ム等 が あ る。

New-SWBの 基 本 思想 は ソフ トウ ェア開発 で行 うす べ て の作 業 を で き る限 り計 算機 で支 援

しよ うとす る もので あ り、ハ ー ドウェ ア の"物 の生 産 ライ ン"と 同様 に 、"ソ フ トウ ェア生 産

の流 し化(図2.6-3)"を 実 現 しよ うとす る もので あ る 。
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要求
・淀蕪 饗

プログラム

.・ 溌,'・'・,".

▲1

＼ 』 示&酔 品質チエノク
譲 ・ぼ

ノ

〉

図2.6-3ソ フ トウ ェア開 発 の流 し化

New-SWBで は以 下 の よ うな支援 を行 う各 種 の ツー ル を提 供 して い る 。

1)ユ ー ザ イ ンタ フ ェー ス支 援

2)シ ス テ ム設 計 支 援(図2.6-4)

文 書 作 成 支 援 、画 面 作 成支 援 、シ ステ ム分 析 ・設 計 支 援 、デー タ設計 支 援

3)プ ロ グ ラ ム開 発 支 援(図2.6-5)

構造 設 計 支 援 、詳 細 設 計支 援 、プ ログ ラ ム作 成 支援 、プ ログ ラム試 験支 援

4)プ ロ ジェ ク ト管 理 支 援

構 成 管理 支 援 、品 質 管 理 支援(図2.6-6)、 生 産 管 理 支 援 、運 用管 理 支 援

5)ネ ッ トワー ク支援

一95一



外部環境モデル ■ヨ〉 動作モデル(機 能の階層的展開)■ ウ〉 タスク ・モデル

↓
モ ジ ュー ル ・モ デ ル

(プ ログラム設計支援)

デ ー タ 辞 書

図2.6-4シ ス テ ム 分 析 ・設 計 支 援

タ スク ・フ ァイル相 関図(H・MCD)モ ジ ュー ル構 造図(V・MCD)

タスク外部仕様

モジュール外部仕様

一

→

剣唖一 ㎜

ソ ー ス コー ド

図2.6-5プ ログ ラム設 計 支援
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冨
書
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今

・試験進度

・バグ予測曲線

・問題点一覧表

図2.6-6品 質 管理 支 援

(2)MYSTAR

MYSTARは 事 務処 理 系 を対 象 と したCASE環 境 で あ り、 ソ フ トウ ェア開 発工 程 を詳 細

に渡 って標 準 化 し 、各工 程 の成 果 物 を フ ォー ム シー トの形 で 規 定 して い る 。利 用 者 は画 面 上 の

フ ォー ム シー トに必 要 な情 報 を入 力 して い く ことに よ りア プ リケー シ ョ ンの 開発 が行 え る 。

まず 開発 標 準 と して シス テム分 析 標 準 、 シ ステ ム設 計標 準 、プ ログ ラム設 計 標準 、プ ロ グ ラ

ミング標準 、テ ス ト標 準 を 明確 に定 義 し、 この標 準 に基 づ き各 種 フ ォー ム シー トを規 定 して い

る 。 そ して 開発 支 援 シス テ ム と して ソフ トウ ェア ライフサ イ クル支 援 シ ステ ム の他 、画 面 様 式

定 義 支 援 シ ス テ ム 、帳 票 様 式定 義支 援 シス テ ム 、画面 プ ロ トタイ ピン グ シ ステ ム等 の支 援 シス

テ ム も提 供 され て い る。 ま たMYSTARで は 、 システ ム全 体 を管 理 す るた め に工程 管 理 支 援

シ ステ ム 、 シナ リオ シ ステ ムが あ り 、個 々の ツー ル群 を総 合 的 に利 用 す るた め に統 合設 計 支 援

シ ステ ム 、設 計 デ ー タ相 関 辞 書 が 提供 されて い る。MYSTARに お け る ソ フ トウェア開 発 手

段 を図2.6-7に 、 レ コー ド定 義 の た め の フ ォー ム シー トの例 を 図2.6-8に 示 す 。
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MYSTARに お け る ソフ トウ ェア開 発手 段
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2.6.4将 来 構 想

IMAPに おいて は、今後一貫SEDBの 一貫性 をより向上 させ ると共 に、

1)発 想支援 、要求獲得 による要求分析の前段階の支援 、

2)部 品合成 による上流CASEと 下流CASEの 接続 、

3)イ メー ジによるプロ トタイ ピング、

4)検 証機能 を充実 させ る、

といった点 に注力 し一貫CASE環 境の実現を 目指す 。

また一貫CASE環 境 の実現 に際 しては、特定分野 に依存 しないよ うな汎用 の能 力を持 った

一貫CASE環 境 を実現す るのは不可能 であ ると考えてい る
。何故 な ら各応用分野 で使用 され

る手法 ・方法論 は異な ってお り、た とえ同一分野で も組織 ・部署 によ っては異 な る手法 ・方 法

論が使用 され独 自の ライフサイ クルに沿 って開発が行われている。従 って 、まず一貫CASE

環境 を実現す るための フ レーム ワー クを提供 し、各分野 、組織 、部署 に応 じてカ スタマイ ズし

ていかなければな らない と考 える。っ まり、一貫CASE環 境を実現す る第一段階 は個 々の分

野 あ るいは組織 にお ける開発工程を明確 に定義 し、厳密 な方法論を確立す ることであ る。
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2.7SEA/1

2.7.1ツ ールの概要

SEA/1は 、企業 レベルの基幹業務 システムの開発 ・保守の効率化をね らい として、 ソフ

トウェア開発 の全工程 を体系的に支援 す るツール体系である。

SEA/1の 基本的な開発思想 は次 の項 目か らなる。

(1)一 貫 した システム開発環境 の提 供

上流工程(シ ステム分析)か ら下流工程(製 造 ・保守)に いたる作業 を支援す るツール群 の

連動 によ り、重複 した操作や無駄 な作業 を除去 した、一貫 した ツール体系 を提供す る。

(2)ソ フ トウェア資産の再利用

プログラムの処理部分の制御構造 、共通処理 およびデータ仕様 を コンポー ネン ト化 し、その

再利用 により生産性を飛躍的に向上 させ る。 そのために、 コンポーネ ン トの定義 、管理及 び再

利用 を しやす くす るための環境 を提供 す る。

(3)ソ フ トウェア資産 の一元管理

必要 な情報 を必要 な時点で、必要 な形で取得で きる環境 を提供 し、資産 の管理 な らびに保守

の効率化 を実現す る。

(4)開 発作業の視覚化、 自動化

設計作業 のよ うな、人間の判断、指示、試行を必要 とす る作業 を容易 にす るために視覚的な

開発環境 を提供す る。例えば、上流工程 における業務分析の内容 や、画面 、帳票 、フ ァイル、

プ ログラム構造等の仕様を図式で表現 す ることにより、 ソフ トウェア仕様の設計 な らびに理解

を容易 にす ることがで きる。

また、仕様か らオブジェク トへ変換す る作業 の自動化 を実現す る。

(5)言 語 の高度化

高生産性言語 システムとして第4世 代言語(IDLH)及 びその対話 的プ ログ ラム開発環境

(IDLTOOL)を 提供す る。

SEA/1は 、 図2.7-1に 示す よ うに、 いわ ゆ る上 流 工程 を支 援 す る業 務 設 計 支 援 シス テ ム

SPECDESSINお よびCOBOLベ ー ス の ソ フ トウ ェア開発 支 援 シス テ ムSOFPIA

と、第4世 代言 語 システ ムIDL皿 か ら構 成 されて い る。SPECDESSINを 利 用 して作
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成 された設 計 情 報 は、詳 細 設 計 や製 造 工 程 の 支援 シ ステ ムで あ るSOFPIAやIDLllへ 引

き継 がれ 、 ライ フサ イ クル を通 した一 貫 した ソ フ トウ ェア開 発支 援 を実現 す る。

次 に 、SEA/1の そ れ ぞ れ の構成 シス テ ムの概 要 を説 明す る。

(1)SPECDESSIN

SPECDESSINは 、 ソ フ トウェア開 発 の上 流 工 程 にお け る分析 、設 計 作 業 を支援 す る'

シ ステ ムで あ り、SPECDESSIN/SAとSPECDESSIN/FLOWの2種 類 の

ツー ルか らな る(図2.7-2)。

SPECDESSIN/SAは 、 シス テ ム分 析 工 程 に お け る、業 務 システ ム の機 能 と情 報 の

関連 の分析/設 計 作 業 の視 覚 化 と標 準 化 を 支援 す る ツー ルで あ る。 業 務 シ ステ ム の現 状 と実 現

イ メー ジ、新 シ ステ ムの業 務 の流 れ を機 能 ・情 報 ・タイ ミングの観 点 か らモ デ ル化 す る手 段 と

して機 能 階層 図 、機 能 情 報 関連 図 、業 務 フ ロー 図 の3種 類 の図 式 に よ る記述 を容 易 にす る機 能

を提供 す る(図2.7-3,図2.7-4)。 これ らの モ デ ル化 した情 報 の一 貫 性 チ ェ ックや モ デ ル修 正

の関 連波 及 箇 所 の検 索 機 能 も備 えて い る。

SPECDESSIN/FLOWは 、 シ ステ ム の概 要 設 計工 程 にお け る計 算 機 処 理 フ ロー の

設計 を支援 す る ツー ル で あ る。 図形 テ ンプ レー トの利 用 に よ り、計 算機 処 理 フ ロー図 、 プ ログ

ラ ム網 図 の記 述 手 段 を提 供 し、 計算 機 処理 フ ロー の段 階 的 詳 細化 を支援 す る(図2.7-5)。 計 算

機処 理 フ ロー 図 は、 サ ブ シ ステ ム単 位 に表 現 した計 算 機 系 の業務 の流 れ を表 す 図 で あ る。 プ ロ

グ ラム網 図 は 、業 務 単 位 の処 理 手順 の流 れ 図 で あ り、 パ タ ー ン集 の利 用 に よ り、 パ ター ンプ ロ

グ ラム指 向 の フ ロー設 計 が 可能 とな る。 プ ロ グ ラ ム網 図か らは、 プ ログ ラ ム単 位 で の入 出力 関

係 を表 現 した プ ロ グ ラム仕様 書 を出 力す る。

SPECDESSINに よ り、

・図 の活 用 によ り分 析 ・設 計 作 業 が容 易

・設計情 報 の一 元 管 理 に よ り、修 正/再 利 用 が 容 易

・最新 の 設 計 情報 が文 書 化 可能

・下流 の工 程 へ 設計 情 報 が 引 き継 が れ 、作 業 の後 戻 りが 減少

とい う効 果 が あ る。
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(2)高 生 産 性 言語 シス テ ムIDLll

IDLH(IntegratedDataOrientedLanguageH)は 、第4世 代 言 語 と して 言語 レベ ル の

大 幅 な引 き上 げ を実 現 した もので あ り、 ア ク シ ョン(事 務 処 理 パ ター ン)を 選 択 し、入 出力 フ

ァイ ル、 画 面 等 を定 義 した後 、入 出 力 記述 を非 手続 き的 に定 義 す るだ け で プ ログ ラ ムが生 成 さ

れ る(図2.7-6)。 この と き、 プ ロ グ ラム全体 の制御 ロ ジ ックや定 型 的 な エ ラー処 理 ロ ジ ックの

自動 生 成 機 能 に よ り、COBOLに 比 べ ユ ーザ の記 述量 を大 幅 に削減 す る こ とがで き る。 ま た 、

言 語 シ ステ ム と して の対 話 的 プ ログ ラ ム開発 環 境(IDLTOOL)を 提 供 してお り、 プ ロ グ

ラ ムの非 手 続 き的 記述(仕 様)を ベー ス に した プ ログ ラム開 発 が 可能 と な る。

IDLHを 使 うこ とに よ り、適 用 分 野 を うま く設 定 した場 合 に、 プ ロ グ ラムの生 産性 が大 幅

に 向上 す る(3～10倍)。

(3)SOFPIA

SOFPIAはCOBOL系 言 語 を 対象 とす る開 発 支援 シ ステ ムで あ る(図2.7-7)。

① 分 散 型 の簡 易 な プ ロ グ ラ ム開 発 環 境

ワー ク ステ ー シ ョン上 で の高 度 な ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス を利用 した プ ロ グ ラム設計 作 業

とホ ス トを接 続 した オ ブ ジ ェ ク ト生 成 等 の ソフ トウ ェア分 散 開 発 を支 援 す る。

② 視 覚 的 な デ ー タ設計 支 援

フ ァイ ル や 画面 、 帳票 な どの デ ー タ構 造 、 レイア ウ ト、項 目属 性 の定 義 を視覚 的 に行 うこ と

が で き、設 計 時点 で シス テ ム利 用 者 と動 作 イ メー ジの確認 と調 整 を行 う こ とが で きる。

③ 部 品化 ・パ タ ー ン化 に よ る ソ フ トウ ェア資産 の再利 用

プ ロ グ ラ ム コー ドの部 品 化 ・パ タ ー ン化 の た めの言 語 や 、部 品 とパ タ ー ンの登録/検 索 機 能 、

カ ス タマ イ ズ機 能 、部 品 の 自動組 み込 み機能 を提 供 し、再 利 用 の た め の環 境 を整備 して い る。

④ ソ フ トウ ェア 資産 の統 合 管理

ソ フ トウ ェア 資産 の一 元 管理 に よ り、最新 の資産 状 況 の検 索 や文 書 化 、仕 様変 更 時 の影 響 範

囲 の把 握 を対 話 形 式 で行 え る。

⑤ 業 務 設 計 支 援 シス テムSPECDESSINと の連 携

SPECDESSIN/FLOWで プ ロ グ ラム単 位 毎 に指 定 した プ ログ ラムパ タ ー ンや 使 用

フ ァ イル の定 義 等 の情 報 か ら プ ロ グ ラム構成 仕 様 を 出力 す る こ とが で きる。SOFPIAで は、

この プ ロ グ ラム構 成仕 様 を パ ター ンカ ス タマ イ ズ時 の情報 と して利 用 す る ことが で き る。
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工費 入力 ファイル名 売上 トラン8

入力記述名 Ψ8⇔工首po7

oo, 出力 ファイル名 作業 ファイル1

出力記述名 冨,-ooτpoτ

MAlNTAIN.

工習 入力 ファイル名 作業 ファイル1

71L■ マ スタファイル名 顧客 マスタ

出力記述名 ■3-oo7po噌

PIL尻 マ スタファイル名 商 品マス タ

出力記述名 翼4-OtπP口?

ooτ 出力 ファイル名
・作業 ファイル2

出力記述名 冨2-oσ τPσ7

w團ΣN 条件 7L▲O《 寸》O良7L入O《2)

00T 出力 ファイル名 更新 トラン9

出力記述名 T9-oσ τP口丁

(2)IDLllに よ る処 理 仕 様 記 述

図2.7-61DLll
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1馴争1・lm眠uR[oα 一別 昏寒 Ψ

レコー ド名 受注 レコー ド 概…要説明 なし1

レコー ド名称 受注 レコー ド 利用者情報 なし
ヨ匡i自国到:～i日 歩冒〒萎1〔:1B4

番号 い'ル 項目名 属性 撒 継 裾 搬 キー

llllllllll"勘 ■ 受 注 レコー ドキー R

09001θ 05 受注番号 9 8

000028 63 受注日付
聡両面㎜75u腿rp
181行佃1桁1機能1画 面定義1線 種1上下線1色1緑ll680930 03 支店コード

*受 注 伝 票*

1

608049 03 得意先コート
900050 03 届け先コート 定義切換

機 能一
θ00068 03 出荷指示予旋

支店コード受注年月日 受注番号 支.店 1θ00070 93 受注明細
x口 回ロロロ 9口口口口口口ロ x口口口口ロ NlI‖ 」 ‖ ‖ ‖ ‖1‖1

一 日三ー 一
冒Rn!1

05 製品コード 編 集 一
000090 85 単価

雇 ヨ

得意先コード 得意先名
1

806190 85 鑓
罫 線

エラー表 示

基 本メニュー

言 　

2.項 目標識

3.全 体標識

4.繰 り返 し

5.行 内 繰 り返 し

x口口口口ロロロ Nllll日 ‖ ‖ ‖Il‖ ‖lI‖1‖IlI
000110 85 錨.

6田120 03 舗 1商品 コー ド 商 品 名 髄 単価
■

Xロ口回ロ口口ロ Nl‖ll‖ll‖ ‖ ‖ 劉IIlIlI‖ ‖Il 9ロロロロ 9ロロm口 口

xロロmロ口回

　 ・

Nl‖ll‖'ll‖1‖ ‖IlIIIl‖ ‖ 覧1 9口回m

　

9口口ロロ日日口口ロ

一 『 一 「〒 ・``

9四日口口ロ日日ロロ1

xロ口口口口口口 Nll‖ ‖ ‖ ‖1‖ ‖ ‖1‖ ‖lII‖ 川 9口口口口 9ロ口口口口口口口口 9口口口口ロロ剛

Xm田 口日日 Nl‖ ‖ ‖ll‖1‖ ‖IIII‖1‖ ‖ ‖1 9ロロロロ 9日日ロ口口口口口口 9ロ口口ロロ口回日日|
1

・X口 口口口口口ロ
Nl‖ ‖ ‖ ‖ ‖1目 ‖III‖1■ ‖ 困Il 9口回口口 9日日口叩 口口口口 9ロロロ口叩 四日ロ1

X口口口口日日ロ NlI‖ ‖ ‖ ‖IIIIIIlI■ ‖ 覧 ‖1 9口回口口 9口口ロロロm口 口 9口口口口口叩 口回1

十全言1 9lm口口口叩 口口1

(1)フ ァイル定 義 、 画 面定 義

博ト画一57旦 堅rkM
***プ ログラム定 義状 況i*** 購 緬p㎜ の 行 間 P

入 力ライプうリSEA@SP801SPOIl
範 囲 開 始:終 了:現 在 行:00005

◆.8...1...2...3...4...5...6...7...8...9...10 ..11..12..13..14..15

開 始

'定義名
IPS555

・

lREV. 8θ7

撫 PRE 部節定義状況
ファイル数 3 CONTROL

IDENTIFICATION

ENVIRONHENT

INPUT-OUTPUT

SUB-SCHEHA

無
宿
有
有

トーrl主処理1
`基本表数

o 1ト ーー フ ァイルオ ープ ン
1

仮想表敷 8 1トTFILE言 』 ン
.

画面数 1 1ト ーー ー リス ト初期 設定処理
.

共通1リア数 o 有 「 』1…=叫 奉ξ ■ 、些_._一 ーーーー 一
手続き数 4芳 しエ両耐 臼㎜(捌 θ 駆r、 ∂

範 囲 開 始:終 了:現 在 行:0007行 数:8031

....*....1....*....2....*.〆..3....*....4....*....5....8 ....6....*...魯7.識 号llf面

ト 《 〉一(IF:入 力 ス イ ッチ1・1-↑RUE;E302S1)

ll[THEN]

lL－ ー一(CALL:MFILEキ ー 設 定 処 理;E414U1)

lL-(CALL・:MFILE読 込 ル ー チ ン;E3θ3S1)

1-《 〉一(IF:入 力 ス イ ッチ2=1-TRUE;E302S2)

ll[THEN]

lL-「 一(CALL:MFILE2キ ー 設 定 処 理;E414U2)

lL(CALL:MFILE2読 込 ル ー チ ン;E393S2)

卜一一◇ 一(IF:入 力 ス イ ッチ1・1-TRUE;E304S1)

ll[THEN]

〔 一・'_口

⇒
ア

豆Il順 次IBEGINrlFITHENIE蹴llCASEIOFIO↑HERI-1 NEXT

　議

(2)プ ロ グ ラム定義

図2.7-7SOFPIA
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2.7.2効 果

SEA/1は 現 在3、000以 上のユーザで使われて いる。SEA/1の 導入 による主な効

果を整理す る と次の ようになる。

①生産性 の向上

安定 したパター ン ・部品 の再利用 により記述量 を少 な くす ることがで きる。 さらに、品質確

保作業を削減す ることがで き、生産性の向上 がはかれる。特 に、IDLllで は、COBOLで

コーデ ィングした場合 に比較 して1/3以 下 の コーデ ィング量 ですみ、開発工数が大幅 に削減 で き

る。また、標準化 の推進 によ り個人差 の少 ないプログラム開発が可能 とな る。

②保守性の向上

SEA/1の プ ロダク ト管理機能によ り、修正箇所 の確認 、影響範囲 の検 索が可能 にな りシ

ステムの保守効率 が向上す る。プ ログラム生産物 と同期の とれた ドキュメ ン トが 自動 的 に得 ら

れることによる効 果が大 きい。また、標準 的なパター ンの利用 により誰が見て も分か りやすい

プログラムにな り、比較 的簡単に機能変更 、機能追加が行え るよ うにな る。

③管理面 の向上

開発 ソフ トウェアの検収物件 としてSEA/1で 生成 され る各種 の ドキ ュメン トは有効で あ

る。

④要員 スキルの同上

システム開発技法や プログラム作成能力を短期 的に習得す ることがで きる。

2.7.3適 用上の注意

SEA/1を 導入す る ことによる生産性向上 の効果をよ り顕著 にす るための留意点 について

説明す る。

①標準化 の推進

SEA/1に よる生産性 の向上 の成果を顕著 にす るた めには、開発 チー ム全体 の ソフ トウェ

ア環境の標準化が不可欠 である。あ るいは、SEA/1は 、標準化 を進め るための道具 である

と考 えることもで きる。標準化の項 目として は、データ項 目名のネー ミング規則 か ら端末 の運

用形態 にいた るまで多岐 に渡 って存在す る。標準化 が どの程度 まで進 め られ るかは、それぞれ

の会社 の事情 に依存す る事項 ではあ るが、標準化の ノウハ ウの深化 が重要であ り、SEと の協

力関係が必 要であ ることは言 うまで もない。
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②部品化

開発 した ものがそのまま簡単 に部品 として再利用で きるとい うものではない。部品化 を進め

るためには、最初 か ら部品 として開発す る もの としての十分 な考慮を してお く必要が ある。

③導入投資

新 しくSEA/1を 導入す るためには要員の教育や習熟す るまでに必要 な期 間を見込 んだ計

画を立ててお くことが必要 であ る。

2.7.4課 題

SEA/1は 、以上 の説 明 したよ うに上流工程(シ ステム分析)か ら下流工程(製 造 ・保守)

にいた るソフ トウェア開発 の全工程 を体 系的 に支援す るツール体系 を提供す る ものあ るが、ま

だ不十分 な機能 もある。SEA/1を さらに強化す る必要 があ ると思われ る点 と しては、次 の

よ うな項 目がある。

① デー タ分析 か らデー タ設計へっなげるためのツールなどの、上流工程支援強化。

②分散環境下 での開発資源 の管理 ・保護機能 の強化。開発時の各種 の承認作業 をど う手順化す

るか のよ うな問題 もある。

③ ワープロ等 の文書処理 システムや、運用 システムとの連携強化。

④ 自動化機能 強化 。上流工程 、テス トの自動化 などは まだ工夫す る余地 があ る。

⑤CASEの イ ンタ フェー スの標準化 な どにより他の ソフ トウェア開発支援 ツール との連携。
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2.8PRIDE

2.8.1PRIDEの 概要

情 報 システ ムの設計 ・開発 ・維持管理 を支援す る方法論パ ッケー ジで あ るPRIDEフ ァ ミ

リ ・パ ッケージは、米国MBA社 が 開発 し、国内 において は日本プ ライ ド社が販売 ・サ ポー ト

してい る。

このパ ッケー ジの原型であ るPRIDE方 法論が1971年 に提供 されて以来 、方法論 やツ

ールが次 々と開発 され
、現在の ファ ミリ ・パ ッケージを構成 して きてい る。構成す るパ ッケー

ジを方 法論 とツールの順 に次に示す 。

・情報戦略の立案を支援す るEEMとCAP

・システムの設計 ・開発 ・維持 を支援 す るISEMとASE

・デー タベースの設計 ・構築を支援 す るDBEMとDBD

・プ ロジェク ト管理を支援す るPMS

・上記パ ッケー ジの管理対象を部 品 と して管理す るIRM

これ らの方法論 とツールによ ってPRIDEは 、企業の中 に情報工場 を実現 しよ うと してい

る。

2.8.2情 報工場 とPRIDE

(D情 報工場

企業 にお けるシステム部門の役割 は、単 に ソフ トウェアを開発 して運用す ることで はない。

企業の ビジネスをささえる情報 システ ムを生産 してユーザに提供 し続 けてい くことにある。ち

ょうど自動車 メーカーが車を生産 してユーザ に提供す るといった役割 に類似 している。

即 ち、 システムの設計 ・開発 ・維持 を行 うとい うことは、情報 システ ムを生産 する工場を運

営 す ることと同義 になる。 これを 「情報工場」 と呼んでいる。

情報工場を運営す るには、工学 アプ ローチを もった方法論 と技法 とツールが必要 となる。 こ

れを図2.8-1に 示すよ うにPRIDEフ ァ ミリ ・パ ッケージが提供 してい るのである。

(2)情 報工場 の部品表==IRM

工場の基幹 データベースは、何 とい って も部品表である。 この部品表に相 当す るものがIR

Mで あ り、対象 とな る情報工場 の部品 を情報資源 とい う。IRMに は情報資源の管理機能があ
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るた め 、情 報 資 源管 理 シス テ ム と呼 ばれ て い る。

この シス テ ム は、図2.8-2に 示す よ うに 、設 計者 な らび に管 理 者 に情 報 システ ム に関 す る

仕 様情 報 を 提 供 す る こと を狙 って い る。 同 時 に 、開 発者 に対 して も種 々の 開発 ツー ルの 定 義 体

を 提供 して 開 発 作業 を支 援 す る もので あ る。

(3)情 報 資 源 と仕 様 情 報

IRMの 管 理 す る情 報 資 源 は、 図2.8-3に 示 す よ うに、 情 報 を 活 用 す る組 織(誰 が 、 何 の

ため に)、 情 報 要求(い っ 、 どん な デ ー タを使 って何 をみ た いの か)、 情 報 を 提供 す るた め に

必 要 な デ ー タ(情 報 ア ウ トプ ッ ト、 デ ー タを収 集 す るイ ンプ ッ ト、 デ ー タを蓄 積 す る フ ァイ ル 、

デ ー タのハ ン ドリングを す る レコー ド、 デ ー タ項 目、 コー ル形 式)デ ー タを処 理 す る システ ム

(シ ス テ ム、 サ ブ シス テ ム、 プ ロセ ジ ャ ・プ ロ グラム、 モ ジュ ール)、 情 報 システ ムを 開 発 ・

維持 す る プ ロ ジェ ク ト(プ ロ ジ ェ ク ト、 要員 、 スキ ル、 修 正 改 善 要 望)の20種 類が あ る。

これ らの 情 報 資源 は、 全 て 部 品 と して 管理 され相 互 に関 係 づ け られ て い る。 この相 互 関 係 を

利用 す る こ とに よ ・て 、 さ まざ ま な仕 様情 報 を提 供す る こ とが で き る。 その 例 を図2.8-4に

示 す。

(4)情 報CIMへ の 挑 戦

製 造 工 場 にお いてCIM(ComputerIntegratedManufacturing)が 指 向 され て い るが 、情 報

工場 にお いて も例 外 で はな い。 この た めPRIDEで は、 図2.8-5に 示 す よ うに多 くの 企 業

で使 わ れ て る実践 的 ツ ール との統 合化 によ る情 報CIMに 果 敢 に挑 戦 を い どん で い る。 この ケ

ー スで は、 ドキ ュメ ン トツ ール と して 富 士XEROX社 のJ-STAR、 開 発 ツール と して パ

ン ソフ ィ ック社 のTELONを っ な ぎ、 設計 か ら開発 ・メ ンテ な どの 一貫 した プ ラ ッ トフ ォ ー

ムを実 現 しよ う とす る もの で あ る。

ま た、 米 国MBA社 で は、 図2.8-1に 示 したPRIDEフ ァ ミ リ ・パ ッケー ジの ツ ール 群

を 、IBM社 のPS2/OS2に 移 植 しよ う と して お り、 ワ ー クステ ー シ ョンを活 用 した 分 散

開発 環 境 の 実現 を狙 って い る。

この よ うに,PRIDEフ ァ ミ リ ・パ ッケ ー ジは、CASE(Computer-AidedSoftwarEn-

gineering)の 枠 を越 え て情 報 工場 の実 現 を狙 ったエ ン ジニ ア リング ・ツー ル なの で あ る。
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IRMはPRIDEで 規定され るシステム部門業務

を広範 に支援 します 。

tttttli…{,tc)X
.設 計 仕様 に基 づ くワークシートの 作成 システム分 析 者

・フローチャートの 作成(SA)

・設 計 内 容 の整 合 性 、漏 れ のチェック

・設 計 変 更 の影 響 度 分 析

・開発 計画 の 基 礎テ㌧ タを確 認

・開発順 序 の 設 定

・開発 の進 行 状 況 の把 握

・テストの漏 れ をチェワク

プログラム分 析者

(PA)

塵

固ADABAS

IDEAL

DB2

図2.8-2情 報資源管理の狙い

開発支援

ツール

COBOL

PL/l

EASY・PLUS

NOMADIl



」PRZDり5霜器乞罐
IRMComρonent

Re'ationshil)s

修正/改 善

要望

イ ンプット/

アウ トプット

サ ブ

シ ス テ ム

機 能/組 織

エ ンティティ

情報要求

利 用部門

プ ロセジ ャ

作 業

ス テ ップ

〉 ベ デー

＼ タ

サ プ

シ ス テ ム

物理/論 理属性

コンピュータ

プ ロセ ジ ャ

、

U

く

、

プ ロ グ ラ ム

コー ル 形 式

図2.8-3情 報 資 源
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『

OD-PJIO4 サブシステム別プロセジャ一覧表 日付:89-5-30 ペー ジ`

サブシステム番号 サブシステム名称 作 成 者 承 認 者 更 新 日 頻 度 開始時期 処理時間

JAO5 購入{白頭受付手配 1くATUDA SUZUKI 88-8-17 1D 10H 1H

サ ブ シ ス テ ム 以 明 入出力頓累番号 入出力頓原名称 処理内容 プアイル番号 ファイル名称 処理内容

国香購入依頼書を評価 ・検討する.妥 当と回書事務が判断したもの
については 予算を引き落し、口書を嬬貝へ発注する.

機能説明
聞書α入依頼書は.図 書事務が記入内容をチェックする.不 偏の発

見されたものについて底 社員に聞き直し、不足情報は出版目録照会サービスで補足する.

図書購入依類書は、必要なデータ項目を入力して.以 下のチェプク
丘行う.

‖撚 鰭1竃 …聴 欝1}こ竃纂 を
超過しないか.ま た.月 次予算 を超過 しても、年次子算
を超過しないか.

総てのチェックをパスしたものは、 登録され、予算を引き落す.図
書口入依頼書は購買へ 回す.チ ェックにパス しなかったものについて
{丈 登録 されない.回 書事務が.回 書胡人依頼が却下されたこととそ
の理由を社員に伝え る.

'

ID-JAOCO
ID-JAODO
ID-JAOCO

回書α入依頼書
依頼香登録百面
回書口入依頼書

u

C
u

FD-JOO20
FD-」0030
FD-30040
FD-joO60
FD-JOO70

社員
回書α入依頼
回書購入年度予算
国書
但書ぽ入月次予算

R
CR

UR
R

UR

プ白竜ジャ番号 プロセジャ名称 作 成 者 承9者 更 新 日 プロセジャID 区分 処理時間

JAO501 回書同人依頼香チェック IMAI SUZUKI 88-8-17 M

受付けた図書α入依頼書の、各項 目に不日がないか を確 かめ る.
不偏のもの を発見 したら、社員 に問い直す.あ るいは、 「出版 日

日照会サービス1を 利用す る.必 要な項 目が埋め られているものは依
頼香No.を 発書す る.

使用O/F番 号 使用OD/FD名 称 タイプ 処理内容

ID-JAOCO
ID-JAOCO
OD-JAAGO

図書α入依頼香
図書購λ依頼書
出版目録照会サービス

プロセジャ番号 プロセジや名称 作 成 .者 、承 認 者 更 新 日 プロセジャID 区分 処理時間

JAO502 国書口入依類書入力 IMAI SUZUKI 88-8-17 M

1

図2.8-4(1) IRMの 提供す る仕様情報 の例(設 計 レポー ト)
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OD-IIOO5
霞面変頂表

ID/OD番 号:ID-RSMOO 8付:89/9/25

1.D-RSMOO
月次生産計画メニュー西面

ID-RSM10
月次DB蒋 設定メニュー西面

ID-RSM11
設定内容人手変更メニュー西面

ID-RSM12
タンク初期在庫一覧百面

ID-RSM13
タンク初期在庫変更百面

1D-RSM14
生産計画パラメータ変更画面

ID-RSM15
原油グループ別収率変更百面

ID-RSM16
原油別収率変更西面

ID-RSM17
原油配管内海油一覧画面

1D-RSMユ8
原油配管内済油変更百面

ID-RSM20
ドラフ ト処理パ ターンメニュー

・ ID-RSM21ド
ラフ ト原油処理パターン作成

ID-RSM22
衷遺要求照会

1D-RSM23
原油配船計画照会

図2.'8-4(2) IRMの 提供する仕様情報の例(階 層図)
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PRIDE-ASDMZDJU

、

OD-ZDBIOサ ブシステム関連チープルJA

コンポーネント番号 JAO1 JAO2 JAO3 JAO4 JAO5 JAO6 JAO7 JAO8

コンポーネント名称
年次図書利
用購入管理

年次国香購
入計画作成

図書購入予
算修正

計画購入図
書選定

購入依頼受
付手配

国香検収 月次図書購
入管理

国香登録

FD-JOO20

FD-JOO30

FD-JOO40
FD-」0050

FD-JOO60

FD-JOO70
1D-JAOAO

ID-JAOBO
ID-JAOCO

ID-JAODO

ID-JAOEO
ID-JAOFO
ID-JAOGO

OD-JAAAO
OD-JAABO

OD-JAACO

OD-JAADO
OD-JAAEO

OD-JAAFO

社員
図書購入依頼
回書購入年度予算
図書分類
図書
国香購入月次予算
月次予算登録西面
図書購入予算修正画面
回書購入依頼書
依頼書登録西面
納品書
検収登録面面
図書登録画面
図書利用実績リス ト
購入依頼月別実績 リス ト
未納入図書一覧表
検収済み図書一覧表
回書購入管理表
図書分類体系表

//R

//R
//R

C//

//R

C//
/u/

C//R
C//R

`

//R

/u/

/u/

//R

C//

C//

//R
C//R
/U/R

//R
/U/R

/u/
C//

//R/
U/R

/u/

/u/

/u/
/u/

C//

//R/
/R

//R

C//

/u/

//R
C//

/u/

//R

//R

ノ

図2.8-4(3)IRMの 提 供 す る仕 様 情 報 の 例(マ トリッ クス表)
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図2.8 4(4) IRMの 提供 する仕様情報の例(フ ローチ ャー ト)
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図2.8-4(5) IRMの 提供す る仕様情報の例(レ コー ドレイアウ ト)
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ド キ』ユメントッール

ンステムの設計

PRIDE

開発方法論

ISEM

弾
設計仕 様のテ㌧タへ㌧ス

#
アプ リケーションジ ェネレータ

tJ-STARJ

⇒

照 覧 一㎜

O
↑

t7ELON1

図2.8-5実 践 的 ツールとの統 合化 による情 報CIMへ の挑戦



2.9XPT-IIに よ る開発 環境 の構 築

2.9.1プ ロ セ ス ・プ ログ ラ ミ ング と ソフ トウ ェ ア開発

(1)プ ロセ ス ・プ ロ グ ラ ミング とは

ソフ トウ ェ ア ・プ ロ セ ス に関 す る研 究 は第9回 ソ フ トウェ アプ ロセ ス 工 学 国 際 会議(9th,

ICSE)で コ ロ ラ ド大 学 のL.Osterwei1の 基 調 講演"SoftwareProsessesareSoftware

toO."に よっ て い る。

こ こで い う、 プ ロセ ス とは以 下の様 な もの で あ る。

・プ ロセ ス とは

あ る仕 事 や 作 業 を行 うた め に、 人 間 が行 う知 的作 業

・ソ フ トウ ェ ア ・プ ロセ ス とは

ソフ トウェ ア開発 に伴 う人間 の様 々 な知 的活 動

即 ち、 ソフ トウェ ア開発 手 順 そ の も ので あ る。

一 般 に様 々 な方 法 論 が あ るが、 方法 論 を 一言 で言 う と以 下 の様 に考 え られ るの で は な いか。

方法 論 と は、 物 を ステ ップ ・バ イ ・ス テ ップ に作 るた め に

・その ス テ ッ プ を工程 と して定 義

・そ の工 程 の 成 果 物 を定 義

・その 成 果 物 を作 成 の仕 方 を決 め る

・また、 そ の 成 果 物 の評 価法 も あわ せ て定 め る

これ らを、 集 大 成 した もの が 方法 論 で あ る とい って も過 言で は な いだ ろ うか 。 その 、 方法 論 の
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うえにその成果物 を作成す る際 に使用す る書 式、図式等が技法に該 当す るのではないか。 また、

それ らを効率的 に作成す るための工具が、 一般 に言 われているCASEツ ールではないか。 こ

こでは、CASEの 定義 をもっ と広 くとる。

CASEと は

人間がソフ トウェアを作成す る際の知的活動 を

支援す るもの。

従 って、上記の狭 い意味でのCASEも 含 まれる。 また、知的活動 その ものを 自動化 ・無人

化す ることも含 まれる。即ち、 ソフ トウェア ・プ ロセスを対象 と して、 それを含 んだ開発環境

を作 り上げることを意味す る。

(2)ツ ールの統合の仕 方

既存のツールを統合 しようとす る試 みがあるが、 それ には以下の3通 りの方法が ある。

1)弱 い統合

ツー ル 間 の イ ンター フ ェ イ スや ユ ー ザ イ ンタ フ ェ イ スを統 一す る こ とで ツー

ル を統 合 す る もの

2)強 い結合

あるメソッ ドをベー スにおいて、 それに適合す るツー ルを統合 する

3)モ デルを基礎 とした統合

開発過程 をモデル化 して、 その過程 にあわせたツールを統合す る

弱 い結合 は、 統合する人が何等かの方法論を想定 して結合する ことになる と考 えられ る。 そう

でない と、世の中の全てのツールを統合す ることになって しまう。強 い結合 は旧来か らある方
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法論 を基盤 としてそれ用の ツールを作成 してい くことである。 よって、新 しい方法論が提唱 さ

れ、 それに変更す る場合 は無効である。三番 目のモデルを基礎 とした結合 は、 我々が今 まで行

って きたソフ トウェア開発 その ものである。すなわち、 経理 システム を作成す る場合、経理部

門 を担 当 している経理部 員 にヒアリングを して対象 システムをモデル化す る(事 前調査、基 本

設計)、 そのモデ ルを もとに人間の活動 をプログラミング してい く(詳 細設計、 プログラミン

グ)と いうもの とお な じで ある。

経理活動

↓

↓

システム設計

↓

↓

コンピュー タ化

人間の知的活動

プロセス として定義

プロセスプログラ ミング

発開アエウトフソ

ー

∀

1
Ψ

O川ノデモ(計設ムテスシ

ー
Ψ

1
Ψ

築構の境環発開

(3)プ ロセ ス ・プ ロ グ ラ ミン グに お け るソ フ トウ ェ ア開発

プ ロセ ス ・プ ログ ラ ミ ングが 可能 に なれ ば、 ソフ トウ ェア開 発 は次 の よ うに な る。

1)ソ フ トウ ェ ア ・エ ン ジニ ア(SEの 神 様 的存 在)が 、 プmセ ス ・オブ ジ ェ ク ト

を作 成 す る。 プ ロセ ス ・オ ブ ジェ ク トにはプ ロセ スを記 述 す る もの と、 プ ロ ダ

ク トを記 述 す る もの が ある。

2)ソ フ トウェ ア技 術 者 は プ ロセ ス ・ア ル ゴ リズ ム を 実行 しなが ら、 仕様 、 コー ド

等 を 埋 め込 ん で い きな が ら、 ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク トを生 成 す る。即 ち、 プ

ロセ ス ・オブ ジ ェ ク トの イ ンス タ ンス を生成 す る。
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3)ま た、 ユー ザ は その ソ フ トウ ェア ・プ ロダ ク トを カ ス タマ イ ズ して 自分 の仕 事

を成 し遂 げて い く。 す なわ ち、 ソ フ トウェ ア ・プ ロ ダ ク トか ら イ ンス タ ン スを

生 成 して い く。

ソフ トウ ェ ア ・

エ ンジニ ア 一〉→ → → 一〉

ソ フ トウ ェ ア ・オブ ジ ェク ト

プロ セ ス

プロ ダ ク ト

↓

↓イ ン ス タ ンス

↓

ソフ トウ ェ ア ・

技 術 者

・一〉一〉→ 一〉一〉 ソフ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト

↓

↓イ ンス タ ン ス

↓

ユ ーザ → 一〉→ → → アプ リケー シ ョ ン

2.9.2XPT-IIに よる プ ロセ ス ・プ ロ グ ラ ミ ングの 実現

CSK総 合研 究 所 で 開発 され たエ キ スパ ー トシ ステ ム開 発 支援 ツ ー ルXPT-IIを 用 い て プ

ロセ ス ・プ ログ ラ ミングの パ ラ ダ イム を 実現 す る こ とを考 えて み た。XPT-IIの 簡 単 な紹 介

を して お く と次 の よ うに な る。

(1)エ キ ス パー トシ ステ ムXPT-II

稼 働 マ シ ン
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IBM汎 用 機(MVS、VM)

OS/2,UNIXが 稼 働 す るパ ソコ ン、 ワ ー クス テ シ ョ ン

知 識 表 現

オブ ジェ ク ト指 向 をベ ー ス に した フ レー ム表 現

プ ロ ダ クシ ョン ・ルー ル表 現

prolog述 語 表 現

推 論 機 構

黒 板 モ デ ル

マ ンマ シ ン ・イ ンタ ーフ ェ ス

汎 用機 上 での マ ルチ ウ イ ン ドウ、 マ ウ ス等

黒板モデル推論機構

サブシステム

知識ベー ス管理

サブシステム

知識ベー ス

図2.9-1

ウイン ドウ

サブシステム

他 シス テム との

イ ンタ フ ェー ス

サ ブ シス テ ム

XPT-IIの 汎用機 での構成

端末 ソフ ト

デ ー タベ ー ス、 他 の フ ァ イル

既存言語
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(2)シ ステムの構成

① プロセス管理

プロセスをオブ ジェク トとして登録す る。情報 と しては、 以下 のものを登録 した。

プ ロセス名

開始条件(そ のプロセスが開始 して よい条件、 開始前 に完成 されていな けれ

ばな らない成果物)

終 了条件(そ のプロセスが完 了 したときの継続 プロセスと作成 され た成果物)

見積 ルール(所 要 日数)

② プロダク ト管理

作成 される ドキ ュメン トを登録する。

ドキュメン ト名称 、

作成手順(参 照す る ドキュメン ト、書式、 ツール)

プロセ スとの関連をつ ける

プ ロ セ ス ・オ ブ ジ ェク ト

プ ロセ スa

プ ロセ スb

図2.9-2 システムの概 念図

プ ロ ダ ク ト ・オブ ジ ェ ク ト

ドキ ュメ ン トa

ドキ ュ メ ン トb
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(3)問 題点

・プロセス自体 の記述ができていない

あるメーカーの方法論をインプ リメン トしたが、結果的には ドキュメ ン ト間

の相 互関連、書式の提示に しかすぎなかった。 インプリメン トにも問題 は有

ると考え るが、現状の方法論 を鑑 みるに ドキュメン トの書 式は示 され るが、

それを どの様 に作成するかは記述 されていない。即ち、 プロセ ス自体 が まだ

記述 されていないということである。

・作成用のツール との インターフェイスが とれていない

これは、単 にインプ リメン トできなかった ということで技術 的には時 間 と工

数の問題である。

・ユーザインタフェイスが まだまだである。

い くっかのプmセ スをうないでプロジェク トの工程を作成す るため にPER

Tの ネ ッ トワーク図を用 いた。 この際、 ビジュアルな操作 で出来 る ように し

たが、画面の大きさの制限で思 うような操作性 を得 ることができなかった。

(4)効 果

・結果 的には、 プロジェク ト管理用の ツール しか出来 なかった。

計画作成の為の支援 ツール(過 去の類似プロジェク トを持 って きて新規プ ロ

ジェク トの計画立案に利用)

・初心者 には開発の手順書 として使える。

初心者 には教育な しで も(言 い過 ぎか)開 発計画が立て られ る。

2.9,3プ ロセス ・プログラミングの課題

プロセス ・プログラムは 「簡単 に書 けるが しか し意味のないものか、 ほ とん ど書 けないもの

か、 の2極 に分類 されるだろう」とい う予想がある。現在の方法論 を考 えてみる と、肝心な部
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分は、 当り前 かも知れないがほ とん ど人間 の直感 に頼 っている。 この 直感に よっている部分 が

記述できるかが、問題である。今後の研 究課題 としては次の様 に考 える。

・プロセスを記述す る言語の開発

手順 と して記述するのではな く、宣言的に記述 され るべ きであろう。

・人間の協調作業をも記述で きるこ と

開発の段階では人間の協調作業(時 間的、空間的に隔たってい る)が あ るが、

これらを どの ようにインプ リメ ン トするか

・プロセスを とにか く書 き下す努力

自然言語で もよいか ら活動のすべてを書 き下す努 力が いる

・方法論 と、それをサポー トす るツールの定義

方法論の洗 い出 しと、既存 ツール との関連 を明確 にする。

・ツールを構成要素(FRAGMENT)に 分解 して、 それを組 み立 てる仕組 み と

管理す る仕組みの構築

2.9.4CASEツ ールに要求 され る事項

仮 に、CASEツ ールの要求仕様書 をまとめる とした ら、次 の様 になる と思 われ る。

・開発 ・保守の全工程 をサポー トす るζと。即ち、 ソフ トウェアのライフサ イク

ル全体 をサポー トする。

縦=垂 直の統合 情報 の連続 性

・分散 開発環境 であること。

横=水 平の統合 MMLの 実現
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・一つの方法論 に依存 しない こと。

方法論が取捨選択できる 方法論 がprogram可 能

・OPENARCHITECTUREで あること。

これ らの要求 を満たす ためには下記の様な開発環境 を作成す るシェルが必要である。

プロセスのプログラ ミング プロセスの適用

↓ ↑

開発環境(シ ェル)

プロセス

パ ラダイム

プロセス

パラダイム

今 までの記述 か ら明 らかな ように、 プロセスを記述出来 たとす ると、 それをインプ リメン ト

す るの にエキスパー トシステムは有効 である。その際の、 システム構成 は次の様 にな ると考 え

る。
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闇
システムを開発

↑

Methodology

KB

(プ ロ セ ス)

ToolsFragment

KB

→

開発環境構 築ツール

→ エキスパー トシステム構築支援 ツール

(XPT)

MainFrameで

→ 稼 働

W/S,PCで 稼働

方 法 論 を

Cprogrammlng

A

S

E

分散を可能に

する

↑

環境を構築

環境構築者

図2.9-3 エキスパー トシステムをシェルとす る開発環境
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2.10構 造化分析 を中心 と した方法 論

2.10.1構 造化分析 の概 要

ソフ トウェ アの開発 はい くつ かの段 階 を経て進め られる。その 中で も初期 の段 階、すなわち

「あい まいな要求 をそれ な りに形式化 した仕様書 に変換 する過程 」(要 求定 義)を 支援 する方

法論が構造化分析(StructuredAnalysis、 略 してSAと も呼 ぶ)で ある。

構造化分析 は、 出版物 、セ ミナー会社 、CASEツ ール ・ベ ンダーな ど様 々 な手段 によって、

1970年 末頃 から欧米 を中心に広 く普及 した。現在 、CASEツ ールと呼 ばれているものは、

この構 造化 分析 を支援 してい るこ とが多 い 。構 造化分析 は、様 々な媒体 を通 じて普及 したた

め別 の呼 び方を した り、厳 密 にはその表記形式 や方法論の指針 な どにおいて多少違 いが見 られ

る場合 もあ るが、 一般 に構 造化分析 と言えば、DeMarcoら が開発 した構 造化分析 を指 す

1)
o

DeMarcoら の構 造化分 析 で使 わ れ る仕 様 書 の内 、 そ の特 徴 を よ く表 わ して い る のがD

FD(DataFlowDiagram)で あ る(図2.10-1)。DFDは 主 と して、機 能

上位層 か らの

データフロー群

＼

デ ー タ フロー を

グル ープ化 す る

デ ー タ フロー を

分 割 す る

○ プ・セス

→ デ ー タ フ ロー

関連 す る

デ ー タフ ロー 同士 を

まとめ る

デ ー タフ ロー群 に

対 応 してい る

プ ロセ ス を

書 き加 え る

DFD4.3DFDを 作 成 す る

新たな

内部フローを

書き加える

デ ー タ フロー 群 と

そ れに対 応 す る

プ ロセ ス を結 ぶ

下位層への

データフロー群

図2.10-1DataFlowDiagram〔DFD)
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要求 を表 わすプ ロセス と、 プロセスに入/出 力 す るデー タフローやファイルか ら成 り立 うてお

り、 プロセスには処理機 能 を表 わす名 前が、 データフ ローには フローが結 んでい る要素間 のイ

ンター フェイスを表 わす名 前が付 けられる。DeMarcoら の構造化分析 で は、 プロセ スの

起動 タイ ミングやデ分一ータフローの処理 タイ ミングは、注釈 と して表わす ことを除 けばDFDに

直接記述 しないため、DFDの 読み方 は非常 にシ ンプルであ る。例 えば、図2.10-1の プロセス

「デー タフローを分割 する」 とそれに入/出 力 す るデー タフローについては、単 に、 「上位 層

か らのデータフ ロー群」 は 「デー タフロー を分割 す る」 に入 りそ こで 「デー タフロー」 に変換

され る、 とい う読 み方 をするに過 ぎない。

DFD上 の プ ロセスは、別の新 たなDFDへ と詳細化 で きる。その結果 、DFDは 階層 的に

分割 され、元のプ ロセス とそれ に対応 する新 たなDFDと の間には平衡性 が成 り立つ。す なわ

フ ローH

処 理名D

ローF

・・セ・ ・… セ…ローYロ ーE・ ・セスフロー

BIB3
B4

プ ロセ ス 『 プ ロセ

フ ローB

DFD4.3.2処 理 名B

プ ロセ ス

Dlプ ロセ ス

フ ロ ーF

DFD4.3.4処 理 名D

フ ロ ーA

DFD4.3.1

＼xZロ ーD

フ ローC

DFD4.3.3

ノ

図2.10-2DFDの 階 層 間 に お け る平衡 性
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ち、元の プロセスの名 前 や番号 は、新 たなDFDの 名 前や番 号 と一致す る(番 号 に関 しては、

便 宜上、元 のプ ロセスが属 す るDFDの 番号 の最小桁 に、元 の プロセ ス番 号 を追加 した もの を

新 たなDFDの 番号 とす る場合 が一般 的である)。 さらに、元 の プロセスへの入/出 力 デー タ

フロー名 は、新 ただなDFDへ の入/出 力 デー タフロー名 と一致す る(図2.10-2)。 この平衡

性 のおか げで、DFDの 詳細化 において抜 けや矛盾 がないか を容易 に検 証で きる。

これ以上 分解 で きな い(プ リミティブな)プ ロセスは、 ミニ仕様書et置 き換 える(図2.10-3

)。 ミニ仕様書 には、設計 に必要 なすべての情報 を記述 す る。記述の仕 方は、構造 化 言語、 デ

2 4

'13

ジノDR)o

○ プ リミティブなプロセス

¢

'

'

1

2

DFD2.2

ミニ仕 様 書2.1

3

4

ミニf±‡叢書24

24

13

DFD2.3

1

2 4 〆

一 /

一 1 3 /
'

2.4 DFD 4.3
ノ
/

4 3 2 4

'

12 令 1 3

DFD4.1
,

・ DFD 4.2 ノ

!

2 4 ＼
1

: 3

3 2
.

DFD3.2 DFD 3.4
一 ーーー7

/ ノ

43

12

DFD3・1ミ ニ仕様 書3・31/

図2.10-3全 体 か ら見 た階層構 造
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シジ ョン ・テー ブル、デ シジ ョン ・ツ リー などを用 いるのが一般的だが、制御構 造 を記述で き

る ものであれば他 の手段 を用 いて も構 わない。 プロセスの分割 に並行 して、デ ー タフローの分

割/ク ルー プ化 もなされ る。その際、 デー タフロー を どう定義 したか をデー タ ・デ ィクショナ

リに記述 す る。 ま た、 データ ・デ ィク シ ョナ リには ファイルの定義 も記述 す る。

以上3つ の仕様 書(DFD、 ミニ仕 様書 、お よびデー タ ・ディク シ ョナ リ)は 、DeMar

coら の構造化 分析で使 われる主 な仕様書 であ り、それぞれは互いに密接 に絡み合 ってい る(図

2.10-4)。

要求仕様 書を作成 した後 は、 それを 「ど う実現す るか を決定」(設 計)す る必要 があ る。そ

の場合 の方法論 と しては、構造化設計(StructuredDesign、 略 してSDと

㎜
ノ

、

、

デ ー タ フ

!

DFDO

!

、

、

デ ー タ フ

1

DFD2

!

、

、

デ ー タ フ

!

DFD24

! 、

デ ー タ フ

!

DFD24.3

!

、

、

デ ー タ フ

1

DFD2.4.3.1

A

DCD(DataContextDiagram)と は 、 最 上 位 に位 置 す る特 殊 なDFD'

"

'

デ ー タ フ ロ ー

デ ー タ フ ロー

ミ ニ 仕 様 書

2.4.3.1・ ・5.2

図2.10-43つ の仕 様書 のつ なが りを示 す複合 図
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も呼 ぶ)を 採用 す るケースが多 く見受 け られる2)。

2.10.2効 果

DeMarcoら の構造化分析 に よるソ フ トウェア開発 は、1970年 代末か ら1980年

代 始 め にかけて盛 んに行 なわれて いる。

米国 の400余 りの研 究機関 に対 して1987年 に実施 されたア ンケー ト調査で は、何 らか

の標準化技術 を使 って いる と答え た研究機 関の内、6割 以上がDeMarcoら の構造化分析 、

もしくはそれ に準 じた方法論 を使用 している とい う結果 が出てい る(表2.10-1)。 さ らに、 こ

の ア ンケー ト調査 で は、何 らかの標準化技術 を使 って いる と答 えた研究機関 に 「標準 化技術 を

使 う'ことに よって ソフ トウェア開発 の生産性 が向上 したと感 じて いるか」尋 ねた ところ、構 造

化分析 を使 っている研究機 関 の多 くが 「イエス」 と答 えてい るの に対 して、そ れ以外 の標準 化

技術 を使 ってい る研 究機 関の ほ とん どが 「あ ま り向上 した とは感 じられない」 と答 え てい る。

※

※

※

※

表2.10-1標 準化手法 に関する調 査結果

古 典 的 な方 法

DataFlowDiagram

Gane-Sarson

HIPO

Jackson

自 己流 の 方 法

MErHOD/l

SDM-70

STRADIS

Warnier-Orr

Yourdon

標 準 化 手法 を使 用 せ ず 3

2

2

0

0

1

3

1

1

1

6

2

3

1

4

2

1

計 186

※DeMarcoら の構 造化分析、 も しくはそれ に準 じた方法論

【EasternWashington大 学 、MarshallDrummondandArtherReitsch

「ProgrammerProductivityandUserSatisfactionChangesRelatedtoDesignMethods」

12thStructuredMethodsConference,pp.67-73,1987年 】よ り 引 用
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2.10.3適 用 上の注 意

DeMarcoら の構 造化分析 は欧米 を中心 に広 く普及 したものの、 プロセスの起動 タイ ミ

ングやデー タフロー の処 理 タイ ミング などの記述 には積極 的 に取 り組 んでいないため、動作 パ

ター ンが時間 に依 存 す る リアル タイム ・システムの分野 にはあ ま り受 け入 れ られなかっ た。

この問題 に対処 す るため、1982～3年 頃 か らPaulWardら が 中心 とな り、制御

とタイ ミングの要求を とらえるべ くDeMarcoら の構 造化分析 の拡張 に着手 した3P)。また、

〈DeMarcoら の モ デ ル(複 合 図)〉:

DCD

、
! ×

デ ー タ フ ロ ー

'

DFDO

ノ

、

、

デ ー タ フ ロ ー

1

DFD2

!

、

、

デ ー タ フ ロ ー

1

DFD2.4

1

、

、

デ ー タ フ ロ ー

!

DFD2.4.3

1

、

、

デ ー タ フ ロ ー

!

DFD2.4.3.1

A

iデ ー … 一

デ ー タ フ ロ ー

ミ ニ 仕 様 書

2.4.3.1・ ・5.2

プ ロ セ ス の

i起 動

←

i

…

…
=制 御要因

…

…
:制 御 要因

…
:

制御要因

図2.10-5DeMarcoら の 構 造 化 分 析 を拡 張
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これ に時期 をほぼ同 じくして、DerekHatleyら は、 ボー イング社 の技術 者数名 と

共 同で、同 じ目的 を達成 す るための研 究 を開始 した颯。 これ ら二 つの研 究成果 は まるで異 なっ

てい たが、その表記 方法 は非常 に似通 っていた。前者 はWardの リアルタイムSA、 後者 は

Hatleyの リ アル タイムSAと 呼 ばれてい る。

最近のCASEツ ールは、少 な くともどちらか一方 の方法論を支i慶す るこ とが多 くなって き

てい る。 これ ら2つ の方法論 は、その基本部分 がDeMarcoら の構 造化 分析 に似 ているた

め、 これ まで構造化 分析 を利用 して きた人々 には、 それほ ど抵抗 な く受 け入 れ られた。特 に、

◎ プリミティブなプロセス

'
ノ

セス

了 、

'

'

.

'

.

.'1
'

24

3
■

●
、

◎ 、

(i>

■

◎'●
・

てDウク

1・・'/

'

'

DFDO
・

●
9 CFDO

■

●

ψ,
'

'

φ

'

.

.

.

.

.

'

.

CSPECO

'

廷)Φ

○ ・◎
○霧

D4

≠'

∠

一一・①
プ③ ・

ヌ ノ

①[一@

PSPEC3

(基本的には、ミニ仕様書と同じ)

l

J

図2.10-6全 体 から見た階層構造
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Hatleyの リア ル タイ ムSAは 、DeMarcoら の構 造 化 分析 の 特徴 で あ っ た 階層 性 や

平 衡 性 をで きる限 りそ の ま ま残 し、 そ の上 か ら新 た に プ ロセ ス起 動 の 判 定 メ カ ニ ズ ム を付 け加

え た よ うに な って い るの で、 処 理 部 分 と制御 部分 を分 け て理解 す る こ とが容易 で あ る(図2 .1〔L

5)。

Hatleyの リア ル タ イムSAで は 、 プロセ ス の起 動 条件 を判 定 す るメ カニ ズ ム はCSP

EC(ControlSpelcification)で 表 わ し、 そ の判 定 要 因 とな る フ ロー

(制 御 フ ロー)はCFD(ControlFlowDiagram)上 で示 す よ うに な っ

て い る(図2.10-6)。CSPECで は 、 読 み や す さの点 を配 慮 した有 限 状 態 マ シ ン(Fini

don'tcare

才フ

プロセ ス起動 テー ブル 状態遷移図

現在 のステー ト イベ ン ト アクシ ョン 次 のス テー ト

ステー トA 入力1=0 出力1=オ ン ステー トB

入力1=2 プロセス4起 動 ステー トC

ステー トB 入力1=1 出力1=オ フ ステー トC

入力2=オ ン 出力2=オ フ ステー トA

ステ ー トC 入力2=オ フ プロセス3起 動 ス テー トA

状態遷移テーブル

ステー トA ステー トB ステー トC

入力1;0 入力1;2

ステー トA

出力1=オ ン プロセス4起 動

入力2=オ ン 入力1=1

ステートB

出力2=オ フ 出力1=オ フ

入力2=オ フ

ステー トC

プロセス3起 動

状態 遷移マ トリックス

図2.10-7CSPECを 構成 する代表的 な仕様書
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teStateMachine)を 実現す るため、い くつかの表現 形式(プ ロセ ス起動 テ

ーブル
、状態遷移 図、状 態遷移マ トリックス、 および状態遷移テーブル な ど)を 採用 してい る

(図2.10-7)。

Hatleyの リアル タイムSAは 、DeMarcoら の構造化分析 の良 さと、 リアル タイ

ム ・システ ムへ の対応力 を兼ね備 えているため、あ らゆ る分野 の システ ムに幅広 く適用 す るこ

とが可 能であ る。

2.10.4そ の他

CASEに つ いて論 じる場合 、CASEツ ールその もの についての話 と、 その ツールが支援

す る方法論 につい ての話 を分 ける必要 がある。CASEツ ール とは、 ある特定 の方法論 を使 っ

て開発 するユーザ を、単 に側面 か ら支援するための ものにす ぎない。 そのため、 「基礎 になる

メ ソ ドロジを理解 しないでCASEツ ール を買 って も効果 は出ない。す なわち、CASEツ ー

ルは メソ ドロジ をソフ トウェア として実現 しただけの ものであ り、メソ ドロジ を理解 しないで

い くらや って もダメ」ηなので ある。 また、 「とのツール も手法 を的確 に支援 して いる ように

見 え るが、現実 はそ うで はない」8)ので、CASEツ ールを評価 す る場 合、 そのCASEツ ー

ルが どれだ け特定 の方法論 を忠 実 に支援で きてい る かを よく見 てお く必 要が ある。
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海 外 事 例 調 査 報 告
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3.海 外事例調査報告

3.1調 査 目的と方法

代表的なCASEツ ールであ るExcelerator(lndexTechnology社)やIEW(Knowledgewa-

re社)等 は世 界で10,000セ ッ ト以上販売 されてい ると言われている。

しか し、あ る調査 によれば、実際に使 われてい るCASEツ ールは全体 の20%で あ り、7%

のツールは導入後拒絶 されて いる。 また、30%の ユーザは、いかにメーカの宣伝文句 を読むか

が最 も重要な事項である として いる。 こうしたことはCASEツ ール自体 の評価 が定ま って い

ない こと及 びCASEツ ールは単 に導入すれ ば効果を発揮す るとい った ものでない ことを意味

してい る。そ こで、欧米 における先進ユーザを対象 に、いか にCASEツ ールを導入 し、その

効果 は どのよ うな ものであ ったか等 にっいて調査を実施す ることに し、英国OVUM社 に調査

を依 頼 した。OVUM社 に依頼 した内容 は、表3.1-1に 示す とお りであ る。
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表3.1-1質 問 表

Questionnaire

LCompanyname

Size(turnOver)

(staff)

(systemsdevelopmentstaff)

typeofbusiness

whatCaseproducts 、dotheyuse?

(functions,documentation)

2.UseofCase

2.1WhywereCasetoolsintrodued/developed?

-toaddressabacklo9?

-tospeedupdevelopment?

-skillsshortage?

-growthinsystemsize/complexity?

.-otherreasons?

2.2Whatwasthetimescalefortheirintrodution?

2.3Whati)roblemshavebeenexperienced:
a)withtheintroductionofthetools

-difficultyinselectingwhichtouse

-notasefficientashoped

-organisationwasnotpreparedsufficiently

-productnotcompatiblewithco'sworkingpractices

-expenseoftools

-insufficicienthardware

-llSerreSiStanCe

-others

b)withthetoolsthemselves?

2.4Whatcriteriawereusedtoselectthetools?

-benchmarking

-comparisonofproductliterature

-short-termtrial

-recommendationfromothers

-others

2.5Howwerethetoolsintroducedintoyourorganisation?

　 onaPilotProject

-phased-inoveraperiod

-cleansweepapProach

-others

2.6Whatsoftwaredevelopmentproceduresdothetoolscover?

2.7Whattype「oftrainingaccompaniedtheintroductionofthe

toolS?

-vendorpresentation

-COnSUltanCytraining

-others
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`

2.8

2.9

Iftheresultshavenotmatchedexpectations,towhatdoyou

attributethis?
-mismatchedtouser'sneeds

lackofvendorsupPort

difficulttoinstallandmaintain

cumbersomeuserinterface
lackofinterfacestootheroftools

lackofexperienceintheuseoftools

.others

Howwilltheuse
wiHyOU

willyOU
willyOU
Ipse?
others?

ofCaseevolve

extendtheuse

extendtheuse

employreverSe

inyourorganisation?
ofupPerCase?

oflowerCase?
engineeringProducts?

2.10DoyouhaveawishlistforCase・vendors?

-whatabout:interfacestandards

-openness
.ofthesystem

-useof・AIandotheradvancedtechniques

-betterproductivity/qualityachievement

3 Benefits

3.1What

3.1.1

benefits hastheuse

Productivity
t

t

▲t

t

▲1
し

n4

a

a

a

n4

ofCasebroughtintermsof:

thesystemanalysisphase

thesystemdesignphase

theprogramdesinphase

thetestingPhase

themaintenancephase

3.1.2 Quality
bettereaseofuseinthesystemsprodUced
betterintegrity
improvedefficiency
correctneSS
reliability

－maintainability

testability

reusability

flexibility

portability
interoperability

others

3.2Whatareyourexpectationsforqualityimprovementinfive

years'time?

3.3 WhathasbeentheeffectofusingCasetools:
-developmenttime ,standardsenforcement,documentaion

userfeedback/involvement
staffnumbers,programlifetimes

Projectcontrol
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3.2調 査結果の分析

3.2.1調 査 対 象 の概 要

(1)調 査 対 象企 業

事 例調 査 先 の選 択 に 当 た って は次 の 基 準 を 設 け て行 った 。

・1年 以 上CASEツ ー ルの評 価 又 は利 用 を 行 って い る こ と。

・進 行 中又 は完 了 したCASEを 用 い た開 発 プ ロ ジ ェ ク トが あ る こ と。

・CASEを よ く理 解 して い る こ と。

・AWB(AnalysisWorkBench)ツ ール を含 ん で い る こ と。

・CASE利 用 に積 極 的 で あ る こと。

・航空 、財務 、製造 、政 府 関係 で あ る こと。

こ う した観 点 か ら調 査 を行 った 企 業 は次 の とお りで あ る。

〈ア メ リカ 〉

・ShearsonLehmanHutton(証 券)

・AT&T(通 信)

・FederalHomeLoanMortgage(証 券)

〈イギ リス 〉

・InlandRevenue(UK税 処 理)

・NorwichUnion(保 険)

〈 フ ラ ンス 〉

◆GreditAgricoledeL'ile-de-France(金 融)

・ElectricitedeFrance(電 力)

・Rh6nePoulenc(化 学)

なお 、航 空 関係 並 びに米 国 の 製 造 関 係 の調 査 は戦 略 的 な問 題 か ら拒 否 され た。

(2)適 用 して い た 開発 方 法論

今 回 の 調査 で最 も多 く使 わ れて い た開 発 方法 論 は、LSDM(LBMSStructuredDevelopment

Methodology)と そ の英 国 政 府推 選 版SSADM(StructuredSystemAnalysisandDesignMe-

thodology)、Merise(仏 で 有 名)、Method/1、YourdonStructuredMethod、Information

Engineering及 びBackmanで あ った 。表3.2-1に 方 法 論 とそれ を 使 って い た企 業 の 対 応 を 示 す 。
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表3.2-1適 用 して い た方 法論

方 法 論 適 用 会 社

デ

|

タ

モ

デ

ル

Bachman

InformationEngineering

SSADM/LSDM

Merise

Corig

ShearsonLehmanHutton

FederalHomeLoan

InlandRevenue

NorwichUnion

RhOnePoulenc

CreditAgricole

プ
ロ

モセ

デ ス

ル

Yourdon/DeMarco

SSADM/LSDM

FederalHomeLoan

InlandRevenue

NorwichUnion

ア

ク

テ

分 イ
ビ

解テ

イ

InformationEngineering FederalHomeLoan

そ

の

他

Matrixdiagraming

Entitylifehistory

AT&T

InlandRevenue

NorwichUnion

なお、LSDM/SSADM及 びCorig/Meriseは ヨー ロ ッパで開発 され たもの

であ り、 日本であ まり馴染がないたあ、 ここで簡単 な説明を行 う。

①LSDM

LSDMは 、構造化 システム分析 と設計のための方法論である。 この方法論 はデー タモデ リ

ングに重点 を置 いてお り、最終的な製 品は、あ る特 定のDBMS又 は第4世 代言語 の上 に構 築

され ることを想定 している。

この開発方法論 は次の3っ の技法 か ら構成 されている。

・エ ンテ ィテ ィモデルーーー一… システ ムのデータ構造 を記述す る。
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・デ ー タ フ ロー図 … 一白 シス テ ムの情 報 の流 れ を記 述 す る。

・エ ンテ ィテ ィ ・ラ イ フ ヒス トリ …… システ ムの イベ ン トとそれ らの シー ケ ンス及 び関 連

す る処理 を記 述 す る。

なお 、 これ らは、LearmonthandBurchett社 のAutoMateツ ール に実 装 され て い る。

②SSADM

SSADMは 英 国 政 府 関 係 の機 関 で 標準 と して用 い られ て い る シス テ ム分 析 、設 計 の 開 発方

法論 で あ り、英 国 政 府 のCCTA(CentralComputerandTelecommunicationsAgency)で

開発 され た。 この方 法 論 は、 シス テ ム分析 、要 求 仕様 、論 理 設 計 、 デ ー タ とプ ロセ スの 物理 設

計 か らプ ロ グ ラム設 計 迄 を カバ ー して い る。SSADMはLSDMに よ く似 て い る。

SSADMは 、実 現 可 能 性 調 査(FeasibilityStudy)か ら始 ま って次 の6つ の ス テ ー ジが あ

る。

・現 行 システ ムの分 析

・要求 システ ムの仕 様

・デー タ設 計

・プ ロセ ス設計

・詳細 物 理 設 計

各 ステ ー ジはい くつか の ステ ップ に分 解 され 、各 ステ ップ は更 に タ ス クに分 解 され る。SS

ADMreferenceマ ニ ュアル は、NationalComputingCentre、OxfordRoad、Manch-

esterEnglandか ら入 手 可 能 で あ る。

③MeriseとCorig

Corig(Conception、OrganizationetRealisationenInformatiquedeGestion)}ま

CGI社 に よ り開発 され た方 法 論 で あ る。CorigはCorig-A、Corig-B、

Corig-Cか ら成 って い る。

Corig-Aは 全 体 的 な ビジネ ス計 画 作 成 、Corig-Bは 要 求分 析 、Corig-C

はア プ リケ ー シ ョ ン開発 の ため の もので あ る。 マニ ュア ル類 はCGI社 か ら入 手 可 能 で あ る。

Meriseは フ ラ ンスで 広 く使 われ て お り基 本 とな る アイ デ ィア はCorigか らきて い

る。 これ らは、情 報 シス テ ム開 発 の実 質 上 の 標準(defactostandard)に な って い る。

Meriseの 概 要 は 、Meriseoul'InformatigueavecMethode(CGI/NathamNouvelle

LibrarieSA(ISBN:2864799596)よ り知 る こ とが が で き る。
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(3)適 用 して いた ツ ール

CASEと はComputer-AidedSoftwareEngineeringの こ とで あ り、 こ こで 、SoftwareEng

ineeringは 、 ソフ トウ ェ ア開 発 の全 工 程 即 ち、 要求 定 義 か ら システ ム の開 発 、導 入 迄 を 含ん で

い る。 ま た、保 守 や 導 入 後 の 改善 ・改良 迄 も含 む こ とが で き る。 定義 か らい く とCASEツ ー

ル と は、 これ らの す べ て の ステ ー ジを支 援す る もの とな る。 しか し、 しば しば 、 ソ フ トウ ェア

開 発過 程 の 分析 と設 計 ス テ ー ジを 支援 す る もの と して捉 え て い る場 合 が あ る。今 回 の 調 査 先 で

使 用 して いた ツー ル は次 の カテ ゴ リー に分類 され る。

・アナ リス トワー クベ ンチ(FundationMethod/1 ,Automate,Excelerator)

・コー ドジ ェネ レー タや4GL(Pacbase)

・リエ ンジニ ア リング ツ ール(BachmanRe-EngineeringProductSet)

・戦 略計 画 や企 業 モデ ルの た め の ツール(PCPrism)

・IPSE(統 合 化 プ ロ ジ ェク ト支 援環 境)(Maestro ,ProjectManager'sWorkbench)

数 ユ ーザ はAWB(AnalystWorkBench)と コー ドジ ェネ レー タを 組 み合 わ せ て利 用 して いた

が 、そ れ らの 結合 は まだ 自動 化 され て い なか った。 プ ログ ラ ミング に関 して い くっか のAWB

は、 プ ロ グラ ミ ング用 の テ ンプ レー トを生 成 して いた が、 多 くの場 合 は手 作 業 を主 体 に行 わ れ

て いた 。 ま た、多 くのユ ー ザ は ライ フサ イ クル ツ ール(又 はIPSE)を 使 用 して い た。 ラ イ

フ サ イ クル ツ ール とは、 プ ロ ジ ェク ト管理 、構 成 管 理 、品 質 管 理 、 ドキ ュ メ ン ト管理 用 の ツ ー

ル の ことで あ る。 リバ ー ス ・エ ン ジニ ア リングにつ いて は 、今 回 の調 査 で は1社 の みで あ った

が 、将 来利 用 した い とい う声 が5社 か らあ った 。

(4)CASE利 用 の文 化 的相 異

今 回 の調 査 を 通 して、 興 味深 い文 化 的 な相異 が み られ た。 これ らはCASEツ ール の適 用 に

影 響 を与 えて い る と考 え られ る。

1)フ ラ ンス

フ ラ ンスは、 ソ フ トウ ェア 開発 に"知 的"な 取 り組 み を 行 って い る ことで知 られ て い る。彼

らは、短 期 的 な利益 の た あ に エ レガ ン トで な い ツー ルを組 み 合 せ る とい った方 法 よ り もむ しろ

全 体 的 に調 和 の とれ た形 で の 開発 に興 味 を もって い る。 これ は、言 語 的 な問題 か ら米 国 製 の ツ

ー ルが フ ラ ンス に簡単 に は入 り込 めな い とい った原 因 や
、 フ ラ ンス人 の物 の考 え方 によ って い

る と思 わ れ る。
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2)イ ギ リス

イギ リス もフラ ンスと同様 に ソフ トウェア開発プ ロセスを カバーす る方法論に多 くの力点 を

置いている。 ヨーロ ッパ においては、イギ リス、 スウェーデ ン、オラ ンダが方法論や技法の利

用 について進んだ国だ といえ る。 ライ フサイ クルツールは英国のマーケ ッ トにおいて成功を納

めて きてお り、今回調査 した2っ の会社で も利用 してきた。

米国製の ツールは、言語が同 じことか らイギ リスで も広 く使われてい る。 しか し、イギ リス

のユ ーザは一般にアメ リカのユーザよ りも費用対効果に厳 しくツール購入が よ り慎重であ った

り、購入決定を遅 らせる傾向 にあ る。

3)ア メ リカ

アメ リカにおいては、彼 らはCASEを 戦略上の武器の一つ とみてい る。 そ うした意味で、

今回調査 したAT&TやShearsonLehmanHuttonで は正 当な動機を持てい る。即 ち、AT&T

で は電話 クレジ ッ トカー ドサー ビスという戦略上 の目的で 、また、ShearsonLehmanHuttonで

は生産性 を上 げて新 しいサー ビスを よ り速 く提供す るといった目的でCASEツ ールを利用 し

て いた。

ShearsonLehmanHuttonは 開発方法論を持たないで ツールをっか うとい った点で米国の典型

で あ る。同社で は、Bachman社 の製品 を導入す る迄 は、デー タベース開発 に標準手順を持 って

いなかった。

3.2.2CASEツ ール の導 入 と適 用

こ こで は調 査 結 果 を基 にCASEツ ール の導 入 と適 用 に っ いて 分 析 して み る。

(1)CASEツ ール の導 入 又 は開 発 した理 由

今 回 の調 査 で は7社 がCASEツ ー ルを 購 入 し、 自社 開発 を して いた の は1社 の みで あ った。

市 販 の ツー ル を導 入 した 理 由 と して は 、そ の 開 発方 法 論が 従 来 用 いて い た方 法 論 に マ ッチ して

い た 又 は開発 環 境 に一 致 して い た こ と を挙 げ て い た。

RhOnePoulencで は全 社 的 に ソフ トウ ェア開 発 の標 準化 を 図 り ソフ トウ ェア開発 を"工 業 化"

しよ うと して い た。Federa1HomeLoanは 、NorwichUnionがLSDMで 、 またCreditAgri-

coleがCoring/Meriseで 行 った よ うな 、全 社 的 な 開発 方 法論 の標 準 を望 ん で い た。AT&Tで

は 共通 ツー ル セ ッ トや、 ビジネ ス要 求 に基 づ いた 開発 ライ フ サ イ ル を導 入 しよ うと して いた 。

ShearsonLehmanHuttonがCASEツ ー ル を導 入 した主 な理 由 はIDMSか らDB2へ の 移 向
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であ った。英国の政府機 関で あるInlandRevenueで は英国政府 の開発方法論 に基づいて システ

ムを開発す る必要か らSSADMを 持 つツールを導入 していた。

共通 システム開発環境 は次の ような利点を もた らす と考えてい る。

① システムイ ンタフェースの共通化によ り、異 った開発 チームで開発され た システム同志 が

お互 いに会話がで きる。

② ドキ ュメ ン トが標準化 されて作成 され、すべての人に理解 し易 くなる。

③ システムが主尾一貫 した方法で開発 され るため信頼性 が増 す。

④ 開発方法論の導入やCASEツ ールの利用 によ り開発の遅れを減少 させ ることがで き、保

守が容易 になる。 これ らによ り生産性及び品質の向上が期待で きる。

ElectricitedeFrance(EdF)は 、市場 に適合 した ツールがない との ことか らツールを

自社開発 した。同社では原子力発電所 の コン トロール用に ツールを開発 して いる。 この 目的 と

して は、よ り大 き く、よ り複雑な システムの開発のス ピー ドア ップを図 ることを挙げていた。

(2)導 入 スケ ジュール

調査結果か ら全体的な導入 スケジュールの一般的な傾向をみ ることは難 しい。すべてのユ ー

ザ は違 ったスケ ジュールでCASEを 導入 していた。

AT&TやInlandRevenueで は管理部門か らCASEツ ールの導入 が支持 されてお り迅速 に

導入 して いる し、一方 、RhOnePoulencで はツールの導入 に5年 を要 していた。FederalHome

Loanで は管理部門か ら完全 な支持を得た とはいえず導入計画を誤 った ものに していた。即 ち、

社内的な体制が と られるよ りも早 くツールを導入 して しま った。

CASEを 導入す るス ケジュールを考え る上での主要な要因 は次の とお りで あった。

・ツールの必要性(シ ステムのバ ックログの増大、エ ンジニ アの不足等)

・管理部門か らの支持 の度合

・ニーズに合 った ツールの出現時期

・ユーザか らの反発の度合

(3)ツ ール導入 ・利用上 の問題点

CASEツ ールを導入す る上での障害 として6っ の会社がユ ーザの抵抗 を挙 げて いた。 この

内、2っ の会社 は深刻 な状態であ った。

Electricit6deFranceで はツールを 自社で開発 してい るため、その ツールが社内で正 当に

理解 されな い(市 販 ツールのよ うな評価がない)と い う問題を持 ったいた。FederalHomeLoan
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で の抵抗 は、試用時 における不幸 な経験 に根ずいていた。

共通 的に指摘 された問題 と しては、ツールを開発現場へ適合 させて行 く上での難 しさや、ユ

ーザが開発方法論 を理解 していない ことなどがあ った
。

RhOnePoulencで は、 ツールと しては良 いが 自社の開発方法論 とマ ッチ していないツールを

導入 したため、両者 の ミスマ ッチを経 験 していた。CreditAgricoleも 同様 に 自社へのPacbase

ツールの導入の困難 さを指摘 していた。

ツール自体への不満 としては、ツール提供者が言 う機能を満た して いない ことが挙 げ られて

いた。 もっとも今回調査 したユーザ はCASE等 に十分 な経験を持 ち、低めの予想 を持 ってい

たため、む しろ予想よ りはよ く出来て いることに驚 いていた。導入担 当者 は、職場に ツールを

広 める役割 りを持 ってお り、利用 し易 いツールを望 んでいた。特 にAT&Tで はExcelerator

が ニーズにあ って いない と不満をのべて いた。 しか し、そのツールを替え る様子 はなか った。

い くっかの ツール、例 えばBachman社 の リエ ンジニ ア リング製品やEdFのGenesiaは 大変

複雑で 、利用を広 めるのに困難を感 じていた。例外な く初期 のツールには欠 陥がみ られた。 し

か し、その後の リリースで改善 された り改良 されて いるたあ現在で は特に問題 とな って いる も

ので はない。い ったん ツールが現場に導 入 され る とユ ーザ は欠点が何であろ うとほとん ど変更

しよ うとは しない。

それ故、ユ ーザの ツール選択 はツール提供者が 、ユーザの要求 に合 った開発を行え るか否 か

によって導入後迄大 きく影響 を与え る。他の不満 としては コス ト(特 にBachman社 の ツール は

競争相手がいないため非常に高価で ある)や マルチユーザ環境でのサポー トの不備があ った。

この調査か ら次の ことが言え る。

・ユ ーザは、既存の環境 にツールが適合す るかよ く検討 すべ きであ る。 さ もな くば、導入前

に十分な教育を行 うべきであ る。 これ らがな ければ混乱 や反抗を招 くだけである。^

・ツール提供者がユーザ要求 に応 じてツールの変更を行 った り新 しい機能 を付け加 えて くれ

るか検討すべ きであ る。

(4)ツ ールの選定規準

CASEツ ールの選択に当たって は、CASEの カタログ、デモ ンス トレー シ ョン、 ツール

に対 す る知識、評価 コピー、 コンサル タン トか らの意見 を参考に していた。

NorwichUnion、RhOnePoulenc、InlandRevenueは 、ツールに対す る要求仕様 リス トを持

っていた。 しか し、 これ らのユーザ は、 ツールが彼 らの要求を満た していない ことに不満を も
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って い た。InlandRevenueは 彼 らの要 求 仕 様 に合 う もの と してMaestroを ・.ま.tgRh6ne、Potilenc・

は評 価後 ツー ルを選 定 して い た。NorwichUnionで は最終 候 補 と して3っ の ツール を 選 んで い

た。

AT&Tで は選 択 に 対 して一 貫 した 過程 を も って い な い こ とを認 め て い た 。 ま たlnlandRe-

venueとFederalHomeLoanは ス タ ッフ によ る 内部 的 な推 薦 に従 って い た 。

多 くの所 で は 、購 入 前 に ツ ール の実 践 的 評価 を行 って いた こ とを強 調 して お く』 ・

(5)CASEツ ー ルの 導 入 方 法

8ユ ーザ の 内5ユ ーザ(RhOnePoulenc、CreditAgricole、FederalHomeLoan、Shearson

LehmanHutton、Norwi6hrUnion)で はCASEツ ー ルを まず パ イ ロ ッ トプ ロ ジ ェク トで 適用

して い た。1、 、 、.

面 白'い こ とに素早1ぐ ツ ニ ル を導 入 したInlandRev6nueとAT&Tで は導 入 に対 して ほ とん ど

抵抗が1なか った。 これ らは、ユ"ザ にツール選択の余地がなか った、管理 者の介入が強か った、

ツールを気入 らなか った人 は会社を去 った ことによる と考え られ る。

パイ ・ 。 トプ・ぶ 外 で の醐 の内、'4ユ`:ザ は緒 システムで馴 しそいた.二 方Sh・a
量

rsonLehmanHuttonは 実 験 的 に ツ ー ル を 使 っ て い た 。ElectricitedeFranceの 場 合 は ユ ニ ー

クで あ る。即 ち、Genlls'iaの 開 発者 自身 が 、EdF内 の種 々の部 門 の プ ロ ジ ェク トを 遂 行 して

い た。 この"デ モ ンス トレニ シ ョン"プ ロ ジ 土 ク トの 自的 はそ の ツ ール が 本 番 シズ テ ムで も利

用 で きる こ とを証 明す るこ とで あ った 。 この よ うな 方 法で ツ ール の価 値 を認 め た後 、初 めて こ

れ らの 部 門 で利 用 し始 め る ことに な る。_

(6)ツ ー ル導 入 に伴 う教 育

トレーニ ングの形 態 は導 入 した ユ ーザ に よ り大 き く異 る。rlnland,,RevenueやNorWi中 .UnionL

は社 内 に専 門 的 な ・トレ「ニ ング部 門 を設 けてLYa-一。NorwjchUn ,iopで は 、特 別 な ツriル に捕 わ

れ る こ とな くLSDM開 発 方 法 論 を教 育 す る ため に 自社 教育 を行 って い た 。一 ㌧ 二

Credit .Agrico1とShearsonLehmanHuttonで は ツrル 提供 者 の 教 育 に依 存 して い た。Shears

onLehmanHut.tonの ケー ス で は、Bachman社 の ツニ ル が複 雑 で,そ れ らを 利 用 す るため の知 識

を持 ち合 わせ て いな か った こ とに よ る。大 半 のユ ーザ は社 内 、社 外 の ミッ クス した教 育 パ ッケ

ー ジを も って いた 。,、

(7) .ツ ー ルが カバ ーす る開 発工 程 、d,㍉.

多 くの ユ ー ザ は分 析 並 び に設 計 用 の ツ ール を持 って い た。 これ は調 査 自体 が 設 計用 ツー ル に
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焦点を当てた ことによ る。表3.2-2に 調査先 とツールによ って支援 されている工程を示す。

表3.2-2ツ ー ルが カバ ー して い る工 程

調 査 先 ツールによ り支援 されて いる工程

AT&T Businessanalysis,requirements

specification,systemsdesign,

implementation,documentation,project

management

FederalHomeLoan Businessanalysis,systemsdesign

ShearsonLehmanHutton Requirementsspecification,systems

design,implementation,maintenance

NorwichUnion Systemdesign,implementation,Project

management,qualitymanagement

InlandRevnue Implementation,projectmanagement,

documentationmanagement

Rh6nePouienc Systemsanalysis,systemsdesign

CreditAgricole Systemsanalysis,systemsdesign,

documentation,implementation

ElectricitedeFrance Systemsdesign,implementation

(8)期 待 した効果を上 げていない理 由

ユーザ は一般に ツールが予期 した効果を上げてい るか否か、また、何が成功又 は失敗 に導 い

たかについて明確な見解 を持 っているが、AT&TとInlandRevnueを 除いて成功又は失敗の

メジャーを得 ることがで きなか った。他の ユーザか らの コメ ン トは主観 的で あ り、 また多 くの

期待値 は期待 はずれに終 らないためにかな り低 く見積 ってお り、ほ とん ど何 の期待 も持 ってい

なか ったようにみえ る。

NorwichUnion、RhOnePoulencとFederalHomeLoanは 期待外れであ った と述べてい る。

NorwichUnionの 場合 は過剰 な期待があ った もの と考え られる。Rh6nePoulencは 現実的な期

待を持 って いた。即 ち彼 らは、彼 らの選んだ ツールが必ず しも満足 した結果を出す とは思 って
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い なか った が 、 ドキ ュメ ン ト作 成 へ の支 援 や方 法論 支 援 上 の 問題 に不 満 を持 って い た。Federal

HomeLoanで はユ ー ザ イ ンタ フ ェー スの 悪 さを期 待外 れ の最 大 の 原 因 に して い た。Electricite

deFranceで は社 内 で 開 発 して い るた め期 待 した効 果 を上 げて い る と述 べ て い る。Cr6ditAgri-

coleで は当 初 の期 待 が 何 で あ ったか を忘 れ る ほ ど長 くPacbaseを 使 って いた 。

InlandRevnueで は 、生 産 性 に関 して期 待 した効 果 を 上 げ て い たが 、更 に、Maestroで 向上

させ よ うと して い た。AT&TとShearsonLehmanHuttonの み が期 待 以上 で あ った と述 べ て い

る。AT&Tで は測 定 の基 礎 と して 開 発期 間を用 いて お り、 当初 システ ムの 概 念設 計 か ら開 発

迄 に2年 か か る と予 測 して い た もの が18ケ 月 に短 縮 され た と述 べて い る。ShearsonLehman

Huttonで は実験 的 に ツー ル を利 用 し始 め 、結 果 と して 生 産 性 向上 が予 測 を上 回 って い た と述 べ

て い る。

(9)今 後 の 計画

今 後 の計 画 と して は共 通 的 な傾 向 が 見 られ る。4つ の 共 通 的 な傾 向 は次 の とお りで あ る。

・リバ ース エ ン ジニ ア リング(5ユ ー ザ)

・リポ ジ トリ/ツ ー ル の統 合(4ユ ーザ)

・新 しい方 法 論 の サ ポ ー ト(3ユ ー ザ)

・よ い良 い コー ド生 成(4ユ ーザ)

リポ ジ トリ/ツ ー ル の統 合 の た めの リポ ジ トリの候 補 と して はIBMのAD/CycleとSoF

tlab社 のMaestroが あ った 。IBMの リポ ジ トリは多 分多 くの ツ ー ル提 供 者 が使 用 す るdefac-

to標 準 とな ろ う。

AT&Tで はIPSEを リポ ジ トリの上 に構 築 しよ う と して い た。

(10)CASEベ ンダ ーへ の要 求

この質 問 は⑨ の 質 問 に ク ロスす る。 しか し、 要求 の多 くは ツー ル の機能 的 な面 で あ った 。 ユ

ー ザ は
、 よ り強 固 で 、 よ り良 い ユ ーザ イ ン タフ ェー ス を持 ち、方 法論 を サ ポ ー トし、 カ ス タ マ

ナ イ ズで き、 開放 型 で しか もユ ー ザ要 求 に対 応 が とれ る ツ ー ルを 望 んで い た。2ユ ーザ は特 に

OS/2の サ ポー トを望 ん で い た。 他 はUnix、 マ ル チユ ーザ 、 ネ ッ トワー ク化 を 挙 げ て い

た。 ま た、 アセ ンブ ラー の生 成(CreditAgricole)、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 の設 計 、 プ ロ グ ラ

ム作 成 の支 援(A↑&T)、 プ ロ ジ ェク ト、品 質 管理 機 能(NorwichUnion)等 もあ った 。 更

に エ キ スパ ー トシス テ ム開 発 へ の支 援 とい った要求 もあ った。
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3.2.3CASEツ ールの導入効 果

(1)現 状 における生産性の向上

先 に も述べ たとお り、生産性 と品質の測定方法 は主観 的で あ り、 どの程度CASEが ソフ ト

ウ ェア開発に影響を与えてい るか は感覚的 な ものであ った。

これ は、生産性及び品質の共通的 な測定尺度が ないことに起 因 して いる。表3.2-3は 、今

回の調査で得 られた結果 をまとめた ものであ る。定量化で きた ものは、その値 も示 してい る。

(2)現 状 にお ける品質の向上

品質向上の測定尺度を示 したの はAT&Tの みであ った。AT&Tで は品質 を製品完成後の

変更の度合に置 いている。 この観点か ら97%の 品質向が あ った とのべてい る。即 ち、変更が

97%減 少 した。

他 のユーザは、信頼性、保守性 、互換性 、正確度 において向上が見 られたが、その度合を示

す ことは出来ない としていた。

(3)5年 後の生産性 向上 の予測

ここでは予測であ るか ら期待が多 く語 られた。 しか し、 これを証明す ることは多 くのデー タ

収集を必要 とす ることか ら困難で あろ う。事実、そのよ うな活動 は時間がかか るもの として省

略 されて いる。多分、最 も信頼で きる予測 はAT&Tの ものであろ う。彼 らは、 システム開発

コス トを少な くとも40%ま た、開発期 間を少 な くと も25%減 少 させ よ うと している。Nor-

wichUnionはCreditAgricoleの 場合 と同様に50%の 削減を望んでいた。

RhOnePoulencの 期待 はもっと穏やかな もので現状 における30%～40%の 開発期 間の伸

びを10%に したい としていた。

(4)5年 後の品質の向上

この質問に対す る回答 はよ り暖味 な もので あ った。多 くの回答者 は品質 向上に意欲 は持 って

い るものの、その尺度につ いて は明確 な ものを持 っていなか った。

AT&T、NorwichUnion、ShearsonLehmanHuttonで は、よ りよい要求仕様を作 りその仕

様 に適合 した システムを作 る ことによ り変更を減少 させ よ うと していた。
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表3.2-3 生産性の向上

調 査 先 生産性向上分野 向上の期待値(%)

AT&T systemsspecification,

testing 20%

FederalHomeLoan managementofdiagrams,data
`
minimal`

ShearsonLehmanHutton systemsdesign nometriCS

InlandRevnue coding

management

15-20%
.

nometrlcs

NorwichUnion Systemsanalysis
.

prOgrammlng

15%

200%

CreditAgricole Systemsanalysis,program

generatiOn,maintenanCe 40%

ElectricitedeFrance programdesign,testing,

maintenance nometriCS

RhOnePoulenc Systemsanalysis nometriCS
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